
 

 

   

 

公立大学法人長岡造形大学 

令和４年度 業務実績に関する評価書 

 

 

 

 

 

長岡市公立大学法人評価委員会 

 

 

 



目  次 

 

 

Ⅰ 令和４年度の業務実績評価について・・・・・・・・・・・・・・・・・・１ 

 

Ⅱ 評価結果 

１ 全体評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３ 

２ 大項目別評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５ 

３ 事業単位・指標単位評価・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 

 

Ⅲ 参考資料 

１ 公立大学法人長岡造形大学第２期中期目標（令和２年度～令和７年度） 

・・・３６ 

２ 公立大学法人長岡造形大学 業務実績評価（年度評価）実施要領・・・４０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ⅰ 令和４年度の業務実績評価について 

 

 長岡市公立大学法人評価委員会は、「公立大学法人長岡造形大学 各事業年度の業務実績

評価（年度評価）実施要領」に基づき、公立大学法人長岡造形大学（以下、「法人」という。）

の令和４年度における業務の実績に関する評価を行った。 

 令和２年度から令和７年度までの第２期中期計画の３年目の業務実績の評価に当たり、全

体に関わる特殊事情として、令和元年度終盤から始まった新型コロナウイルス感染症のまん

延がもたらしているコロナ禍の様態を考慮する必要がある。 

 新しい生活様式になって３年が経過する中で、感染症対策の徹底は継続したうえで、教員

と学生のつながり、学生同士のつながり、本学と地域社会とのつながりを積極的に活かして、

教育研究活動、学生支援、地域貢献、業務運営の全ての分野でこれまでの経験と知見を踏ま

えながらさらなる価値創造に努めてきたことに対して評価を行ったところである。 

 

１ 評価に関する基本的な考え方 

(1) 評価は、教育研究の特性、自主性、自律性に配慮しつつ、法人の継続的な質的向上 

に資するものとする。 

(2) 評価は、中期目標・中期計画の達成状況を踏まえ、法人の業務実績全体について総合的に 

行う。 

(3) 評価は、一連の過程を通じて、法人の状況を分かりやすく示し、社会への説明責任 

を果たすものとする。 

(4) 評価は、法人が自主的に行う組織・業務全般の見直しや次期の中期目標・中期計画 

の検討に資するものとする。 

(5) 評価にかかる業務が法人の過度の負担とならないように留意する。 

(6) 評価の仕組みについては、必要に応じて工夫・改善を行う。 

 

２ 評価方法 

業務実績評価は、「全体評価」、「大項目別評価」、「事業単位・指標単位評価」によ

り行った。 

・全体評価 

大項目別評価及び事業単位・指標単位評価の結果を踏まえ、法人の中期目標の達成に

向けた中期計画全体の進捗状況を総合的に勘案して評価を行った。 
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・大項目別評価 

事業単位・指標単位評価の結果を踏まえ、４つの大項目ごとに、中期計画の進捗状況

について評価を行った。 

・事業単位・指標単位評価 

年度計画に記載された事項ごと（事業単位）及び評価指標ごと（指標単位）の実施状

況または達成状況を確認し、評価を行った。 
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Ⅱ 評価結果 

 

１ 全体評価 

(1) 評価結果 

中期計画の進捗は順調である 

 

 (2) 評価理由 

大項目（４区分）別評価の「第１ 教育に関する目標」、「第２ 研究に関する目

標」及び「第３ 地域貢献に関する目標」については、令和４年度業務実績で年度計

画を上回る取組が多く認められた点などを総合的に勘案し『Ａ 中期計画の進捗は順

調』と判断した。 

「第４ 業務運営等に関する目標」については、令和４年度の取組の多くが年度計

画通りに実施されていることなどを総合的に勘案し、『Ｂ 中期計画の進捗は概ね順

調』と判断した。 

以上のことから、大項目別評価の全てが「Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調」以上で

あり、かつ３区分が「Ａ 中期計画の進捗は順調」となっていることに加え、教育研

究組織の見直しに関する基本方針に基づき策定した造形学部のディプロマ・ポリシー

（卒業認定・学位授与の方針）、カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方

針）、アドミッション・ポリシー（入学者受入れの方針）を踏まえ、令和５年度以降

入学者カリキュラムを検討・整備したことなどを総合的に勘案し、(1)の評価が相当

と判断した。 

大項目別評価 

大項目（４区分） 
評価
結果

Ｓ 
 

中期計画
の進捗は
優れて 
順調 

Ａ 
 

中期計画
の進捗は
順調 
 

Ｂ 
 

中期計画
の進捗は
概ね順調

 

Ｃ 
 

中期計画
の進捗は
やや遅れ
ている 

Ｄ 
 

中期計画
の進捗は

遅れている

第１ 教育に関する目標 Ａ  ○   
 

 

第２ 研究に関する目標 Ａ  〇   
 

 

第３ 地域貢献に関する目標 Ａ  ○   
 

 

第４ 業務運営等に関する目標 Ｂ   ○  
 

 

 

 (3) 令和４年度の特筆すべき取組 

【第１ 教育に関する目標】 

 ・教育の成果、内容に関する取組 

これからの時代の流れを的確に捉え、創造力を備えた人材を輩出するために重要と

なる３つのポリシー（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッ

ション・ポリシー）を踏まえ、令和５年度以降入学者カリキュラムを検討・整備し

た。 

対面及びオンライン両形態でのオープンキャンパスの実施や受験生を対象とするオ

ンライン説明会を実施するなど、コロナ渦であっても実施手法を工夫することで、
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より多くの学生に大学を知る機会を提供し、積極的な広報活動を行っている。その

結果、5.38 倍という高い志願倍率を維持している。 

・教育の実施体制に関する取組 

令和５年度の学科再編や新たなカリキュラムを踏まえ、学生が能動的に学修する演

習にフレキシブルに対応できるよう教室や什器等の環境を整備している。機能性と

意匠性を考慮し開発された多様な什器の設置は、学生が日常的に使用感を試すこと

や新たな使い方を模索することなど、教材としても活用され、「キャンパスまるご

とデザインの教材」というコンセプトを体現している。 

・学生支援に関する取組 

  コロナ渦でより複雑化した個々の悩みに寄り添うため、カウンセラー、学生支援課

及び修学特別支援室による情報共有の回数を前年度の約３倍に増やした。 

その結果、相談者個々の状況や特性、緊急性や対応時の注意点などをタイムリーに

共有し、学生に最適と思われる支援を遅滞なく提供できる体制が整備された。 

また、SOGI（性的指向・性自認）の多様性に係るガイドラインを策定し、一人ひと

りが多様性を尊重され、自分らしく安心して修学できる環境づくりに努めている。 

 

【第２ 研究に関する目標】 

・研究の内容及び水準に関する取組 

地域課題解決に向けた研究や事業化を支援する大学のシーズの積極的な情報発信や

産学マッチングイベントの出展等により、能動的な企業への働きかけを行ってい

る。その結果、大学の教育内容や教員の研究分野と企業とのより適切なマッチング

をすすめ、今後の研究等につなげている。 

 

【第３ 地域貢献に関する目標】 

・産業振興に関する取組 

 他大学、関係団体と連携して産学マッチングイベント Matching HUB nagaoka を初め

て開催し、産学マッチングを促進した。能動的な企業への働きかけの結果、共同開

発に関する相談が４件あるなど、今後につながる成果をあげている。 

・地域貢献の成果に関する取組 

 地域貢献に関する研究・プロジェクト数については、目標値（25 件）を大幅に上回

る 43 件であった。 

大学のシーズの積極的な情報発信や産学マッチングイベントの出展等による能動的

な企業への働きかけにより、大学の教育内容や教員の研究分野と企業とのより適切

なマッチングをすすめたことの成果。 

 

【第４ 業務運営等に関する目標】 

  ・自己点検・評価及び情報公開の推進に関する取組 

 ホームページや各種SNSを積極的に活用し、大学に関する情報を幅広く発信してい

る。「NIDFocus」では教員、学生や卒業生の活躍の様子、学生の作品、大学施設な

どの大学の魅力１つ１つに焦点をあて、写真やインタビューなども交えた伝わりや

すく効果的な発信をしている。結果として、ホームページアクセス数、ユーザー数

ともに増加するという成果をあげている。 
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２ 大項目別評価 

第１ 教育に関する目標 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 (1) 評価理由 

事業単位評価の44項目のうち、35項目がｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、９項目がａ

評価（年度計画を上回る）であった。 

指標単位評価の３項目のうち、１項目が年度計画を概ね実施であったのに加え、２項目が年度計画

を上回る評価であった。 

よって、当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

            

      

 

 

 

 

 

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

44 

 

 

9 

（20％）

35 

（80％）
 

 

 

       

指標単位 

評価結果 

評定 年度計画

を大幅に

上回る 

年度計画

を上回る

年度計画

を概ね実

施 

年度計画

を十分に

実施せず

年度計画

を大幅に

下回る 

評価の目安 100％超かつ

顕著な成果 
100％超 

80％以上

100％以下

60％以上

80％未満 
60％未満 

項目数 

3 
 

2 

（67％）

1 

（33％）

 

 

 

 

  

 (2)  概況 

○教育の成果、内容に関する目標を達成するための措置 

・学修者本位の教育への転換を図ること、これまでの教育内容を土台とし、学びの意思のもと興味や意

欲をもって学修できること及びこれからの流動的な社会状況に柔軟に対応できる力を身に付けること

を主なコンセプトとして、これからの時代の流れを的確に捉え、創造力を備えた人材を輩出するため

に重要となる３つのポリシー（卒業認定・学位授与の方針、教育課程編成・実施の方針、入学者受入

れ方針）を踏まえ、令和５年度以降入学者カリキュラムを検討・整備した。 

・対面及びオンライン両形態で高校及び予備校内での対面型進学相談会等に積極的に参加し、一般選抜

では前年を上回る志願者を確保し、高い志願倍率を維持している。 

また、広報プロジェクトチームと入試委員会が連携して総合パンフレットを造形学部学科再編に対応

したものに全面改訂し、英語版とともに発行した。 

20％

80％

事業単位評価

ａ ｂ

67%

33%

指標単位評価

上回る 実施
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・対面及びオンライン両形態でのオープンキャンパスの実施や受験生を対象とするオンライン説明会を

実施するなど、コロナ渦であっても実施手法を工夫することで、より多くの学生に大学を知る機会を

提供し、積極的な広報活動を行っている。その結果、5.38 倍という高い志願倍率を維持している。 

  ・「地域協創演習」では地域課題等の解決に取り組む 14 のプロジェクトを実施し、感染防止対策を徹底

したうえで、対面とオンラインを併用して昨年度より多くの学生が参加することができた。 

また、チームで考案した起業プランを産学マッチングイベント Matching HUB nagaoka のビジネスプラ

ンコンテストで発表した。 

 

○教育の実施体制に関する目標を達成するための措置 

・令和５年度の学科再編や新たなカリキュラムを踏まえ、学生が能動的に学修する演習にフレキシブル

に対応できるよう教室や什器等の環境を整備している。機能性と意匠性を考慮し開発された多様な什

器の設置は、学生が日常的に使用感を試すことや新たな使い方を模索することなど、教材としても活

用され、「キャンパスまるごとデザインの教材」というコンセプトを体現している。 

・アドビクリエイティブクラウド等を継続して無料提供し、遠隔での授業の受講や場所を問わない制作

活動で最大限活用できるよう支援している。 

プロトタイピングルームでは3Dスキャナの導入により立体造形物のデータ化が容易となり、出力表現

する工程まで一貫してできるようになったことで学生の制作の幅が広がった。また、学生スタッフが

職員と協働で管理・運営をしており、学科や学年を超えて互いに高め合える場として定着し、利用率

が昨年度の約２倍に拡大している。 

 

○学生への支援に関する目標を達成するための措置 

・コロナ渦でより複雑化した個々の悩みに寄り添うため、カウンセラー、学生支援課及び修学特別支援

室による情報共有の回数を前年度の約３倍に増やした。 

その結果、相談者個々の状況や特性、緊急性や対応時の注意点などをタイムリーに共有し、学生に最

適と思われる支援を遅滞なく提供できる体制が整備された。 

また、SOGI（性的指向・性自認）の多様性に係るガイドラインを策定し、一人ひとりが多様性を尊重

され、自分らしく安心して修学できる環境づくりに努めている。 

・高等教育の修学支援新制度に基づく授業料等減免等、各種制度の情報発信を積極的に行い、適切に制

度を活用することで、学生が安心して修学できる環境づくりに寄与した。 

 また、オープンキャンパスの補助や図書館事務など学内で学生が働く場を生み出し、学生の経済的な

支援をしながら学生が自ら大学の魅力づくりに携わることのできる仕組みづくりをしている。 

学生アイデアコンペでの受賞アイデアの実現支援は、学生の自主的な活動を促し、モチベーションア

ップにつながっている。受賞アイデア２件を実現したほか、昨年度受賞アイデア「おさがりラック」

は単発で終わらせず２年目も継続して実施し、学内で定着した取り組みになっている。 

・就職活動支援では、ポートフォリオプレゼン作成講座等の回数を前年度より増やし、支援の拡充を図

っている。 

また、ポートフォリオプレゼン会では就職内定者のプレゼンを聴くだけではなく、３年生が作成した

ポートフォリオをプレゼンし、内定者から直接指導を受ける時間を設けた。内定者から作成ポイント

やプレゼン方法を直接指導してもらうことで就職活動につながる、より実践的な学びとなるよう工夫

している。 
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また、企業デザイナーによるポートフォリオ指導では、企業の第一線で働く卒業生から直接指導を受

けることで志望する業界や企業のニーズを知ることができ、学生の就職活動、キャリアデザインの支

援となっている。 

 

○国際化に関する目標を達成するための措置 

・国際交流協定締結校との事業を再開し、ハワイ大学建築学部とのピースメモリアルワークショップや

トリアー応用科学大学への派遣を行った。 

 また、国際交流事業支援奨学金の活用や学内で留学生による母国紹介等のイベント実施、情報提供を

行うことで、学生の自主的な海外活動の推進に向けた取組を続けている。 

 

○教育の成果に関する指標 

・志願倍率については、目標値（3倍）を上回る5.38倍であった。 

・授業評価アンケートの結果、学生の授業内容満足度については、目標値（5段階評価の4）を上回る4.54

（年間平均）であった。 
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第２ 研究に関する目標 

 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 

 (1) 評価理由 

     事業単位評価の10項目のうち、６項目がｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、４項目が

ａ評価（年度計画を上回る）であった。 

     指標単位評価の４項目のうち、３項目が年度計画を上回る評価であったのに加え、１項目が年度

計画を大幅に上回る評価であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

 

       

      

      

      

      

      

 

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

10 

 

 

4 

（40％）

6 

（60％）
 

 

 

       

指標単位 

評価結果 

評定 年度計画

を大幅に

上回る 

年度計画

を上回る

年度計画

を概ね実

施 

年度計画

を十分に

実施せず

年度計画

を大幅に

下回る 

評価の目安 100％超かつ

顕著な成果 
100％超 

80％以上

100％以下

60％以上

80％未満 
60％未満 

項目数 

4 

1 

（25％） 

3 

（75％）

 

   

 

 

 

 

 

 (2)  概況 

○研究の内容及び水準に関する目標を達成するための措置 

・地域課題解決に向けた研究や事業化を支援する大学のシーズの積極的な情報発信や産学マッチングイ

ベントの出展等により、能動的な企業への働きかけを行っている。その結果、大学の教育内容や教員

の研究分野と企業とのより適切なマッチングをすすめ、今後の研究等につなげている。 

 

○研究の成果に関する目標を達成するための措置 

・一般来場者の入場も可能となった３年ぶりの卒業・修了研究展の開催に向け、在学生が卒業生から展

示ノウハウを学ぶ機会を設けた。その結果、展示の質の向上や円滑な展示作業につながり、過去10

40%
60%

事業単位評価

ａ ｂ

25%

75%

指標単位評価

大幅に上回る 上回る
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年で最多の来場者数となった。 

また、ヴァーチャル展の実施や初めて博士（後期）課程の学外展示に取り組むなど、複数の手段によ

り作品、研究成果を積極的に発信している。 

 

○研究の実施体制に関する目標を達成するための措置 

・地域課題解決に向けた研究や事業化を支援する大学のシーズの積極的な情報発信や産学マッチングイ

ベントの出展等により、能動的な企業への働きかけを行っている。その結果、大学の教育内容や教員

の研究分野と企業とのより適切なマッチングをすすめ、今後の研究等につなげている。 

また、長岡工業高等専門学校との合同授業では、専門分野の異なる学生の混成チームで「ミミズを活

用した持続可能性社会の提案と実装」をテーマに演習・発表を行った。学生それぞれの専門性を活か

しながらデザイン思考を基に SDGs への貢献やイノベーションを創出できる起業家マインドを育成し

た。 

  ・「米百俵プレイス ミライエ長岡」で子どもラボの取組の試行として「子ども未来ラボ デザイン  

思考ワークショップ」を長岡市と連携して実施した。 

 

○教育研究組織の見直しに関する目標を達成するための措置 

・令和５年度からの学科再編、新たなカリキュラムの編成について文部科学省への届出を完了するとと

もに、入学者カリキュラムの運営に向けてカリキュラム表、シラバス、モデルカリキュラムの作成等

を行なった。 

・第４アトリエ棟（仮称）等整備基本計画に基づき、令和６年秋に供用開始する新校舎の基本設計及び

実施設計を完了し、既存校舎については教室・備品を中心に段階的な整備を実施した。 

 

○研究の成果に関する指標 

・地域貢献に関する研究・プロジェクト数については、目標値（25件）を大幅に上回る43件であった。 

大学のシーズの積極的な情報発信や産学マッチングイベントの出展等による能動的な企業への働き

かけにより、大学の教育内容や教員の研究分野と企業とのより適切なマッチングをすすめたことの成

果。 

  ・大学として実施した研究成果の発表件数については、目標値（10件）を上回る 13件であった。 

・外部研究資金の申請件数については、目標値（15 件）を上回る 18 件であった。 

・外部研究資金の獲得件数については、目標値(5 件)を上回る 10 件であった。 
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第３ 地域貢献に関する目標 

 

Ａ 中期計画の進捗は順調 

 

 (1) 評価理由 

     事業単位評価の12項目のうち、８項目がｂ評価（年度計画を実施）であったのに加え、４項目が

ａ評価（年度計画を上回る）であった。 

指標単位評価では、３項目のうち、１項目が年度計画を上回る評価であったのに加え、２項目が

年度計画を大幅に上回る評価であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ａ評価（中期計画の進捗は順調）が相当である。 

 

      

      

      

 

      

       

      

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

12 

 

 

4 

（33％）

8 

（67％）
 

 

 

       

指標単位 

評価結果 

評定 年度計画

を大幅に

上回る 

年度計画

を上回る

年度計画

を概ね実

施 

年度計画

を十分に

実施せず

年度計画

を大幅に

下回る 

評価の目安 100％超かつ

顕著な成果 
100％超 

80％以上

100％以下

60％以上

80％未満 
60％未満 

項目数 

3 

2 

（67％） 

1 

（33％）

 

 

 

 

 

 

 

 (2)  概況 

○地域社会との連携に関する目標を達成するための措置 

・地域課題解決に向けた研究や事業化を支援する大学のシーズの積極的な情報発信や産学マッチングイ

ベントの出展等により、能動的な企業への働きかけを行っている。その結果、大学の教育内容や教員

の研究分野と企業とのより適切なマッチングをすすめ、今後の研究等につなげている。 

・こどもものづくり大学校では、オンラインで１講座 15 人程度の受講を計画していたものを、感染対策

を徹底したうえで、対面により１講座 20人に拡大して実施した。また、アーカイブ動画をホームペー

ジに掲載することでさらに多くの小学生に学ぶ機会を提供している。 

33％

67%

事業単位評価

ａ ｂ

33％
67％

指標単位評価

大幅に上回る 上回る
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中学生向け講座は、既存の講座を見直し、大学の幅広い教育分野を提供すること及びより中学生の興

味関心の高い内容とすることを目的に、事前ヒアリングを基に１から講座内容をつくりあげる工夫を

している。 

  ・長岡市、諸団体との連携により、幅広い世代のデザインを学ぶ機会の創出に寄与している。 

「米百俵未来塾」のデザイン思考ワークショップでは、「他者と協力をしながら解決する」という内

容が好評となり、令和５年度も同内容でのワークショップ開催が決まるなど、デザインの学びに関し

ての地域貢献を継続して実施している。 

また、産業創造連携協定を結んでいるKDDI株式会社と連携し、プログラミング言語「IchigoJam BASIC」

を使ったオリジナルゲームづくり体験プログラムを小学生に提供した。 

 

〇産業振興に関する目標を達成するための措置 

・他大学、関係団体と連携して産学マッチングイベント Matching HUB nagaoka を初めて開催し、産学マ

ッチングを促進した。能動的な企業への働きかけの結果、共同開発に関する相談が４件あるなど、今

後につながる成果をあげている。 

また、長岡市をはじめ、企業や一般の方へのデザイン思考講座を積極的に実施し、地域の人材育成に

寄与している。 

 

○若者の長岡への定着に関する目標を達成するための措置 

・長岡地域定住自立圏内高校を対象とした大学見学会を独自に企画し、対象高校を訪問し参加を呼び掛

けた。７校から生徒68人、引率教員７人の参加があり、施設見学に加えて学生及び教員との懇談の機

会を設けた結果、20人の優先枠定員に対して75人の志願者確保につながった。 

 

○地域貢献の成果に関する指標 

・地域貢献に関する研究・プロジェクト数については、目標値（25件）を大幅に上回る43件であった。 

大学のシーズの積極的な情報発信や産学マッチングイベントの出展等による能動的な企業への働き

かけにより、大学の教育内容や教員の研究分野と企業とのより適切なマッチングをすすめたことの成

果。 

・小中高生を対象とする大学主催の講座受講者数については、目標値（延べ150人）を上回る延べ171

人であった。 

・マスメディアによるパブリシティ回数については、目標値（200件）を大幅に上回る396件であった。 

 大学の魅力的な取組を積極的に発信したことの成果。 
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第４ 業務運営等に関する目標 

 

Ｂ 中期計画の進捗は概ね順調 

 

 (1) 評価理由 

    29項目のうち、26項目でｂ評価（年度計画を概ね実施）であったのに加え、３項目がａ評価（年度

計画を上回る）であった。 

当年度の実績を総合的に勘案すると、Ｂ評価（中期計画の進捗は概ね順調）が相当である。 

      

      

 

 

      

      

      

      

 

 

事業単位 

評価結果 

評定 ｓ ａ ｂ ｃ ｄ 

評価の目安 

特に優れる

若しくは顕

著な成果 

上回る 
年度計画を

実施 

下回る若し

くは実施が

不十分 

特に劣る若

しくは実施

せず 

項目数 

29 

 

 

3 

(10%) 

26 

（90％）
 

 

 

 

 (2)  概況 

    〇業務運営の改善に関する目標を達成するための措置 

  ・新たな課題への対応やワークライフバランスの確保に向けて、教員役職者を再編し、事務局編成にお

いては課係の統廃合によるスリム化を行い、業務の効率化を図った。 

  ・日時に捉われず、随時受講が可能な大学職員の育成に特化したWEB研修講座を導入するとともに、対

面の研修会等への参加の機会を増やし、状況に応じた効果的なスキルアップを図った。  

 

  〇財務内容の改善に関する目標を達成するための措置 

  ・中長期修繕計画に基づき本部棟外壁ほか改修工事（2か年計画のうち1年目）を行い、施設設備の長寿

命化を図った。 

また、施設設備の劣化状況を確認し、その結果を踏まえて令和５年度の工事内容を最終決定するとと

もに、令和6年度以降の計画の見直しと更新を行った。 

  

  〇自己点検・評価及び情報公開の推進に関する目標を達成するための措置 

  ・広報プロジェクトチームにて検討した広報計画に従い、ホームページや各種 SNS を積極的に活用し、

大学に関する情報を幅広く発信している。「NIDFocus」では教員、学生や卒業生の活躍の様子、学生

10％

90%

事業単位評価

ａ ｂ
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の作品、大学施設などの大学の魅力１つ１つに焦点をあて、写真やインタビューなども交えた伝わり

やすく効果的な発信をしている。 

結果として、ホームページアクセス数、ユーザー数ともに増加するという成果をあげている。 

 

  〇その他業務運営に関する目標を達成するための措置 

  ・令和５年度の学科再編や新たなカリキュラムを踏まえ、学生が能動的に学修する演習にフレキシブル

に対応できるよう教室や什器等の環境を整備している。機能性と意匠性を考慮し開発された多様な什

器の設置は、学生が日常的に使用感を試すことや新たな使い方を模索することなど、教材としても活

用され、「キャンパスまるごとデザインの教材」というコンセプトを体現している。   

・アドビクリエイティブクラウド等を継続して無料提供し、遠隔での授業の受講や場所を問わない制作

活動で最大限活用できるよう支援している。 

プロトタイピングルームでは 3D スキャナの導入により立体造形物のデータ化が容易となり、出力表

現する工程まで一貫してできるようになったことで学生の制作の幅が広がった。また、学生スタッフ

が職員と協働で管理・運営をしており、学科や学年を超えて互いに高め合える場として定着し、利用

率が昨年度の約２倍に拡大している。 

    ・学生相談では、対面とオンラインを併用したカウンセリングを実施し、コロナ禍において柔軟な対応

を行った。また、コロナ禍におけるインフルエンザの同時流行に備え、予防接種の費用支援及び学内

での接種の機会を設けた。 

13



自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

第
1

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

第
1

教
育

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

1
教

育
の

成
果

、
内

容
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
1

教
育

の
成

果
、

内
容

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
1
)

学
士

課
程

に
お

け
る

教
育

(
1
)

学
士

課
程

に
お

け
る

教
育

1
　

建
学

の
理

念
に

基
づ

き
、

「
造

形
・

表
現

」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
と

「
問

題
発

見
・

解
決

プ
ロ

セ
ス

」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
を

探
求

し
、

社
会

が
抱

え
る

問
題

の
本

質
を

と
ら

え
、

新
た

な
価

値
を

創
り

出
す

こ
と

の
で

き
る

創
造

的
人

材
を

養
成

す
る

た
め

の
教

育
を

行
う

。

1
　

平
成

3
0
年

度
以

降
入

学
者

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
着

実
に

運
営

す
る

。
　

ま
た

、
教

育
研

究
組

織
の

見
直

し
に

関
す

る
基

本
方

針
に

基
づ

き
策

定
し

た
、

造
形

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
（

卒
業

認
定

・
学

位
授

与
の

方
針

）
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

・
ポ

リ
シ

ー
（

教
育

課
程

編
成

・
実

施
の

方
針

）
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

（
入

学
者

受
入

れ
の

方
針

）
を

踏
ま

え
、

令
和

５
年

度
以

降
入

学
者

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
整

備
す

る
。

　
平

成
3
0
年

度
以

降
入

学
者

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
基

づ
き

授
業

科
目

を
開

講
し

た
。

前
年

度
に

引
き

続
き

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル
ス

感
染

症
（

以
下

、
「

新
型

コ
ロ

ナ
」

と
い

う
。

）
の

感
染

対
策

を
実

施
し

な
が

ら
、

対
面

と
遠

隔
に

よ
る

授
業

形
態

を
併

用
し

、
円

滑
か
つ

効
果

的
な

授
業

を
実

施
し

た
。

　
ま

た
、

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

に
関

す
る

基
本
方

針
に

基
づ

き
策

定
し

た
、

造
形

学
部

の
デ

ィ
プ

ロ
マ

・
ポ

リ
シ

ー
（
卒

業
認

定
・

学
位

授
与

の
方

針
）

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・

ポ
リ

シ
ー

（
教
育

課
程

編
成

・
実

施
の

方
針

）
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
・

ポ
リ

シ
ー

（
入
学

者
受

入
れ

の
方

針
）

を
踏

ま
え

、
令

和
５

年
度

以
降

入
学

者
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

を
検

討
・

整
備

し
た

。

b
学

修
者

本
位

の
教

育
へ

の
転

換
を

図
る

こ
と

、
こ

れ
ま

で
の

教
育

内
容

を
土

台
と

し
、

学
び

の
意

思
の

も
と

興
味

や
意

欲
を

も
っ

て
学

修
で

き
る

こ
と

及
び

こ
れ

か
ら

の
流

動
的

な
社

会
状

況
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

力
を

身
に

付
け

る
こ

と
を

主
な

コ
ン

セ
プ

ト
と

し
て

、
こ

れ
か

ら
の

時
代

の
流

れ
を

的
確

に
捉

え
、

創
造

力
を

備
え

た
人

材
を

輩
出

す
る

た
め

に
重

要
と

な
る

３
つ

の
ポ

リ
シ

ー
（

卒
業

認
定

・
学

位
授

与
の

方
針

、
教

育
課

程
編

成
・

実
施

の
方

針
、

入
学

者
受

入
れ

方
針

）
を

踏
ま

え
、

令
和

５
年

度
以

降
入

学
者

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
検

討
・

整
備

し
た

。

a

(
2
)

　
大

学
院

課
程

に
お

け
る

教
育

(
2
)

大
学

院
課

程
に

お
け

る
教

育

2
 
 
デ

ザ
イ

ン
の

対
象

領
域

の
拡

大
に

対
応

し
つ

つ
、

真
の

人
間

的
豊

か
さ

に
つ

い
て

、
理

論
と

実
用

・
実

践
の

両
面

か
ら

深
く

探
求

し
、

新
た

な
価

値
を

創
造

す
る

た
め

に
必

要
な

高
度

な
専

門
性

や
深

い
洞

察
力

、
企

画
・

調
整

力
を

養
う

た
め

の
教

育
を

行
う

。

2
　

平
成

3
0
年

度
以

降
入

学
者

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
基

づ
き

、
理

論
と

実
用

・
実

践
の

両
面

か
ら

深
く

探
求

し
、

新
た

な
価

値
を

創
造

す
る

た
め

に
必

要
と

な
る

教
育

と
研

究
指

導
を

行
う

。

　
　

創
造

力
・

統
合

力
・

問
題

解
決

力
を

身
に

付
け

、
高

い
専

門
性

と
新

た
な

価
値

を
創

造
す

る
能

力
を

修
得

さ
せ

る
た

め
、
平

成
3
0
年

度
以

降
入

学
者

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
基

づ
き

授
業

科
目

の
開

講
及

び
研

究
指

導
を

行
っ

た
。

　
ま

た
、

修
士

課
程

で
は

長
岡

市
と

本
学

の
共

同
事
業

で
あ

る
「

イ
ノ

ベ
ー

タ
ー

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

を
継

続
実

施
す

る
と
と

も
に

、
博

士
（

後
期

）
課

程
で

は
２

人
の

博
士

号
の

学
位

取
得

者
を

輩
出

し
た

。

b
b

(
3
)

入
学

者
受

入
方

針
(
3
)

入
学

者
受

入
方

針

3
ア

　
目

的
意

識
や

向
学

心
が

高
く

、
優

れ
た

資
質

を
有

す
る

多
様

な
学

生
を

受
け

入
れ

る
た

め
、

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
を

明
確

に
示

し
た

上
で

、
総

合
型

選
抜

、
学

校
推

薦
型

選
抜

、
一

般
選

抜
の

3
つ

の
種

類
の

入
学

試
験

を
実

施
す

る
こ

と
と

し
、

各
入

学
試

験
に

お
い

て
定

め
る

求
め

る
人

物
像

に
即

し
た

選
考

を
行

う
。

3
ア

　
令

和
５

年
度

か
ら

の
新

た
な

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ

ー
に

基
づ

き
、

総
合

型
選

抜
、

学
校

推
薦

型
選

抜
及

び
一

般
選

抜
ご

と
に

定
め

る
求

め
る

人
物

像
に

則
し

た
入

学
者

を
確

保
す

る
た

め
、

そ
れ

ぞ
れ

の
入

学
試

験
を

確
実

に
実

施
す

る
。

ア
　

令
和

5
年

度
か

ら
の

ア
ド

ミ
ッ

シ
ョ

ン
ポ

リ
シ
ー

に
基

づ
き

、
各

入
学

試
験

の
求

め
る

人
物

像
に

即
し

た
入

学
者

を
確

保
す

る
た

め
、

問
題

作
成

、
評

価
基

準
の

策
定

を
行

い
、

試
験

、
評

価
を
厳

格
に

実
施

し
た

。

b
b

4
イ

　
学

部
生

の
本

学
大

学
院

進
学

を
促

す
た

め
、

大
学

院
説

明
会

を
開

催
す

る
と

と
も

に
3
o
n
3
入

学
試

験
を

着
実

に
実

施
す

る
。

学
外

者
向

け
に

は
オ

ン
ラ

イ
ン

進
学

相
談

会
を

実
施

し
、

P
B
L
（

問
題

発
見

・
解

決
型

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
な

ど
の

本
学

大
学

院
の

特
色

を
ア

ピ
ー

ル
す

る
。

イ
　

大
学

院
説

明
会

を
2
回

開
催

し
、

学
外

か
ら

は
オ

ン
ラ

イ
ン

で
参

加
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

　
修

士
課

程
で

2
6
人

、
博

士
（

後
期

）
課

程
で

4
人
の

志
願

者
が

あ
り

、
入

学
者

は
修

士
課

程
で

定
員

を
上

回
る

1
6
人

、
博

士
（

後
期

）
課

程
で

2
人

を
確

保
し

た
。

　
ま

た
、

市
内

高
等

教
育

機
関

教
職

員
に

対
し

、
大
学

院
造

形
研

究
科

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
デ

ザ
イ

ン
領

域
の

周
知

を
行

っ
た
。

b
b

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

14



自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

4
イ

　
高

大
接

続
改

革
の

趣
旨

に
の

っ
と

り
、

「
知

識
・

技
能

」
、

「
思

考
力

・
判

断
力

・
表

現
力

」
、

「
主

体
性

を
持

っ
て

多
様

な
人

々
と

協
働

し
て

学
ぶ

態
度

」
の

学
力

の
3
要

素
を

評
価

す
る

入
学

試
験

を
行

う
。

ま
た

、
新

学
習

指
導

要
領

に
対

応
し

た
入

試
制

度
を

整
備

す
る

。

5
ウ

　
す

べ
て

の
入

学
試

験
に

お
い

て
「

知
識

・
技

能
」

、
「

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
」

、
「

主
体

性
を

持
っ

て
多

様
な

人
々

と
協

働
し

て
学

ぶ
態

度
」

の
学

力
の

３
要

素
を

評
価

す
る

試
験

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

令
和

７
年

度
以

降
の

新
学

習
指

導
要

領
に

対
応

し
た

入
試

制
度

を
策

定
し

、
公

表
す

る
。

ウ
　

各
入

学
試

験
の

求
め

る
人

物
像

に
沿

っ
た

形
で
「

知
識

・
技

能
」

、
「

思
考

力
・

判
断

力
・

表
現

力
」

、
「

主
体
性

を
持

っ
て

多
様

な
人

々
と

共
同

し
て

学
ぶ

態
度

」
の

学
力

の
3
要

素
を

評
価

す
る

試
験

を
実

施
し

た
。

　
ま

た
、

令
和

7
年

度
以

降
の

新
学

習
指

導
要

領
に
対

応
し

た
入

試
制

度
に

つ
い

て
、

一
般

選
抜

に
お

け
る

共
通

テ
ス

ト
利

用
科

目
を

定
め

、
公

表
し

た
。

b
b

5
ウ

　
本

学
の

教
育

内
容

へ
の

深
い

理
解

を
得

る
と

と
も

に
、

特
色

の
あ

る
教

育
環

境
を

周
知

す
る

た
め

、
受

験
生

の
立

場
に

立
っ

た
積

極
的

か
つ

多
様

な
広

報
活

動
を

展
開

す
る

。

6
エ

　
高

校
生

が
参

加
し

や
す

い
高

校
内

や
予

備
校

内
に

お
い

て
本

学
独

自
の

大
学

説
明

会
、

進
学

相
談

会
を

開
催

す
る

。
遠

隔
地

は
オ

ン
ラ

イ
ン

で
、

近
隣

に
つ

い
て

は
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

流
行

状
況

を
注

視
し

な
が

ら
対

面
で

行
う

。
　

広
報

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
と

連
携

し
、

総
合

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
造

形
学

部
の

学
科

再
編

に
対

応
し

た
も

の
に

全
面

改
訂

し
、

英
語

版
と

と
も

に
発

行
す

る
。

エ
　

高
校

及
び

予
備

校
内

で
の

対
面

型
進

学
相

談
会
等

に
積

極
的

に
参

加
し

た
。

・
本

学
独

自
の

説
明

会
：

オ
ン

ラ
イ

ン
3
回

、
対

面
で

1
1
回

開
催

し
、

合
計

2
5
0
人

超
の

参
加

・
他

大
学

と
合

同
の

高
校

内
進

学
説

明
会

：
オ

ン
ラ
イ

ン
及

び
対

面
合

計
6
1
回

参
加

し
、

合
計

4
7
9
人

が
参

加
・

会
場

型
進

学
相

談
会

（
対

面
）

：
2
5
回

で
5
3
1
人
が

参
加

　
一

般
選

抜
で

は
前

年
を

上
回

る
志

願
者

を
確

保
し
、

全
入

試
の

合
計

志
願

者
は

1
,
1
2
9
人

（
志

願
倍

率
4
.
9
倍

）
と

な
っ

た
。

　
ま

た
、

広
報

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
と

入
試

委
員
会

が
連

携
し

て
総

合
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

造
形

学
部

学
科

再
編

に
対

応
し
た

も
の

に
全

面
改

訂
し

、
英

語
版

と
と

も
に

発
行

し
た

。

b
対

面
及

び
オ

ン
ラ

イ
ン

両
形

態
で

高
校

及
び

予
備

校
内

で
の

対
面

型
進

学
相

談
会

等
に

積
極

的
に

参
加

し
、

一
般

選
抜

で
は

前
年

を
上

回
る

志
願

者
を

確
保

し
、

高
い

志
願

倍
率

を
維

持
し

て
い

る
。

ま
た

、
広

報
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

と
入

試
委

員
会

が
連

携
し

て
総

合
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

造
形

学
部

学
科

再
編

に
対

応
し

た
も

の
に

全
面

改
訂

し
、

英
語

版
と

と
も

に
発

行
し

た
。

a

7
オ

　
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

流
行

状
況

に
応

じ
て

W
E
B
又

は
対

面
で

の
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
開

催
す

る
。

　
高

校
生

が
必

要
と

す
る

情
報

を
提

供
す

る
た

め
、

オ
ン

ラ
イ

ン
大

学
説

明
会

を
随

時
開

催
す

る
。

オ
　

対
面

で
の

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
を

7
月

3
0
日
、

3
1
日

の
2
日

間
開

催
し

た
。

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
予

防
の

た
め

定
員

制
と
し

、
定

員
を

満
た

す
1
,
6
0
0
人

の
参

加
が

あ
っ

た
。

　
く

わ
え

て
、

対
面

型
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

に
参
加

で
き

な
か

っ
た

高
校

生
に

配
慮

し
、

8
月

2
8
日

に
オ

ン
ラ

イ
ン

オ
ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
実

施
し

、
約

2
3
0
人

が
参

加
し

た
。

両
形

態
の

オ
ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

を
実

施
す

る
こ

と
の

メ
リ

ッ
ト

が
確

認
で

き
、

次
年

度
以

降
の

実
施

手
法

と
効

果
の

検
討

に
つ

な
が

っ
た

。
　

ま
た

、
受

験
生

対
象

の
オ

ン
ラ

イ
ン

説
明

会
を

6回
開

催
し

、
6
9
2
人

が
参

加
し

た
。

a
対

面
及

び
オ

ン
ラ

イ
ン

両
形

態
で

の
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

の
実

施
や

受
験

生
を

対
象

と
す

る
オ

ン
ラ

イ
ン

説
明

会
を

実
施

す
る

な
ど

、
コ

ロ
ナ

渦
で

あ
っ

て
も

実
施

手
法

を
工

夫
す

る
こ

と
で

、
よ

り
多

く
の

学
生

に
大

学
を

知
る

機
会

を
提

供
し

、
積

極
的

な
広

報
活

動
を

行
っ

て
い

る
。

そ
の

結
果

、
5
.
3
8
倍

と
い

う
高

い
志

願
倍

率
を

維
持

し
て

い
る

。

a

8
カ

　
本

学
に

対
す

る
理

解
を

深
め

て
も

ら
う

た
め

、
高

校
教

員
等

を
対

象
と

す
る

大
学

説
明

会
を

開
催

す
る

。

カ
　

全
国

の
高

校
、

予
備

校
教

員
を

対
象

と
し

た
大
学

説
明

会
を

オ
ン

ラ
イ

ン
で

6
回

開
催

し
、

2
0
5
人

の
参

加
が

あ
っ

た
。

　
あ

わ
せ

て
、

県
内

外
の

高
校

9
4
校

に
1
1
5
回

、
予
備

校
2
6
校

に
3
0
回

の
訪

問
を

実
施

し
、

高
校

教
員

等
の

本
学

に
対

す
る

理
解

を
深

め
た

。

b
b

(
4
)

教
育

課
程

(
4
)

教
育

課
程

ア
　

学
士

課
程

ア
　

学
士

課
程

6
（

ア
）

現
行

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
ポ

リ
シ

ー
及

び
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

検
証

し
、

科
学

技
術

の
進

歩
や

社
会

の
ニ

ー
ズ

の
変

化
へ

の
対

応
と

学
生

の
自

主
的

、
自

律
的

な
学

修
、

研
究

、
創

作
活

動
の

活
性

化
を

目
指

し
た

見
直

し
・

改
編

を
行

う
。

9
（

ア
）

令
和

５
年

度
よ

り
造

形
学

部
を

４
学

科
か

ら
「

デ
ザ

イ
ン

学
科

」
「

美
術

・
工

芸
学

科
」

「
建

築
・

環
境

デ
ザ

イ
ン

学
科

」
で

構
成

す
る

３
学

科
に

再
編

す
る

に
あ

た
り

、
令

和
５

年
度

以
降

入
学

者
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

整
備

す
る

。

（
ア

）
令

和
５

年
度

か
ら

の
造

形
学

部
の

３
学

科
再
編

、
新

た
に

策
定

し
た

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
・
ポ

リ
シ

ー
及

び
ア

ド
ミ

ッ
シ

ョ
ン

・
ポ

リ
シ

ー
、

そ
れ

に
基

づ
く

新
た
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
つ

い
て

、
４

月
か

ら
の

稼
働

に
向

け
て

授
業

計
画
、

担
当

教
員

及
び

運
営

方
法

な
ど

を
検

討
し

、
整

備
し

た
。

b
b
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自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

7
（

イ
）

「
造

形
・

表
現

」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
と

「
問

題
発

見
・

解
決

プ
ロ

セ
ス

」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
を

体
系

的
に

学
修

す
る

た
め

、
学

部
共

通
の

基
盤

教
育

と
各

学
科

の
専

門
教

育
の

そ
れ

ぞ
れ

に
お

い
て

適
切

な
科

目
構

成
と

授
業

計
画

を
整

備
す

る
。

1
0

（
イ

）
「

造
形

・
表

現
」

と
し

て
の

デ
ザ

イ
ン

と
「

問
題

発
見

・
解

決
プ

ロ
セ

ス
」

と
し

て
の

デ
ザ

イ
ン

の
学

修
に

向
け

て
、

導
入

教
育

の
両

輪
と

し
て

「
基

礎
造

形
実

習
」

、
「

基
礎

ゼ
ミ

」
を

開
講

す
る

。

（
イ

）
「

造
形

・
表

現
」

と
し

て
の

デ
ザ

イ
ン

と
「
問

題
発

見
・

解
決

プ
ロ

セ
ス

」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
の

学
修

に
お

け
る
初

年
次

基
礎

学
修

と
し

て
「

基
礎

造
形

実
習

」
及

び
「

基
礎

ゼ
ミ

」
を
実

施
し

た
。

　
ま

た
、

令
和

５
年

度
以

降
入

学
者

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム
で

は
、

新
た

に
開

講
す

る
「

基
礎

造
形

演
習

」
、

「
発

想
・

着
想

概
論
」

、
「

発
想

・
着

想
演

習
」

及
び

各
学

科
の

基
礎

演
習

に
つ

い
て

検
討
し

、
実

施
準

備
を

行
っ

た
。

b
b

1
1

（
ウ

）
対

面
、

遠
隔

又
は

そ
の

併
用

の
授

業
形

態
を

活
用

し
、

地
域

社
会

、
地

域
の

企
業

と
連

携
し

た
「

地
域

協
創

演
習

」
、

「
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
」

及
び

「
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
」

を
選

択
必

修
科

目
と

し
て

開
講

す
る

。

b
「

地
域

協
創

演
習

」
で

は
地

域
課

題
等

の
解

決
に

取
り

組
む

1
4
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
実

施
し

、
感

染
防

止
対

策
を

徹
底

し
た

う
え

で
、

対
面

と
オ

ン
ラ

イ
ン

を
併

用
し

て
昨

年
度

よ
り

多
く

の
学

生
が

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、

チ
ー

ム
で

考
案

し
た

起
業

プ
ラ

ン
を

産
学

マ
ッ

チ
ン

グ
イ

ベ
ン

ト
M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B

n
a
g
a
o
k
a
の

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

で
発

表
し

た
。

a
（

ウ
）

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
防

止
対

策
を

図
り

な
が

ら
対

面
と

遠
隔

を
併

用
し

、
地

域
の

企
業

等
と

の
連

携
授

業
を

実
施

し
、
全

体
で

3
8
0
人

を
超

え
る

多
く

の
学

生
が

取
り

組
ん

だ
。

　
「

地
域

協
創

演
習

」
で

は
1
4
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
延

べ
1
6
9
人

が
受

講
し

た
。

　
「

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

実
習

」
で

は
、

大
学

を
通

し
て
実

施
す

る
公

募
型

の
2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
延

べ
5
4
人

が
受

講
し

、
学

生
が
直

接
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

参
加

す
る

自
主

活
動

型
で

は
9
5
人

が
参

加
し

た
。

　
「

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

」
で

は
、

公
募

型
で

1
0
企
業

延
べ

2
5
人

、
自

主
活

動
型

で
は

4
0
人

が
単

位
を

修
得

し
た

。
　

実
施

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
は

以
下

の
と

お
り

。
【

地
域

協
創

演
習

】
①

日
常

用
品

の
デ

ザ
イ

ン
提

案
（

家
庭

内
で

の
情

報
可

視
化

の
試

み
）

②
カ

カ
シ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

③
コ

ス
モ

ス
の

ラ
ビ

リ
ン

ス
④

ニ
ョ

ロ
ニ

ョ
ロ

の
知

ら
な

い
世

界
（

長
岡

高
専

と
の

コ
ラ

ボ
企

画
）

⑤
地

域
お

こ
し

協
力

隊
の

準
隊

員
に

な
ろ

う
！

⑥
文

具
館

長
岡

店
N
I
D
売

場
構

築
⑦

F
M
 
N
A
G
A
O
K
A
 
メ

デ
ィ

ア
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
⑧

U
p
c
y
c
l
e
 
p
r
o
j
e
c
t
 
「

T
h
e
 
ニ

ュ
ー

」
⑨

ヨ
イ

タ
タ

ン
サ

ケ
イ

カ
ク

n
e
x
t

⑩
W
E
 
L
O
V
E
 
錦

鯉
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
⑪

越
後

み
し

ま
竹

あ
か

り
街

道
2
0
2
2

⑫
い

い
こ

と
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

「
か

い
し

ゃ
」

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

4
大

学
1
高

専
コ

ラ
ボ

企
画

）
⑬

地
域

の
「

宝
」

や
歴

史
・

文
化

等
の

地
域

資
源

活
用

⑭
S
F
プ

ロ
ト

タ
イ

ピ
ン

グ
の

実
践

～
2
0
X
X
年

の
映

像
作

家
の

と
あ

る
一

日
～

【
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

習
（

公
募

型
）

】
①

M
a
k
e
 
A
 
W
i
s
h
 
3
0
周

年
記

念
事

業
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
②

フ
ェ

ニ
ッ

ク
ス

花
火

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

【
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
（

公
募

型
）

】
青

芳
、

ア
ド

ブ
レ

ー
ン

、
I
K
A
S
A
S
 
D
E
S
I
G
N
、

新
潟
日

報
社

、
デ

ジ
タ

ル
・

ア
ド

・
サ

ー
ビ

ス
テ

レ
ビ

朝
日

ク
リ

エ
イ

ト
、
福

田
組

、
富

士
印

刷
、

フ
ラ

ー
、

本
間

組
【

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

（
自

主
活

動
型

）
】

遠
藤

建
築

ア
ト

リ
エ

、
カ

リ
モ

ク
家

具
、

小
林

設
計
、

サ
イ

ゾ
ー

、
サ

イ
バ

ー
エ

ー
ジ

ェ
ン

ト
、

ゼ
ビ

オ
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ
ス

、
つ

ば
さ

レ
コ

ー
ズ

、
新

潟
県

土
木

部
、

新
潟

地
域

振
興

局
　

ほ
か
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自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

イ
　

大
学

院
課

程
イ

　
大

学
院

課
程

8
（

ア
）

現
行

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
検

証
し

、
科

学
技

術
の

進
歩

や
社

会
の

ニ
ー

ズ
の

変
化

を
踏

ま
え

た
必

要
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
見

直
し

を
行

う
。

1
2

（
ア

）
平

成
3
0
年

度
以

降
入

学
者

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

を
着

実
に

運
用

す
る

と
と

も
に

、
令

和
３

年
度

の
検

証
結

果
を

踏
ま

え
、

学
部

と
の

接
続

を
考

慮
し

た
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

改
編

に
向

け
引

き
続

き
検

討
を

行
う

。

（
ア

）
平

成
3
0
年

度
以

降
入

学
者

を
対

象
と

す
る

領
域

編
成

及
び

大
学

院
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
に

基
づ

き
授

業
科

目
を

開
講

し
た
。

　
ま

た
、

大
学

院
・

学
部

の
専

任
教

員
が

両
課

程
を
兼

担
す

る
こ

と
に

よ
り

教
育

研
究

の
ス

ム
ー

ズ
な

接
続

を
図

る
と

と
も
に

、
令

和
５

年
度

の
学

部
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
完

成
年

度
で

あ
る

令
和

９
年
度

の
改

編
を

視
野

に
現

行
大

学
院

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
見

直
し

を
継

続
実
施

し
た

。

b
b

9
（

イ
）

高
度

な
専

門
性

の
追

求
や

、
「

造
形

・
表

現
」

と
し

て
の

デ
ザ

イ
ン

と
「

問
題

発
見

・
解

決
プ

ロ
セ

ス
」

と
し

て
の

デ
ザ

イ
ン

の
統

合
深

化
に

向
け

た
適

切
な

科
目

構
成

と
授

業
計

画
を

整
備

す
る

。

1
3

（
イ

）
創

造
力

・
統

合
力

・
問

題
解

決
力

を
身

に
付

け
、

高
い

専
門

性
と

新
た

な
価

値
を

創
造

す
る

能
力

を
備

え
た

人
材

を
育

成
す

る
た

め
、

修
士

課
程

で
基

礎
理

論
及

び
専

門
基

礎
能

力
を

学
修

す
る

「
基

礎
科

目
群

」
、

「
専

門
科

目
群

」
の

各
科

目
を

開
講

す
る

と
と

も
に

、
各

領
域

の
特

性
に

応
じ

て
専

門
性

を
深

め
る

「
領

域
科

目
群

」
の

研
究

科
目

を
開

講
す

る
。

 
 
ま

た
、

地
域

課
題

等
に

実
践

的
・

応
用

的
に

取
り

組
む

修
士

課
程

「
地

域
特

別
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
」

、
博

士
（

後
期

）
課

程
「

特
別

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

演
習

」
を

開
講

す
る

。

（
イ

）
修

士
課

程
科

目
と

し
て

、
「

基
礎

科
目

群
」
、

「
専

門
科

目
群

」
「

領
域

科
目

群
」

を
開

講
し

た
。

　
ま

た
、

地
域

課
題

等
に

実
践

的
・

応
用

的
に

取
り
組

む
修

士
課

程
「

地
域

特
別

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

」
、

博
士

（
後

期
）

課
程

「
特

別
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
研

究
演

習
」

を
開

講
し

た
。

　
く

わ
え

て
、

効
果

的
に

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

し
、
対

面
と

組
み

合
わ

せ
授

業
実

施
や

研
究

発
表

を
行

っ
た

。

b
b

(
5
)

教
育

方
法

(
5
)

教
育

方
法

1
0

ア
　

学
生

の
個

性
と

創
造

性
を

尊
重

し
、

自
主

的
、

自
律

的
な

自
己

学
修

力
を

高
め

る
こ

と
を

目
指

し
て

、
教

員
と

学
生

の
豊

か
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

図
り

な
が

ら
、

少
人

数
教

育
を

行
う

。

1
4

ア
　

教
員

と
学

生
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
重

視
す

る
少

人
数

教
育

と
し

て
実

習
、

演
習

、
ゼ

ミ
を

実
施

す
る

。

ア
　

学
年

進
行

に
よ

る
専

門
性

の
深

化
と

連
動

し
、
教

員
と

学
生

の
効

果
的

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
重

視
す

る
少

人
数
教

育
と

し
て

、
実

習
、

演
習

及
び

ゼ
ミ

を
開

講
し

た
。

　
特

に
、

学
生

を
グ

ル
ー

プ
分

け
し

、
複

数
の

課
題
を

交
互

に
取

組
む

こ
と

に
よ

り
、

教
員

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取
り

な
が

ら
学

生
の

個
性

と
創

造
性

を
引

き
出

す
少

人
数

教
育

の
効

果
的
な

授
業

運
営

が
で

き
た

。

b
b

1
1

イ
　

学
生

の
広

い
視

野
を

育
み

、
教

育
効

果
を

高
め

る
た

め
、

関
連

す
る

授
業

科
目

間
の

連
携

を
強

化
し

た
複

合
的

な
教

育
を

行
う

。

1
5

イ
　

関
連

す
る

授
業

間
の

連
携

強
化

に
よ

っ
て

、
効

果
的

か
つ

複
合

的
な

授
業

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

対
面

、
遠

隔
又

は
そ

の
併

用
の

授
業

形
態

を
有

効
的

に
活

用
す

る
。

イ
　

複
数

領
域

を
学

修
す

る
各

学
科

「
コ

ー
ス

別
演
習

」
、

学
修

と
研

究
の

接
続

を
図

る
「

ゼ
ミ

Ⅰ
・

Ⅱ
」

、
広

い
視

野
と
自

主
性

に
基

づ
き

研
究

に
取

り
組

む
「

卒
業

研
究

」
を

開
講

し
、

そ
れ
ぞ

れ
の

体
系

的
な

連
携

を
図

っ
た

。
　

ま
た

、
対

面
を

主
体

と
し

な
が

ら
録

画
や

画
面

共
有

な
ど

授
業

内
で

オ
ン

ラ
イ

ン
を

活
用

し
、

効
果

的
な

授
業

運
営

を
行
な

っ
た

。
　

く
わ

え
て

、
雪

害
等

の
対

応
と

し
て

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

授
業

を
実

施
す

る
こ

と
で

、
学

生
へ

の
教

育
を

継
続

す
る

こ
と
が

で
き

た
。

b
b
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自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

1
2

ウ
　

地
域

の
企

業
、

高
等

教
育

機
関

、
自

治
体

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
等

と
連

携
し

、
地

域
の

様
々

な
課

題
に

取
り

組
む

実
践

的
な

教
育

を
行

う
。

1
6

ウ
　

地
域

社
会

、
地

域
の

企
業

、
高

等
教

育
機

関
、

自
治

体
等

と
連

携
す

る
「

地
域

協
創

演
習

」
を

は
じ

め
と

し
た

演
習

、
実

習
を

開
講

す
る

。

b
b

1
3

エ
　

社
会

の
要

請
に

対
応

し
て

、
起

業
家

マ
イ

ン
ド

や
国

際
感

覚
を

醸
成

す
る

教
育

を
行

う
。

1
7

エ
　

起
業

家
マ

イ
ン

ド
を

醸
成

す
る

教
育

と
し

て
、

起
業

の
全

体
像

の
理

解
や

実
践

的
手

法
を

学
修

す
る

学
部

「
社

会
起

業
」

、
大

学
院

修
士

課
程

「
起

業
演

習
」

を
開

講
す

る
。

エ
　

起
業

の
概

要
と

手
続

き
等

を
学

修
す

る
学

部
科
目

「
社

会
起

業
」

及
び

起
業

計
画

を
立

案
す

る
修

士
課

程
科

目
「

起
業
演

習
」

を
開

講
し

た
。

　
ま

た
、

「
地

域
協

創
演

習
」

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に
お

い
て

チ
ー

ム
で

考
案

し
た

起
業

プ
ラ

ン
を

M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
 
N
a
g
a
o
ka
の

ビ
ジ

ネ
ス

プ
ラ

ン
コ

ン
テ

ス
ト

で
発

表
し

た
。

b
b

ウ
　

「
地

域
協

創
演

習
」

で
は

地
域

課
題

等
に

つ
い
て

1
4
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
組

み
立

て
、

全
体

で
3
8
0
人

を
超

え
る

多
く
の

学
生

が
取

り
組

ん
だ

。
　

ま
た

、
地

域
協

創
演

習
以

外
の

演
習

科
目

に
お

い
て

も
、

企
業

や
高

等
教

育
機

関
と

の
連

携
に

よ
り

課
題

設
定

の
も

と
授
業

を
実

施
し

た
。

　
実

施
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

は
以

下
の

と
お

り
。

【
地

域
協

創
演

習
】

①
日

常
用

品
の

デ
ザ

イ
ン

提
案

（
家

庭
内

で
の

情
報
可

視
化

の
試

み
）

②
カ

カ
シ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

③
コ

ス
モ

ス
の

ラ
ビ

リ
ン

ス
④

ニ
ョ

ロ
ニ

ョ
ロ

の
知

ら
な

い
世

界
（

長
岡

高
専

と
の

コ
ラ

ボ
企

画
）

⑤
地

域
お

こ
し

協
力

隊
の

準
隊

員
に

な
ろ

う
！

⑥
文

具
館

長
岡

店
N
I
D
売

場
構

築
⑦

F
M
 
N
A
G
A
O
K
A
 
メ

デ
ィ

ア
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
⑧

U
p
c
y
c
l
e
 
p
r
o
j
e
c
t
 
「

T
h
e
 
ニ

ュ
ー

」
⑨

ヨ
イ

タ
タ

ン
サ

ケ
イ

カ
ク

n
e
x
t

⑩
W
E
 
L
O
V
E
 
錦

鯉
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
⑪

越
後

み
し

ま
竹

あ
か

り
街

道
2
0
2
2

⑫
い

い
こ

と
を

デ
ザ

イ
ン

す
る

「
か

い
し

ゃ
」

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
（

4
大

学
1
高

専
コ

ラ
ボ

企
画

）
⑬

地
域

の
「

宝
」

や
歴

史
・

文
化

等
の

地
域

資
源

活
用

⑭
S
F
プ

ロ
ト

タ
イ

ピ
ン

グ
の

実
践

～
2
0
X
X
年

の
映

像
作

家
の

と
あ

る
一

日
～

【
そ

の
他

の
演

習
科

目
】

・
学

部
 
視

覚
デ

ザ
イ

ン
学

科
「

ゼ
ミ

Ⅰ
」

に
て

、
お

酒
の

ラ
ベ

ル
等

の
デ

ザ
イ

ン
を

市
内

酒
造

会
社

と
連

携
・

学
部

 
視

覚
デ

ザ
イ

ン
学

科
「

ゼ
ミ

Ⅱ
」

に
て

、
日

用
品

パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

リ
デ

ザ
イ

ン
を

市
内

小
売

店
と

連
携

・
学

部
 
プ

ロ
ダ

ク
ト

デ
ザ

イ
ン

学
科

「
プ

ロ
ダ

ク
ト

デ
ザ

イ
ン

演
習

Ⅰ
」

に
て

、
子

ど
も

の
生

活
を

豊
か

に
す

る
プ

ロ
ダ
ク

ト
を

テ
ー

マ
に

市
内

小
学

校
と

連
携

・
学

部
 
プ

ロ
ダ

ク
ト

デ
ザ

イ
ン

学
科

、
美

術
・

工
芸

学
科

「
生

産
技

術
論

」
に

て
、

市
内

企
業

へ
の

学
外

見
学

を
実

施
・

学
部

 
建

築
・

環
境

デ
ザ

イ
ン

学
科

「
建

築
・

環
境

デ
ザ

イ
ン

演
習

Ⅱ
」

に
て

、
N
a
D
e
C
B
A
S
E
を

拠
点

に
市

内
中

心
市

街
地

に
て

フ
ィ

ー
ル

ド
活

動
を

実
施

・
大

学
院

「
構

想
発

想
手

法
論

」
に

て
、

長
岡

市
職
員

を
交

え
デ

ザ
イ

ン
思

考
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施
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自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

1
8

オ
　

国
際

感
覚

の
醸

成
や

デ
ザ

イ
ン

の
最

新
の

動
向

を
学

修
す

る
た

め
、

国
内

外
に

お
い

て
第

一
線

で
活

躍
す

る
講

師
を

招
聘

す
る

「
特

別
講

義
」

を
開

講
す

る
。

オ
　

各
学

科
と

も
、

国
内

外
に

お
い

て
第

一
線

で
活
躍

し
て

い
る

４
人

の
外

部
講

師
を

招
き

、
前

期
８

授
業

、
後

期
８

授
業
、

計
1
6
授

業
の

特
別

講
義

を
開

講
し

た
。

 
 
ま

た
、

１
年

生
の

授
業

に
て

客
員

教
授

が
講

義
を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

一
般

市
民

に
向

け
て

公
開

し
た

。

b
b

1
4

オ
　

N
a
D
e
C
構

想
に

基
づ

き
、

市
内

高
等

教
育

機
関

の
間

で
そ

れ
ぞ

れ
の

専
門

性
を

生
か

し
た

授
業

連
携

を
行

う
。

1
9

カ
　

N
a
D
e
C
構

想
に

基
づ

き
、

市
内

高
等

教
育

機
関

の
間

の
単

位
互

換
制

度
の

有
効

活
用

に
向

け
て

、
学

生
に

当
該

制
度

の
内

容
を

適
切

に
周

知
す

る
。

　
ま

た
、

「
地

域
協

創
演

習
」

の
他

大
学

等
と

の
共

同
実

施
を

推
進

す
る

。

カ
　

N
a
D
e
c
授

業
連

携
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

に
お
け

る
各

校
と

の
連

携
に

よ
り

、
令

和
５

年
度

か
ら

本
学

で
開

講
し

、
４

大
学

１
高

専
の

単
位

互
換

科
目

と
し

て
位

置
付

け
る

「
長

岡
学

」
の

授
業
計

画
、

講
師

選
定

及
び

授
業

準
備

を
行

っ
た

。
 
ま

た
、

長
岡

工
業

高
等

専
門

学
校

の
ア

ン
ト

レ
プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
(
起

業
家

）
演

習
と

の
合

同
授

業
を

「
地

域
協

創
演

習
」
に

て
実

施
し

、
異

な
る

分
野

の
学

生
が

デ
ザ

イ
ン

思
考

を
も

と
に

混
成
チ

ー
ム

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

取
り

組
み

、
成

果
を

発
表

し
た

。

b
b

(
6
)

成
績

評
価

(
6
)

成
績

評
価

1
5

　
各

授
業

科
目

に
つ

い
て

達
成

目
標

、
授

業
計

画
、

成
績

評
価

基
準

等
を

シ
ラ

バ
ス

に
明

示
の

上
、

厳
正

な
成

績
評

価
を

行
う

と
と

も
に

、
学

位
授

与
基

準
に

基
づ

き
厳

格
に

学
位

授
与

を
行

う
。

2
0

　
各

授
業

科
目

に
つ

い
て

シ
ラ

バ
ス

を
作

成
し

、
授

業
計

画
、

達
成

目
標

、
成

績
評

価
基

準
等

を
学

生
に

明
示

す
る

。
　

ま
た

、
厳

正
な

成
績

評
価

に
基

づ
き

学
位

授
与

を
行

う
。

　
各

科
目

に
て

担
当

教
員

が
シ

ラ
バ

ス
の

見
直

し
を
行

い
、

そ
れ

を
学

生
に

明
示

し
た

上
で

、
厳

正
な

成
績

評
価

を
実

施
す
る

と
と

も
に

、
学

位
を

授
与

し
た

。
　

さ
ら

に
次

年
度

に
向

け
て

デ
ィ

プ
ロ

マ
・

ポ
リ

シ
ー

の
達

成
を

意
識

し
、

卒
業

研
究

、
特

別
研

究
の

成
績

評
価

基
準

の
見
直

し
を

全
学

的
に

行
っ

た
。

b
b

2
教

育
の

実
施

体
制

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

2
教

育
の

実
施

体
制

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
1
)

教
員

の
適

切
な

配
置

と
教

育
力

の
向

上
(
1
)

教
員

の
適

切
な

配
置

と
教

育
力

の
向

上

1
6

ア
　

教
育

研
究

体
制

の
充

実
と

き
め

細
や

か
な

指
導

体
制

を
実

現
し

、
教

育
研

究
力

の
向

上
を

図
る

た
め

、
学

部
、

大
学

院
を

通
じ

た
全

学
的

な
見

地
か

ら
、

専
門

性
を

生
か

し
つ

つ
、

均
衡

に
も

配
慮

し
、

適
切

な
教

員
の

配
置

を
行

う
。

2
1

ア
 
教

育
研

究
体

制
の

充
実

と
き

め
細

や
か

な
指

導
体

制
を

実
現

す
る

た
め

、
教

員
の

適
切

な
配

置
と

計
画

的
な

採
用

を
行

う
。

ア
 
令

和
５

年
度

の
学

科
再

編
に

対
応

す
る

た
め

、
令

和
５

年
４

月
１

日
付

け
で

退
職

者
補

充
を

含
む

3
人

の
専

任
教

員
の

採
用

を
決

定
し

た
。

　
ま

た
、

新
た

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

実
施

に
よ

り
、
数

年
間

に
渡

る
退

職
者

を
見

据
え

た
採

用
計

画
を

作
成

し
、

令
和

６
年
度

採
用

で
５

人
の

募
集

を
行

う
こ

と
を

決
定

し
た

。

b
b

1
7

イ
　

専
任

教
員

、
非

常
勤

講
師

の
採

用
に

当
た

り
、

各
分

野
の

最
前

線
で

活
躍

す
る

人
材

の
積

極
的

な
登

用
を

図
る

。

2
2

イ
　

学
部

共
通

専
門

科
目

、
各

学
科

専
門

科
目

、
大

学
院

科
目

等
に

お
い

て
、

各
分

野
の

最
前

線
で

活
躍

す
る

人
材

を
採

用
す

る
。

イ
　

現
役

デ
ザ

イ
ナ

ー
・

ア
ー

ト
デ

ィ
レ

ク
タ

ー
、
作

家
、

建
築

家
等

、
多

方
面

で
活

躍
中

の
1
8
5
人

を
非

常
勤

講
師

と
し

て
採

用
し

た
。

b
b

1
8

ウ
　

優
れ

た
教

育
方

法
を

共
有

化
し

、
教

育
水

準
の

向
上

を
図

る
た

め
、

フ
ァ

カ
ル

テ
ィ

・
デ

ィ
ベ

ロ
ッ

プ
メ

ン
ト

活
動

を
推

進
す

る
。

2
3

ウ
　

教
育

方
法

の
共

有
や

教
育

水
準

の
向

上
を

目
的

と
し

、
フ

ァ
カ

ル
テ

ィ
・

デ
ィ

ベ
ロ

ッ
プ

メ
ン

ト
研

修
会

を
実

施
す

る
。

ウ
　

大
学

院
の

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
関

す
る

教
員

研
修
を

１
回

、
障

が
い

学
生

支
援

に
関

す
る

研
修

を
１

回
、

教
務

事
務

基
幹
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
研

修
を

１
回

、
就

職
進

路
に

関
す

る
研

修
を

２
回
、

学
生

ト
レ

ン
ド

に
関

す
る

研
修

を
１

回
、

学
生

支
援

に
関

す
る

研
修
を

1
回

、
認

証
評

価
に

関
す

る
研

修
を

１
回

の
計

８
回

実
施

し
た

。

b
b
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自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

(
2
)

教
育

環
境

の
整

備
（

2
）

教
育

環
境

の
整

備

1
9

ア
　

「
キ

ャ
ン

パ
ス

ま
る

ご
と

デ
ザ

イ
ン

の
教

材
」

と
い

う
コ

ン
セ

プ
ト

の
下

、
費

用
対

効
果

や
既

存
の

施
設

設
備

の
有

効
活

用
に

留
意

し
つ

つ
、

時
代

の
性

能
水

準
等

に
即

し
、

教
育

効
果

の
高

い
施

設
設

備
の

整
備

を
行

う
。

2
4

      
ア

　
令

和
５

年
度

の
学

科
再

編
を

踏
ま

え
、

必
要

と
な

る
設

備
、

機
器

に
つ

い
て

、
時

代
の

潮
流

及
び

デ
ザ

イ
ン

を
考

慮
し

整
備

す
る

。

ア
　

令
和

５
年

度
の

学
科

再
編

や
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
再
編

を
踏

ま
え

、
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
と

の
連

動
を

考
慮

し
、

機
能

性
と

意
匠
性

を
兼

ね
備

え
た

教
室

・
ア

ト
リ

エ
空

間
を

整
備

し
た

。
　

ま
た

、
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
に

実
施

で
き

る
デ

ザ
イ

ン
思

考
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

適
し

た
机

・
椅

子
の

入
替

、
多

目
的

に
使

用
で

き
る

中
規

模
人

数
を

収
容

す
る

演
習

室
へ

の
改

修
、

操
作

卓
の
機

能
を

兼
ね

備
え

た
教

卓
の

整
備

な
ど

を
行

い
、

学
生

が
日

常
的

に
触
れ

る
什

器
に

お
い

て
も

優
れ

た
デ

ザ
イ

ン
の

も
の

を
取

り
入

れ
た

。

a
令

和
５

年
度

の
学

科
再

編
や

新
た

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

踏
ま

え
、

学
生

が
能

動
的

に
学

修
す

る
演

習
に

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

に
対

応
で

き
る

よ
う

教
室

や
什

器
等

の
環

境
を

整
備

し
て

い
る

。
機

能
性

と
意

匠
性

を
考

慮
し

開
発

さ
れ

た
多

様
な

什
器

の
設

置
は

、
学

生
が

日
常

的
に

使
用

感
を

試
す

こ
と

や
新

た
な

使
い

方
を

模
索

す
る

こ
と

な
ど

、
教

材
と

し
て

も
活

用
さ

れ
、

「
キ

ャ
ン

パ
ス

ま
る

ご
と

デ
ザ

イ
ン

の
教

材
」

と
い

う
コ

ン
セ

プ
ト

を
体

現
し

て
い

る
。

a

2
0

イ
　

工
房

、
ア

ト
リ

エ
、

ス
タ

ジ
オ

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
室

、
プ

ロ
ト

タ
イ

ピ
ン

グ
ル

ー
ム

、
教

員
・

学
生

・
卒

業
生

作
品

の
展

示
ス

ペ
ー

ス
等

の
施

設
設

備
、

パ
ソ

コ
ン

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
な

ど
の

維
持

管
理

・
更

新
・

整
備

を
適

切
に

行
う

。

2
5

イ
　

ア
ド

ビ
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ク
ラ

ウ
ド

等
の

教
育

、
研

究
に

必
要

と
な

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

学
生

に
提

供
す

る
。

 
 
ま

た
、

工
房

、
ア

ト
リ

エ
、

プ
ロ

ト
タ

イ
ピ

ン
グ

ル
ー

ム
等

の
施

設
設

備
の

適
切

な
維

持
更

新
を

行
う

。

イ
　

学
生

の
大

学
内

外
で

の
授

業
の

受
講

や
制

作
活
動

を
支

援
す

る
た

め
、

ア
ド

ビ
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ク
ラ

ウ
ド

、
Z
o
o
m
、
3
D
C
G
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
等

を
継

続
し

て
無

料
で

提
供

し
た

。
　

ま
た

、
教

室
や

ア
ト

リ
エ

等
で

対
面

と
遠

隔
を

組
み

合
わ

せ
た

授
業

や
発

表
に

対
応

す
る

た
め

、
主

要
教

室
へ

の
大

型
モ
ニ

タ
の

配
置

を
進

め
た

。
　

さ
ら

に
、

学
生

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
「

パ
レ

ッ
ト

」
の

機
能

性
・

利
便

性
の

向
上

を
図

る
べ

く
教

務
事

務
基

幹
シ

ス
テ

ム
を
更

新
し

た
。

　
く

わ
え

て
、

プ
ロ

ト
タ

イ
ピ

ン
グ

ル
ー

ム
で

は
さ
ら

に
多

様
な

制
作

に
対

応
す

べ
く

ス
キ

ャ
ン

範
囲

の
広

い
3
D
ス

キ
ャ

ナ
を

導
入

す
る

と
と

も
に

、
多

学
年

・
学

科
で

構
成

す
る

学
生

ス
タ

ッ
フ
を

配
置

し
、

学
生

に
よ

る
自

立
的

な
機

材
や

工
房

の
管

理
・

運
営

の
実
施

及
び

他
学

生
の

制
作

サ
ポ

ー
ト

等
を

行
っ

た
結

果
、

利
用

が
拡

大
し
た

。

a
ア

ド
ビ

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
ク

ラ
ウ

ド
等

を
継

続
し

て
無

料
提

供
し

、
遠

隔
で

の
授

業
の

受
講

や
場

所
を

問
わ

な
い

制
作

活
動

で
最

大
限

活
用

で
き

る
よ

う
支

援
し

て
い

る
。

プ
ロ

ト
タ

イ
ピ

ン
グ

ル
ー

ム
で

は
3
D
ス

キ
ャ

ナ
の

導
入

に
よ

り
立

体
造

形
物

の
デ

ー
タ

化
が

容
易

と
な

り
、

出
力

表
現

す
る

工
程

ま
で

一
貫

し
て

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
で

学
生

の
制

作
の

幅
が

広
が

っ
た

。
ま

た
、

学
生

ス
タ

ッ
フ

が
職

員
と

協
働

で
管

理
・

運
営

を
し

て
お

り
、

学
科

や
学

年
を

超
え

て
互

い
に

高
め

合
え

る
場

と
し

て
定

着
し

、
利

用
率

が
昨

年
度

の
約

２
倍

に
拡

大
し

て
い

る
。

a

(
3
)

教
育

活
動

の
評

価
及

び
改

善
(
3
)

教
育

活
動

の
評

価
及

び
改

善

2
1

　
教

育
活

動
に

対
す

る
自

己
点

検
・

評
価

、
長

岡
市

公
立

大
学

法
人

評
価

委
員

会
及

び
認

証
評

価
機

関
の

外
部

評
価

、
学

生
に

よ
る

授
業

評
価

等
を

実
施

し
、

必
要

な
教

育
活

動
の

改
善

を
行

う
。

2
6

　
よ

り
良

い
授

業
運

営
に

向
け

て
全

学
生

を
対

象
と

し
た

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
集

計
結

果
及

び
学

生
の

声
に

対
す

る
担

当
教

員
の

コ
メ

ン
ト

を
学

生
に

公
開

す
る

。
　

ま
た

、
教

育
内

容
及

び
業

務
実

績
に

関
す

る
自

己
点

検
・

評
価

を
行

う
と

と
も

に
、

長
岡

市
公

立
大

学
法

人
評

価
委

員
会

及
び

大
学

教
育

質
保

証
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

評
価

を
受

け
、

必
要

な
業

務
の

改
善

を
行

う
。

　
各

学
期

末
に

全
開

講
科

目
に

対
し

て
全

学
生

を
対
象

に
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
ト

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
学

生
に

公
開

す
る
と

と
も

に
、

教
職

員
に

よ
る

検
討

会
を

実
施

し
、

情
報

共
有

や
課

題
の
解

決
を

図
っ

た
。

　
ま

た
、

卒
業

・
修

了
者

を
対

象
と

し
た

ア
ン

ケ
ー
ト

に
よ

り
在

学
期

間
中

を
通

し
た

教
育

・
研

究
に

関
す

る
評

価
や

意
見
を

聴
取

し
、

結
果

を
教

職
員

間
で

共
有

し
た

。
な

お
、

学
生

の
学

修
成
果

や
教

育
成

果
に

つ
い

て
は

外
部

の
専

門
機

関
と

の
協

働
に

よ
り

デ
ー
タ

の
可

視
化

・
分

析
に

向
け

手
法

を
検

討
し

た
。

　
あ

わ
せ

て
、

業
務

実
績

に
関

す
る

自
己

評
価

を
行
う

と
と

も
に

、
長

岡
市

公
立

大
学

法
人

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

を
受
け

た
結

果
、

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

に
基

づ
く

令
和

５
年

度
の

学
科
再

編
に

向
け

た
根

幹
的

な
事

項
の

決
定

、
第

４
ア

ト
リ

エ
棟

（
仮

称
）
等

整
備

基
本

計
画

の
策

定
、

ま
た

、
学

生
の

心
身

の
健

康
サ

ポ
ー

ト
な
ど

学
び

の
支

援
が

年
度

計
画

を
上

回
る

と
評

価
さ

れ
、

総
合

的
に

は
「
中

期
計

画
の

進
捗

は
順

調
」

と
認

め
ら

れ
た

。
　

大
学

教
育

質
保

証
・

評
価

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
認

証
評

価
で

は
、

点
検

評
価

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

審
査

に
加

え
て

実
地

調
査
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

を
受

審
し

、
国

の
大

学
評

価
基

準
を

満
た

し
て

い
る
と

認
定

さ
れ

た
。

一
方

で
指

摘
を

受
け

た
事

項
に

つ
い

て
は

、
改

善
に
向

け
て

継
続

的
に

検
討

・
対

応
を

行
っ

た
。

b
b

20



自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

(
4
)

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

(
4
)

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

2
2

　
デ

ザ
イ

ン
の

創
造

性
に

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
発

展
性

を
掛

け
合

わ
せ

、
人

々
の

暮
ら

し
を

よ
り

楽
し

く
豊

か
に

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
、

新
し

い
学

科
を

創
設

す
る

等
、

時
代

の
変

化
を

見
据

え
た

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

を
行

う
。

2
7

 
　

令
和

５
年

度
よ

り
造

形
学

部
を

４
学

科
か

ら
３

学
科

に
再

編
す

る
。

デ
ザ

イ
ン

の
領

域
拡

大
や

融
合

に
柔

軟
に

対
応

す
べ

く
「

プ
ロ

ダ
ク

ト
デ

ザ
イ

ン
」

「
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
×

デ
ザ

イ
ン

」
「

視
覚

デ
ザ

イ
ン

」
の

領
域

で
構

成
す

る
「

デ
ザ

イ
ン

学
科

（
入

学
定

員
1
5
0
人

）
」

を
新

設
し

、
既

存
の

「
美

術
・

工
芸

学
科

（
入

学
定

員
3
0
人

）
」

、
「

建
築

・
環

境
デ

ザ
イ

ン
学

科
（

入
学

定
員

5
0
人

）
」

と
合

わ
せ

３
学

科
体

制
と

す
る

。
組

織
体

制
の

変
更

に
伴

い
、

次
の

事
項

に
取

り
組

む
。

・
令

和
５

年
度

入
学

者
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

運
営

準
備 ・

学
生

募
集

活
動

及
び

入
学

試
験

の
実

施
・

人
員

配
置

・
新

校
舎

建
設

を
含

む
施

設
設

備
の

再
整

備

　
令

和
５

年
度

か
ら

の
学

科
再

編
、

新
た

な
カ

リ
キ
ュ

ラ
ム

の
編

成
に

つ
い

て
文

部
科

学
省

へ
の

届
出

を
完

了
す

る
と

と
も
に

、
以

下
の

事
項

を
実

施
し

た
。

・
令

和
５

年
度

入
学

者
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

運
営

に
向
け

て
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
表

、
シ

ラ
バ

ス
、

モ
デ

ル
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

作
成
等

を
行

な
っ

た
。

・
学

生
募

集
活

動
、

入
学

試
験

を
実

施
し

、
令

和
５
年

度
の

入
学

者
を

決
定

し
た

。
・

３
人

の
専

任
教

員
を

採
用

し
、

う
ち

２
人

は
先

進
的

に
社

会
で

活
躍

す
る

者
を

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

×
デ

ザ
イ

ン
領

域
に

配
置
し

た
。

・
第

４
ア

ト
リ

エ
棟

（
仮

称
）

等
整

備
基

本
計

画
に
基

づ
き

、
令

和
６

年
秋

に
供

用
開

始
す

る
新

校
舎

の
基

本
設

計
及

び
実
施

設
計

を
完

了
し

、
既

存
校

舎
に

つ
い

て
は

教
室

・
備

品
を

中
心

に
段

階
的

な
整

備
を

実
施

し
た

。

b
b

3
学

生
へ

の
支

援
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
3

学
生

へ
の

支
援

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
1
)

修
学

・
生

活
支

援
(
1
)

修
学

・
生

活
支

援

2
3

ア
　

担
任

制
度

等
を

通
じ

て
、

教
員

が
学

生
の

修
学

面
で

の
困

難
を

把
握

し
、

き
め

細
や

か
な

配
慮

、
助

言
、

指
導

を
行

う
。

2
8

ア
　

担
任

制
度

を
通

じ
て

、
教

員
が

学
生

の
修

学
面

で
の

困
難

を
把

握
し

、
き

め
細

や
か

な
指

導
を

行
う

。

ア
　

担
任

制
度

を
通

じ
て

、
教

員
が

学
生

の
修

学
面
で

の
困

り
ご

と
に

対
し

臨
機

応
変

に
指

導
を

行
っ

た
。

親
睦

会
で

は
少
人

数
単

位
で

実
施

す
る

な
ど

、
新

型
コ

ロ
ナ

感
染

防
止

対
策

を
講

じ
つ
つ

学
生

が
同

級
生

や
上

級
生

と
つ

な
が

り
を

持
て

る
機

会
を

作
っ

た
。

b
b

2
4

イ
　

学
生

の
心

身
の

健
康

と
生

活
上

の
様

々
な

悩
み

に
対

し
て

、
職

員
、

医
務

室
職

員
、

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

が
連

携
し

、
き

め
細

や
か

な
支

援
を

行
う

。
ま

た
、

障
が

い
へ

の
配

慮
等

、
修

学
す

る
上

で
支

援
を

必
要

と
す

る
学

生
に

対
し

、
修

学
特

別
支

援
室

な
ど

に
よ

る
組

織
的

な
対

応
を

行
う

と
と

も
に

、
そ

の
利

用
方

法
に

つ
い

て
広

く
学

生
に

周
知

す
る

。

2
9

イ
　

学
生

の
心

身
の

健
康

と
生

活
上

の
悩

み
に

対
し

て
、

職
員

、
医

務
室

職
員

、
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
が

連
携

し
、

き
め

細
や

か
な

支
援

を
行

う
。

 
 
ま

た
、

L
G
B
T
Q
に

対
す

る
学

生
・

職
員

に
よ

る
全

学
的

な
対

応
を

行
う

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

策
定

す
る

。

イ
　

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

（
臨

床
心

理
士

）
、

学
生

支
援
課

及
び

修
学

特
別

支
援

室
に

よ
る

三
者

合
同

等
の

情
報

共
有

を
前

年
度
の

3
倍

に
あ

た
る

1
7

回
実

施
し

、
個

々
の

学
生

に
合

っ
た

か
か

わ
り

方
、
今

後
の

ケ
ア

な
ど

の
意

見
交

換
を

行
っ

た
。

結
果

、
学

生
の

心
身

の
健
康

と
生

活
上

の
悩

み
に

対
し

て
、

丁
寧

な
支

援
が

で
き

た
。

　
ま

た
、

性
的

指
向

・
性

自
認

に
対

す
る

学
生

か
ら
の

相
談

対
応

及
び

具
体

的
支

援
策

を
今

後
よ

り
具

体
的

に
進

め
て

い
く
た

め
、

S
O
G
I
の

多
様

性
に

係
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
策

定
し

た
。

a
コ

ロ
ナ

渦
で

よ
り

複
雑

化
し

た
個

々
の

悩
み

に
寄

り
添

う
た

め
、

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

、
学

生
支

援
課

及
び

修
学

特
別

支
援

室
に

よ
る

情
報

共
有

の
回

数
を

前
年

度
の

約
３

倍
に

増
や

し
た

。
そ

の
結

果
、

相
談

者
個

々
の

状
況

や
特

性
、

緊
急

性
や

対
応

時
の

注
意

点
な

ど
を

タ
イ

ム
リ

ー
に

共
有

し
、

学
生

に
最

適
と

思
わ

れ
る

支
援

を
遅

滞
な

く
提

供
で

き
る

体
制

が
整

備
さ

れ
た

。
ま

た
、

S
O
G
I
（

性
的

指
向

・
性

自
認

）
の

多
様

性
に

係
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
策

定
し

、
一

人
ひ

と
り

が
多

様
性

を
尊

重
さ

れ
、

自
分

ら
し

く
安

心
し

て
修

学
で

き
る

環
境

づ
く

り
に

努
め

て
い

る
。

a

2
5

ウ
　

女
子

学
生

が
多

く
在

籍
す

る
状

況
を

踏
ま

え
て

、
学

内
生

活
環

境
の

整
備

、
心

身
の

健
康

保
持

、
防

犯
等

に
留

意
し

た
支

援
を

行
う

。

3
0

ウ
　

女
子

学
生

が
多

く
在

籍
す

る
状

況
を

踏
ま

え
て

、
学

内
生

活
環

境
の

整
備

及
び

サ
ー

ビ
ス

向
上

の
た

め
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
い

、
有

益
な

ア
イ

デ
ア

に
つ

い
て

検
討

・
実

施
す

る
。

 
 
ま

た
、

学
生

が
体

験
し

た
不

審
者

情
報

を
共

有
す

る
た

め
の

シ
ス

テ
ム

に
よ

り
、

学
生

の
防

犯
意

識
を

高
め

る
。

ウ
　

年
間

を
通

じ
て

学
内

女
子

ト
イ

レ
に

無
料

の
生
理

用
品

を
設

置
す

る
と

と
も

に
、

学
生

と
協

働
し

、
当

該
事

業
の

認
知
・

利
用

拡
大

の
た

め
の

広
報

物
及

び
サ

イ
ン

を
制

作
し

た
。

　
ま

た
、

学
内

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
で

不
審

者
情

報
を
投

稿
し

共
有

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

学
生

に
周

知
し

た
。

く
わ

え
て

、
新
潟

県
警

察
と

連
携

し
た

講
習

会
実

施
し

、
学

生
の

防
犯

意
識

・
対

応
力
を

高
め

た
。

b
b
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自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

2
6

エ
　

学
内

生
活

環
境

、
課

外
活

動
等

に
対

す
る

要
望

な
ど

を
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

を
通

じ
て

把
握

し
、

明
ら

か
に

な
っ

た
課

題
に

つ
い

て
対

応
を

図
る

。

3
1

エ
　

一
昨

年
度

実
施

し
た

学
生

生
活

等
実

態
調

査
の

結
果

を
も

と
に

し
た

改
善

を
検

証
す

る
と

と
も

に
、

学
生

生
活

実
態

調
査

を
実

施
し

、
新

た
な

要
望

等
を

把
握

す
る

。

エ
　

隔
年

で
実

施
し

て
い

る
学

生
生

活
等

実
態

調
査
の

結
果

を
も

と
に

、
改

善
の

必
要

事
項

を
確

認
し

、
駐

輪
場

の
増

設
や

、
感

染
対

策
に

留
意

し
た

課
外

活
動

制
限

の
緩

和
を

行
っ

た
。

　
令

和
４

年
度

は
学

生
生

活
等

実
態

調
査

の
実

施
年
で

あ
り

、
新

た
な

要
望

等
を

把
握

し
、

学
生

に
対

し
て

調
査

結
果

の
開
示

を
行

っ
た

。

b
b

2
7

オ
　

学
生

に
対

し
、

日
本

学
生

支
援

機
構

奨
学

金
ほ

か
各

種
奨

学
金

制
度

に
つ

い
て

、
適

切
に

情
報

提
供

を
行

う
。

ま
た

、
保

護
者

会
・

校
友

会
と

連
携

し
、

作
品

展
示

や
コ

ン
ペ

へ
の

出
品

等
、

学
生

の
自

主
的

な
活

動
の

奨
励

・
支

援
を

行
う

と
と

も
に

、
優

秀
な

学
生

に
対

し
て

奨
励

金
を

伴
う

表
彰

を
実

施
す

る
。

3
2

オ
　

成
績

優
秀

な
学

生
に

対
し

て
奨

励
金

を
伴

う
表

彰
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
学

外
か

ら
寄

せ
ら

れ
る

各
種

奨
学

金
の

情
報

を
タ

イ
ム

リ
ー

に
学

生
に

提
供

す
る

。
 
 
ま

た
、

校
友

会
助

成
金

事
業

を
学

生
に

周
知

し
、

制
作

活
動

、
コ

ン
ペ

等
へ

の
出

展
を

支
援

す
る

。
　

さ
ら

に
、

キ
ャ

ン
パ

ス
ラ

イ
フ

を
活

性
化

さ
せ

て
い

く
た

め
の

学
生

の
主

体
的

な
取

組
に

対
し

、
継

続
的

な
支

援
を

実
施

す
る

。

オ
　

長
岡

造
形

大
学

優
秀

学
生

賞
規

程
に

基
づ

き
、
造

形
学

部
1
2
人

の
学

生
を

表
彰

し
、

副
賞

と
し

て
報

奨
金

を
贈

呈
し

た
。

　
日

本
学

生
支

援
機

構
を

は
じ

め
と

し
た

学
外

の
奨
学

金
情

報
を

学
内

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
を

通
じ

て
随

時
周

知
し

、
諸

手
続
き

を
適

切
に

行
っ

た
。

高
等

教
育

の
修

学
支

援
新

制
度

に
基

づ
く

授
業
料

等
減

免
及

び
給

付
奨

学
金

を
年

間
で

延
べ

2
5
2
人

の
学

生
が

受
給

し
た

。
　

校
友

会
助

成
事

業
を

学
生

に
周

知
し

、
活

動
助

成
件

、
授

賞
式

交
通

費
助

成
５

件
が

採
用

さ
れ

助
成

を
受

け
た

。
　

キ
ャ

ン
パ

ス
ラ

イ
フ

を
よ

り
活

性
化

さ
せ

る
た

め
の

「
ハ

ピ
キ

ャ
ン

コ
ン

ペ
」

を
実

施
し

、
受

賞
ア

イ
デ

ア
２

件
（

に
ぃ
ど

か
さ

、
E
r
r
o
r

D
a
t
a
b
a
s
e
）

の
実

現
を

支
援

し
た

。
ま

た
、

学
生

自
身

の
不

要
画

材
を

他
学

生
に

無
料

譲
渡

す
る

昨
年

度
の

ア
イ

デ
ア

（
お
さ

が
り

ラ
ッ

ク
）

を
年

間
を

通
じ

て
実

施
し

た
。

a
高

等
教

育
の

修
学

支
援

新
制

度
に

基
づ

く
授

業
料

等
減

免
等

、
各

種
制

度
の

情
報

発
信

を
積

極
的

に
行

い
、

適
切

に
制

度
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

学
生

が
安

心
し

て
修

学
で

き
る

環
境

づ
く

り
に

寄
与

し
た

。
ま

た
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
の

補
助

や
図

書
館

事
務

な
ど

学
内

で
学

生
が

働
く

場
を

生
み

出
し

、
学

生
の

経
済

的
な

支
援

を
し

な
が

ら
学

生
が

自
ら

大
学

の
魅

力
づ

く
り

に
携

わ
る

こ
と

の
で

き
る

仕
組

み
づ

く
り

を
し

て
い

る
。

学
生

ア
イ

デ
ア

コ
ン

ペ
で

の
受

賞
ア

イ
デ

ア
の

実
現

支
援

は
、

学
生

の
自

主
的

な
活

動
を

促
し

、
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ア
ッ

プ
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

受
賞

ア
イ

デ
ア

２
件

を
実

現
し

た
ほ

か
、

昨
年

度
受

賞
ア

イ
デ

ア
「

お
さ

が
り

ラ
ッ

ク
」

は
単

発
で

終
わ

ら
せ

ず
２

年
目

も
継

続
し

て
実

施
し

、
学

内
で

定
着

し
た

取
り

組
み

に
な

っ
て

い
る

。

a

(
2
)

就
職

・
進

学
等

支
援

(
2
)

就
職

・
進

学
等

支
援

2
8

　
ア

　
学

生
が

早
期

か
ら

キ
ャ

リ
ア

形
成

へ
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
低

学
年

か
ら

キ
ャ

リ
ア

教
育

や
説

明
会

を
実

施
す

る
。

3
3

ア
 
 
１

年
次

か
ら

４
年

次
ま

で
、

学
年

に
応

じ
た

ガ
イ

ダ
ン

ス
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

科
目

、
講

座
や

説
明

会
等

の
キ

ャ
リ

ア
教

育
を

実
施

す
る

。
　

ま
た

、
企

業
で

実
践

さ
れ

て
い

る
デ

ザ
イ

ン
を

体
験

す
る

講
座

を
実

施
す

る
。

講
座

や
説

明
会

に
は

低
学

年
の

参
加

も
推

奨
す

る
。

ア
　

1
年

次
か

ら
4
年

次
ま

で
、

学
年

に
応

じ
た

ガ
イ
ダ

ン
ス

を
実

施
し

た
。

２
年

後
期

、
３

年
前

期
に

は
キ

ャ
リ

ア
教

育
科
目

を
開

講
し

た
。

そ
の

ほ
か

、
業

界
研

究
講

座
、

就
職

対
策

講
座

、
ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
（

作
品

集
）

個
別

講
評

会
を

実
施

し
、

当
該

学
年

だ
け

で
な

く
低

学
年

の
学

生
の

参
加

も
推

奨
し

た
。

２
月

に
6
4
社

の
協

力
を

得
て

実
施

し
た

「
キ

ャ
リ

ア
研

究
フ

ェ
ス

」
に

は
2
年

生
、

3
年

生
の
学

生
を

中
心

に
約

2
7
0
人

の
学

生
が

参
加

し
た

。

b
b

2
9

イ
　

学
生

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
を

支
援

す
る

た
め

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
、

進
路

選
択

に
関

す
る

講
座

・
説

明
会

の
実

施
等

の
取

り
組

み
を

強
化

す
る

。
ま

た
、

教
員

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
力

向
上

の
た

め
の

セ
ミ

ナ
ー

等
を

実
施

す
る

。

3
4

イ
　

流
動

的
か

つ
多

様
化

す
る

企
業

の
採

用
活

動
の

状
況

に
学

生
が

的
確

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
個

別
予

約
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
て

随
時

相
談

を
受

け
付

け
る

。
　

ま
た

、
対

面
に

加
え

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
個

別
相

談
を

活
用

す
る

。

イ
　

面
談

予
約

シ
ス

テ
ム

、
オ

ン
ラ

イ
ン

ミ
ー

テ
ィ
ン

グ
ツ

ー
ル

を
活

用
し

、
２

人
の

キ
ャ

リ
ア

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

を
中

心
に
個

別
相

談
、

面
接

練
習

、
履

歴
書

や
エ

ン
ト

リ
ー

シ
ー

ト
の

添
削

な
ど
、

学
生

個
々

の
進

捗
状

況
や

要
望

に
応

じ
た

支
援

を
実

施
し

た
。

b
b

3
5

ウ
　

求
人

検
索

シ
ス

テ
ム

を
活

用
し

、
求

人
情

報
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

情
報

を
学

生
に

提
供

す
る

。

ウ
　

求
人

検
索

N
A
V
I
、

学
内

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
を

活
用

し
、

1
万

件
超

の
求

人
情

報
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

情
報

、
会

社
説

明
会

、
就

活
イ

ベ
ン

ト
情

報
を

学
生

に
提

供
し

た
。

b
b

3
6

エ
　

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

企
業

と
と

も
に

企
画

し
、

学
生

の
参

加
促

進
を

図
る

。
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
の

効
果

を
高

め
る

た
め

に
、

キ
ャ

リ
ア

教
育

と
連

携
し

、
事

前
事

後
指

導
を

充
実

す
る

。

エ
　

長
岡

市
周

辺
を

中
心

に
県

内
の

企
業

1
0
社

と
と
も

に
公

募
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
企

画
し

、
延

べ
25
人

の
学

生
が

参
加

し
た

ほ
か

、
自

主
活

動
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

に
延
べ

9
5
人

が
参

加
し

た
。

「
キ

ャ
リ

ア
計

画
実

習
Ⅱ

」
で

の
履

歴
書

作
成
指

導
、

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

マ
ナ

ー
講

座
、

面
談

で
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ
ッ

プ
の

振
り

返
り

を
実

施
し

た
。

b
b
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自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

3
7

オ
　

学
生

が
大

学
で

得
た

造
形

表
現

力
や

課
題

解
決

プ
ロ

セ
ス

な
ど

、
学

び
や

気
付

き
を

就
職

活
動

で
ア

ピ
ー

ル
で

き
る

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

制
作

支
援

講
座

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

志
望

す
る

業
界

に
あ

っ
た

制
作

が
で

き
る

よ
う

、
学

生
に

よ
る

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
説

明
会

及
び

ア
ド

バ
イ

ス
会

を
実

施
す

る
。

オ
 
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

作
成

講
座

及
び

個
別

講
評

会
を

そ
れ

ぞ
れ

２
回

ず
つ

増
や

し
、

作
成

講
座

は
５

回
、

講
評

会
は

４
回

開
催

し
た

。
前

年
度

の
倍

の
延

べ
6
0
0
人

の
学

生
が

受
講

し
た

。
　

ま
た

、
新

規
で

就
職

内
定

者
に

よ
る

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
プ

レ
ゼ

ン
会

を
2
回

実
施

し
、

下
級

生
の

制
作

活
動

を
支

援
す

る
取

組
を

強
化

し
た

ほ
か

、
卒

業
生

か
ら

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
の

提
供

を
受

け
、

学
生

が
最

新
の

も
の

を
閲

覧
で

き
る

よ
う

随
時

入
替

を
行

っ
た

。
　

こ
の

ほ
か

、
学

内
で

の
対

面
企

業
説

明
会

実
施

に
併

せ
企

業
デ

ザ
イ

ナ
ー

に
よ

る
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

指
導

を
実

施
し

た
。

a
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

プ
レ

ゼ
ン

作
成

講
座

等
の

回
数

を
前

年
度

よ
り

増
や

し
、

就
職

活
動

支
援

の
拡

充
を

図
っ

て
い

る
。

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
プ

レ
ゼ

ン
会

で
は

就
職

内
定

者
の

プ
レ

ゼ
ン

を
聴

く
だ

け
で

は
な

く
、

３
年

生
が

作
成

し
た

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

プ
レ

ゼ
ン

し
、

内
定

者
か

ら
直

接
指

導
を

受
け

る
時

間
を

設
け

た
。

内
定

者
か

ら
作

成
ポ

イ
ン

ト
や

プ
レ

ゼ
ン

方
法

を
直

接
指

導
し

て
も

ら
う

こ
と

で
就

職
活

動
に

つ
な

が
る

、
よ

り
実

践
的

な
学

び
と

な
る

よ
う

工
夫

し
て

い
る

。
ま

た
、

企
業

デ
ザ

イ
ナ

ー
に

よ
る

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
指

導
で

は
、

企
業

の
第

一
線

で
働

く
卒

業
生

か
ら

直
接

指
導

を
受

け
る

こ
と

で
志

望
す

る
業

界
や

企
業

の
ニ

ー
ズ

を
知

る
こ

と
が

で
き

、
学

生
の

就
職

活
動

、
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
の

支
援

と
な

っ
て

い
る

。

a

3
8

カ
　

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

力
向

上
の

た
め

、
教

員
向

け
の

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
す

る
。

カ
　

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

力
向

上
の

た
め

、
教

員
対
象

の
研

修
会

を
2
回

開
催

し
た

。
b

b

3
9

キ
　

企
業

と
学

生
の

マ
ッ

チ
ン

グ
力

を
高

め
る

た
め

、
企

業
の

採
用

担
当

者
、

大
学

の
教

員
及

び
就

職
支

援
担

当
者

を
対

象
と

す
る

情
報

交
換

会
等

に
参

加
し

、
就

職
情

報
に

関
し

て
相

互
理

解
を

深
め

る
。

な
お

、
令

和
５

年
度

か
ら

の
新

学
科

体
制

を
求

人
企

業
等

に
ア

ピ
ー

ル
す

る
。

キ
　

企
業

と
の

情
報

交
換

会
に

4
回

参
加

し
た

ほ
か
、

キ
ャ

リ
ア

研
究

フ
ェ

ス
開

催
時

に
参

加
企

業
と

情
報

交
換

を
行

っ
た
。

・
参

加
実

績
　

新
潟

県
、

長
岡

市
、

富
山

県

b
b

4
0

ク
　

学
生

の
新

潟
県

内
及

び
長

岡
市

内
で

の
就

職
促

進
に

向
け

、
地

元
企

業
と

の
連

携
を

深
め

る
と

と
も

に
、

長
岡

市
が

推
進

す
る

N
A
G
A
O
K
A
 
W
O
R
K
E
R

事
業

と
連

携
す

る
。

ク
　

N
A
G
A
O
K
A
 
W
O
R
K
E
R
と

連
携

し
、

長
岡

に
進

出
し
た

企
業

に
学

生
２

人
が

就
職

し
た

ほ
か

、
長

岡
市

と
協

力
し

、
市

内
に
進

出
を

検
討

し
て

い
る

企
業

と
情

報
交

換
会

を
３

回
行

っ
た

。
　

ま
た

、
キ

ャ
リ

ア
研

究
フ

ェ
ス

に
は

県
内

企
業

28
社

が
参

加
し

、
多

く
の

学
生

が
会

社
説

明
を

受
け

た
。

b
b

3
0

ウ
　

教
員

が
、

研
究

室
に

所
属

す
る

学
生

を
は

じ
め

と
し

て
、

学
生

の
状

況
を

的
確

に
把

握
し

、
就

職
・

進
学

に
関

す
る

適
切

な
情

報
提

供
や

助
言

を
行

う
。

4
1

ケ
　

卒
業

研
究

指
導

教
員

を
は

じ
め

と
す

る
教

員
と

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

が
連

携
し

、
学

生
の

就
職

活
動

・
起

業
の

状
況

把
握

、
適

切
な

情
報

提
供

、
助

言
を

行
う

。

ケ
　

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

会
議

で
学

生
の
進

路
決

定
状

況
及

び
就

活
支

援
状

況
を

共
有

す
る

と
と

も
に

、
卒

業
研
究

指
導

教
員

と
キ

ャ
リ

ア
デ

ザ
イ

ン
セ

ン
タ

ー
が

連
携

し
、

学
生

の
就

職
活

動
の

状
況

把
握

、
適

切
な

情
報

提
供

、
助

言
を

行
っ

た
。

b
b

4
国

際
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

4
国

際
化

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

3
1

（
1
）

　
国

際
交

流
協

定
締

結
校

と
の

交
換

留
学

、
連

携
事

業
、

単
位

互
換

等
を

推
進

す
る

。
4
2

（
1
）

　
米

国
ハ

ワ
イ

大
学

と
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

実
施

な
ど

、
国

際
交

流
協

定
締

結
校

と
の

共
同

事
業

を
実

施
す

る
。

　
学

生
の

海
外

で
の

活
動

制
限

を
緩

和
し

、
国

際
交
流

協
定

締
結

校
と

の
事

業
を

再
開

し
、

以
下

の
取

り
組

み
を

実
施

し
た
。

・
ハ

ワ
イ

大
学

建
築

学
部

と
の

ピ
ー

ス
メ

モ
リ

ア
ル
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

（
本

学
５

人
・

ハ
ワ

イ
大

学
1
2
人

の
参

加
）

・
ト

リ
ア

ー
応

用
科

学
大

学
へ

の
派

遣
（

２
人

）

b
b

3
2

（
2
）

　
学

生
の

国
際

的
視

野
の

拡
大

を
図

る
た

め
、

国
際

交
流

事
業

支
援

奨
学

金
制

度
の

活
用

等
に

よ
り

、
海

外
留

学
・

研
修

、
国

際
的

な
コ

ン
ペ

や
発

表
の

場
な

ど
へ

の
参

加
を

促
進

す
る

。

4
3

（
2
）

　
学

生
の

国
際

的
視

野
の

涵
養

及
び

自
主

的
な

海
外

活
動

の
思

索
に

つ
な

げ
る

た
め

に
、

各
地

の
最

新
情

報
や

留
学

情
報

等
を

適
切

に
学

生
へ

提
供

す
る

と
と

も
に

、
専

門
機

関
が

提
供

す
る

危
機

管
理

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
留

学
生

の
派

遣
に

お
け

る
緊

急
時

対
応

・
支

援
体

制
を

整
備

す
る

。

　
３

事
業

７
人

に
対

し
国

際
交

流
事

業
支

援
奨

学
金
を

給
付

し
た

。
　

ま
た

、
今

後
の

学
生

の
自

主
的

な
海

外
活

動
の

推
進

に
向

け
て

、
学

生
に

対
し

て
学

内
で

の
留

学
生

に
よ

る
母

国
紹

介
等
の

イ
ベ

ン
ト

実
施

や
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

　
く

わ
え

て
、

海
外

へ
の

派
遣

学
生

に
係

る
危

機
管
理

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
海

外
活

動
を

よ
り

安
全

に
実

施
で

き
る

よ
う
体

制
を

整
備

し
た

。

b
b
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自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

3
3

（
3
）

　
留

学
生

の
受

入
れ

を
推

進
す

る
た

め
、

学
修

面
や

生
活

面
に

お
い

て
、

留
学

生
に

配
慮

し
た

環
境

・
制

度
を

整
備

す
る

。

4
4

（
3
）

　
留

学
生

が
安

全
か

つ
有

意
義

な
大

学
生

活
を

送
る

た
め

、
学

生
チ

ュ
ー

タ
ー

に
よ

る
サ

ポ
ー

ト
を

実
施

す
る

。

　
ブ

ラ
ジ

ル
か

ら
の

県
費

留
学

生
で

あ
る

学
部

研
究
生

１
人

を
受

け
入

れ
、

生
活

面
等

の
支

援
を

行
う

学
生

チ
ュ

ー
タ

ー
と
し

て
大

学
院

生
１

人
を

配
置

し
た

。
　

ま
た

、
令

和
５

年
度

の
交

換
留

学
生

の
受

入
れ

に
向

け
て

も
チ

ュ
ー

タ
ー

を
募

集
・

選
定

し
た

。

b
b

【
教

育
の

成
果

に
関

す
る

指
標

の
目

標
値

】
【

教
育

の
成

果
に

関
す

る
指

標
の

目
標

値
】

①
・

志
願

倍
率

　
３

倍
　

<
志

願
者

/
募

集
定

員
(
一

般
)
>
：

毎
年

度
①

・
志

願
倍

率
　

３
倍

　
<
志

願
者

/
募

集
定

員
(
一

般
)
>

・
志

願
倍

率
　

5
.
3
8
倍

　
<
志

願
者

7
0
0
人

/
募

集
定
員

1
3
0
人

(
一

般
)
>

1
0
0
％

超
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

年
度

計
画

を
上

回
る

②
・

学
生

の
授

業
内

容
満

足
度

　
4
.
0
以

上
　

<
５

段
階

評
価

>
：

毎
年

度
②

・
学

生
の

授
業

内
容

満
足

度
　

4
.
0
以

上
　

<
５

段
階

評
価

>
・

学
生

の
授

業
内

容
満

足
度

　
前

期
：

4
.
5
3
　

　
後

期
：

4
.
5
4

　
年

間
平

均
 
4
.
5
4
 
<
5
段

階
評

価
>

 　
毎

年
全

科
目

に
お

い
て

実
施

す
る

授
業

評
価

ア
ン
ケ

ー
ト

（
5
段

階
評

価
）

で
の

設
問

「
授

業
指

導
内

容
に

満
足

で
き

ま
し
た

か
」

に
対

し
て

の
回

答

1
0
0
％

超
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

年
度

計
画

を
上

回
る

③
・

大
学

院
の

入
学

者
数

　
修

士
1
5
人

、
博

士
3
人

：
毎

年
度

③
・

大
学

院
の

入
学

者
数

　
修

士
1
5
人

、
博

士
3
人

・
大

学
院

の
入

学
者

数
　

修
士

1
6
人

、
博

士
2
人

8
0
％

以
上

1
0
0
％

以
下

年
度

計
画

を
概

ね
実

施

24



自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

第
2
　

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

第
2

研
究

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

1
研

究
の

内
容

及
び

水
準

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

1
研

究
の

内
容

及
び

水
準

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

3
4

（
1
）

　
デ

ザ
イ

ン
の

役
割

や
対

象
領

域
の

拡
大

を
探

求
す

る
研

究
、

実
用

性
・

実
践

性
の

高
い

研
究

、
複

数
専

門
領

域
の

教
員

等
が

共
同

で
実

施
す

る
学

際
的

な
研

究
な

ど
、

先
進

的
で

質
の

高
い

研
究

に
対

し
、

特
別

研
究

費
等

を
通

じ
て

重
点

的
に

支
援

す
る

。

4
5

（
1
）

　
特

別
研

究
費

に
お

い
て

は
、

デ
ザ

イ
ン

の
役

割
や

対
象

領
域

の
拡

大
を

探
求

す
る

研
究

、
実

用
性

・
実

践
性

の
高

い
研

究
、

複
数

専
門

領
域

の
教

員
等

が
共

同
で

実
施

す
る

学
際

的
な

研
究

な
ど

、
先

進
的

で
質

の
高

い
研

究
を

優
先

的
に

採
択

す
る

こ
と

と
し

、
重

点
的

に
支

援
す

る
。

　
特

別
研

究
費

の
申

請
は

、
外

部
競

争
的

資
金

応
募

を
前

提
と

し
た

計
画

と
す

る
こ

と
で

、
研

究
の

質
の

確
保

及
び

外
部

資
金

の
獲

得
を

推
進

す
る

。

　
研

究
の

質
の

向
上

や
外

部
研

究
資

金
の

獲
得

を
促

進
す

る
た

め
、

特
別

研
究

費
の

申
請

時
に

外
部

研
究

資
金

獲
得

の
計
画

を
含

め
る

こ
と

を
条

件
と

し
て

募
集

を
行

っ
た

。
申

請
内

容
を

精
査
し

た
上

で
、

特
別

研
究

か
ら

外
部

研
究

資
金

の
獲

得
に

つ
な

が
り

、
さ
ら

に
質

の
高

い
研

究
に

発
展

す
る

可
能

性
の

あ
る

も
の

を
4
件

採
択

し
た

。

b
b

3
5

（
2
）

　
教

員
の

研
究

意
欲

を
向

上
し

、
研

究
の

活
性

化
を

図
る

た
め

、
教

員
顕

彰
制

度
を

実
施

す
る

。
4
6

（
2
）

　
優

れ
た

成
果

を
挙

げ
た

教
員

に
対

し
、

教
員

顕
彰

制
度

に
よ

り
表

彰
を

行
う

。
な

お
、

申
請

条
件

は
外

部
競

争
的

資
金

へ
の

応
募

実
績

が
あ

り
か

つ
各

種
の

受
賞

、
学

会
等

で
の

実
績

、
制

作
活

動
に

お
け

る
実

績
等

で
優

れ
た

評
価

を
受

け
た

者
と

す
る

。

　
教

員
か

ら
提

出
さ

れ
た

教
員

顕
彰

制
度

の
申

請
内

容
を

精
査

し
、

外
部

競
争

的
資

金
へ

の
応

募
実

績
が

あ
り

か
つ

評
価
を

受
け

た
者

（
受

賞
、

学
会

等
で

の
実

績
、

制
作

活
動

に
お

け
る

実
績

等
）

で
優

れ
た

成
果

を
挙

げ
た

教
員

1
3
人

を
表

彰
し

た
。

学
内

外
へ
発

信
す

る
こ

と
で

、
今

後
の

研
究

意
欲

向
上

及
び

研
究

の
活

性
化

を
図
っ

た
。

b
b

3
6

（
3
）

　
職

員
・

学
生

の
研

究
意

欲
を

高
め

る
た

め
の

環
境

・
制

度
の

整
備

を
図

り
つ

つ
、

地
域

課
題

解
決

に
向

け
た

研
究

や
企

業
等

と
連

携
し

た
研

究
を

推
進

す
る

。

4
7

（
3
）

　
地

域
協

創
セ

ン
タ

ー
を

窓
口

と
し

、
地

域
課

題
解

決
に

向
け

た
研

究
や

企
業

等
と

連
携

し
た

研
究

を
推

進
す

る
。

　
地

域
協

創
セ

ン
タ

ー
を

窓
口

に
企

業
等

と
連

携
を

進
め

、
受

託
研

究
８

件
、

共
同

研
究

６
件

の
契

約
を

締
結

し
た

。
地
域

課
題

解
決

に
向

け
た

研
究

や
事

業
化

を
支

援
す

る
大

学
の

シ
ー

ズ
（
独

自
の

ノ
ウ

ハ
ウ

や
技

術
力

、
素

材
、

企
画

力
、

ア
イ

デ
ア

な
ど

）
を
教

員
や

学
生

と
と

も
に

積
極

的
に

情
報

発
信

し
た

こ
と

に
よ

り
、

今
後
の

研
究

等
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
　

ま
た

、
燕

三
条

も
の

づ
く

り
メ

ッ
セ

、
M
a
t
c
hi
n
g
 
H
U
B
　

n
a
g
a
o
k
a
、

M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
北

陸
に

出
展

し
大

学
の

シ
ー

ズ
を
地

域
・

企
業

に
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
で

、
今

後
の

研
究

等
に

つ
な

げ
る
こ

と
が

で
き

た
。

a
大

学
の

シ
ー

ズ
の

積
極

的
な

情
報

発
信

や
産

学
マ

ッ
チ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

の
出

展
等

に
よ

り
、

能
動

的
な

企
業

へ
の

働
き

か
け

を
行

っ
て

い
る

。
そ

の
結

果
、

大
学

の
教

育
内

容
や

教
員

の
研

究
分

野
と

企
業

と
の

よ
り

適
切

な
マ

ッ
チ

ン
グ

を
す

す
め

、
今

後
の

研
究

等
に

つ
な

げ
て

い
る

。

a

2
研

究
の

成
果

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

2
研

究
の

成
果

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

3
7

（
1
）

　
卒

業
・

修
了

研
究

展
を

は
じ

め
と

す
る

公
開

の
展

示
会

や
事

業
等

を
通

じ
て

、
教

員
や

学
生

の
研

究
成

果
の

発
表

を
積

極
的

に
行

う
。

4
8

（
1
）

　
学

生
の

研
究

成
果

の
発

表
の

場
と

し
て

卒
業

・
修

了
研

究
展

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

造
形

学
部

の
う

ち
、

美
術

・
工

芸
学

科
及

び
建

築
・

環
境

デ
ザ

イ
ン

学
科

の
教

育
研

究
成

果
を

発
表

す
る

教
員

作
品

展
を

展
示

館
で

実
施

す
る

。

　
卒

業
・

修
了

研
究

展
は

、
３

年
ぶ

り
に

一
般

来
場

者
の

入
場

を
受

け
入

れ
、

過
去

1
0
年

で
は

最
多

の
約

4
,
4
0
0
人

が
来
場

し
た

。
　

ま
た

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
活

用
し

た
ヴ

ァ
ー

チ
ャ
ル

展
の

実
施

と
、

博
士

（
後

期
）

課
程

学
生

や
有

志
学

生
の

学
外

会
場
で

の
展

示
等

を
実

施
し

、
大

学
広

報
に

つ
な

が
る

成
果

発
表

の
機

会
と
な

っ
た

。
　

く
わ

え
て

、
美

術
・

工
芸

学
科

及
び

建
築

・
環
境

デ
ザ

イ
ン

学
科

の
教

育
研

究
成

果
を

発
表

す
る

教
員

作
品

展
を

展
示
館

で
実

施
し

た
。

a
一

般
来

場
者

の
入

場
も

可
能

と
な

っ
た

３
年

ぶ
り

の
開

催
に

向
け

、
在

学
生

が
卒

業
生

か
ら

展
示

ノ
ウ

ハ
ウ

を
学

ぶ
機

会
を

設
け

た
。

そ
の

結
果

、
展

示
の

質
の

向
上

や
円

滑
な

展
示

作
業

に
つ

な
が

り
、

過
去

1
0
年

で
最

多
の

来
場

者
数

と
な

っ
た

。
ま

た
、

ヴ
ァ

ー
チ

ャ
ル

展
の

実
施

や
初

め
て

博
士

（
後

期
）

課
程

の
学

外
展

示
に

取
り

組
む

な
ど

、
複

数
の

手
段

に
よ

り
作

品
、

研
究

成
果

を
積

極
的

に
発

信
し

て
い

る
。

a

3
8

（
2
）

　
教

員
・

学
生

の
作

品
を

体
系

的
に

蓄
積

す
る

と
と

も
に

、
学

術
機

関
が

提
供

す
る

ウ
ェ

ブ
シ

ス
テ

ム
を

活
用

し
、

学
術

情
報

や
研

究
成

果
の

公
開

を
行

う
。

4
9

（
2
）

　
学

部
の

「
卒

業
研

究
」

お
よ

び
大

学
院

の
「

特
別

研
究

」
の

成
果

を
ウ

ェ
ブ

シ
ス

テ
ム

で
蓄

積
・

公
開

す
る

。

　
卒

業
・

修
了

研
究

展
の

特
設

W
e
b
サ

イ
ト

に
て
、

学
生

の
研

究
成

果
を

蓄
積

・
公

開
し

た
。

令
和

５
年

２
月

か
ら

３
月

末
ま

で
の

閲
覧

者
数

：
約

1
.
7
万

人

b
b

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

25



自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

5
0

（
3
）

　
学

術
情

報
や

教
員

の
研

究
成

果
を

ウ
ェ

ブ
シ

ス
テ

ム
（

長
岡

造
形

大
学

リ
ポ

ジ
ト

リ
）

で
蓄

積
・

公
開

す
る

。

　
令

和
３

年
度

末
に

完
成

し
た

研
究

紀
要

第
1
9
号
の

掲
載

論
文

の
う

ち
2
3
本

を
、

令
和

４
年

４
月

に
リ

ポ
ジ

ト
リ

へ
登

録
し

公
開

し
た

。
b

b

3
研

究
の

実
施

体
制

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

3
研

究
の

実
施

体
制

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

3
9

（
1
）

　
地

域
の

企
業

、
高

等
教

育
機

関
、

自
治

体
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

等
と

連
携

し
た

実
用

的
か

つ
実

践
的

な
研

究
を

実
施

す
る

。

5
1

（
1
）

　
地

域
協

創
セ

ン
タ

ー
を

窓
口

と
し

、
地

域
社

会
や

地
域

の
企

業
等

と
連

携
し

た
受

託
研

究
と

共
同

研
究

を
実

施
し

、
地

域
課

題
の

解
決

等
に

取
り

組
む

。
そ

の
際

に
、

N
a
D
e
C
構

想
に

よ
る

連
携

、
企

業
等

と
の

包
括

連
携

協
定

も
効

果
的

に
活

用
す

る
。

　
地

域
協

創
セ

ン
タ

ー
を

窓
口

に
企

業
等

と
連

携
を

進
め

、
受

託
研

究
８

件
、

共
同

研
究

６
件

の
契

約
を

締
結

し
た

。
地
域

課
題

解
決

に
向

け
た

研
究

や
事

業
化

を
支

援
す

る
大

学
の

シ
ー

ズ
を
教

員
や

学
生

と
と

も
に

積
極

的
に

情
報

発
信

し
た

こ
と

に
よ

り
、

今
後
の

研
究

等
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
［

再
掲

_
4
7
］

　
N
a
D
e
C
構

想
に

よ
る

連
携

で
、

M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B　

n
a
g
a
o
k
a
を

開
催

し
、

大
学

シ
ー

ズ
の

紹
介

や
企

業
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

及
び

マ
ッ

チ
ン

グ
を

行
う

こ
と

で
地

域
課

題
の

解
決

に
取

り
組

ん
だ
。

ま
た

、
出

展
大

学
、

地
域

企
業

等
の

連
携

も
促

進
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
長

岡
工

業
高

等
専

門
学

校
と

の
持

続
可

能
性

社
会

の
構

築
を

テ
ー

マ
と

し
た

合
同

授
業

に
お

い
て

、
K
D
D
I
が

事
業

プ
ラ
ン

の
作

成
方

法
を

担
当

し
た

。

a
大

学
の

シ
ー

ズ
の

積
極

的
な

情
報

発
信

や
産

学
マ

ッ
チ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

の
出

展
等

に
よ

り
、

能
動

的
な

企
業

へ
の

働
き

か
け

を
行

っ
て

い
る

。
そ

の
結

果
、

大
学

の
教

育
内

容
や

教
員

の
研

究
分

野
と

企
業

と
の

よ
り

適
切

な
マ

ッ
チ

ン
グ

を
す

す
め

、
今

後
の

研
究

等
に

つ
な

げ
て

い
る

。
ま

た
、

長
岡

工
業

高
等

専
門

学
校

と
の

合
同

授
業

で
は

、
専

門
分

野
の

異
な

る
学

生
の

混
成

チ
ー

ム
で

「
ミ

ミ
ズ

を
活

用
し

た
持

続
可

能
性

社
会

の
提

案
と

実
装

」
を

テ
ー

マ
に

演
習

・
発

表
を

行
っ

た
。

学
生

そ
れ

ぞ
れ

の
専

門
性

を
活

か
し

な
が

ら
デ

ザ
イ

ン
思

考
を

基
に

S
D
G
s
へ

の
貢

献
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
を

創
出

で
き

る
起

業
家

マ
イ

ン
ド

を
育

成
し

た
。

a

4
0

（
2
）

　
地

域
の

企
業

・
団

体
等

と
の

人
的

・
技

術
的

な
協

力
関

係
を

強
化

す
る

た
め

、
研

究
成

果
を

積
極

的
か

つ
効

果
的

に
発

信
す

る
。

5
2

（
2
）

　
地

域
の

企
業

、
団

体
等

と
の

協
力

関
係

を
よ

り
強

化
す

る
た

め
、

地
域

貢
献

に
関

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
研

究
成

果
を

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
に

て
発

信
す

る
。

　
産

学
マ

ッ
チ

ン
グ

に
関

す
る

イ
ベ

ン
ト

へ
の

出
展

を
通

し
、

本
学

の
産

学
連

携
の

実
績

や
教

員
の

シ
ー

ズ
を

ピ
ー

ア
ー

ル
す

る
。

　
ま

た
、

出
展

企
業

の
シ

ー
ズ

を
知

る
こ

と
で

の
共

同
研

究
等

の
掘

り
起

こ
し

に
努

め
る

。

　
地

域
と

連
携

し
た

取
組

に
つ

い
て

積
極

的
に

報
道

リ
リ

ー
ス

を
行

い
、

地
域

貢
献

や
産

学
等

連
携

の
事

例
に

つ
い

て
発

信
す

る
こ

と
に

努
め

た
。

　
ま

た
、

地
域

協
創

セ
ン

タ
ー

を
窓

口
と

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
含

め
、

全
学

的
に

実
施

し
た

地
域

と
の

連
携

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

や
授

業
実

績
を

集
約

し
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
中

心
に

発
信

し
た
。

　
燕

三
条

も
の

づ
く

り
メ

ッ
セ

、
M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
UB
　

n
a
g
a
o
k
a
、

M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
北

陸
な

ど
、

産
学

マ
ッ

チ
ン

グ
イ
ベ

ン
ト

に
積

極
的

に
出

展
し

、
本

学
の

産
学

連
携

の
実

績
や

教
員

の
シ
ー

ズ
を

P
R
す

る
と

と
も

に
、

出
展

企
業

等
の

潜
在

的
な

シ
ー

ズ
・

ニ
ー
ズ

を
掘

り
起

こ
し

、
具

体
的

な
連

携
相

談
の

あ
っ

た
4
企

業
と

研
究

等
に

む
け

て
調

整
を

行
っ

た
。

a
大

学
の

シ
ー

ズ
の

積
極

的
な

情
報

発
信

や
産

学
マ

ッ
チ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

の
出

展
等

に
よ

る
能

動
的

な
企

業
へ

の
働

き
か

け
に

よ
り

、
大

学
の

教
育

内
容

や
教

員
の

研
究

分
野

と
企

業
と

の
よ

り
適

切
な

マ
ッ

チ
ン

グ
を

す
す

め
て

い
る

。
産

学
マ

ッ
チ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

で
は

、
出

展
企

業
の

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
を

掘
り

起
こ

し
、

４
企

業
か

ら
連

携
相

談
を

受
け

今
後

の
研

究
に

つ
な

げ
る

と
い

う
成

果
を

あ
げ

て
い

る
。

a

4
1

（
3
）

　
N
a
D
e
C
構

想
に

基
づ

き
、

長
岡

市
中

心
市

街
地

に
整

備
さ

れ
る

研
究

拠
点

を
活

用
し

、
職

員
・

学
生

が
地

域
社

会
と

協
力

し
て

研
究

・
調

査
等

を
推

進
す

る
。

5
3

（
3
）

　
長

岡
市

中
心

市
街

地
に

お
い

て
令

和
５

年
に

一
部

完
成

す
る

米
百

俵
プ

レ
イ

ス
ミ

ラ
イ

エ
長

岡
の

活
用

を
前

提
と

し
、

地
域

社
会

と
協

力
し

た
研

究
・

調
査

を
先

行
実

施
す

る
。

　
長

岡
工

業
高

等
専

門
学

校
の

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
演

習
と

本
学

「
地

域
協

創
演

習
」

の
合

同
授

業
を

N
a
D
e
C
 
BA
S
E
で

実
施

し
、

異
な

る
分

野
の

学
生

が
デ

ザ
イ

ン
思

考
を

も
と

に
混

成
チ

ー
ム

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

取
り

組
ん

だ
。

　
米

百
俵

プ
レ

イ
ス

で
子

ど
も

ラ
ボ

の
取

組
の

試
行

と
し

て
「

子
ど

も
未

来
ラ

ボ
 
デ

ザ
イ

ン
思

考
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

」
を

長
岡

市
と

連
携

し
実

施
し

た
。

　
ま

た
、

米
百

俵
プ

レ
イ

ス
ミ

ラ
イ

エ
長

岡
に

入
居

予
定

の
企

業
と

今
後

の
ミ

ラ
イ

エ
長

岡
で

の
研

究
を

含
む

活
動

に
つ
い

て
準

備
を

行
っ

た
。

b
b
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自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

4
教

育
研

究
組

織
の

見
直

し
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
4

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

4
2

　
デ

ザ
イ

ン
の

創
造

性
に

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

の
発

展
性

を
掛

け
合

わ
せ

、
人

々
の

暮
ら

し
を

よ
り

楽
し

く
豊

か
に

す
る

こ
と

を
目

指
し

て
、

新
し

い
学

科
を

創
設

す
る

等
、

時
代

の
変

化
を

見
据

え
た

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

を
行

う
。

[
再

掲
]

5
4

 
　

令
和

５
年

度
よ

り
造

形
学

部
を

４
学

科
か

ら
３

学
科

に
再

編
す

る
。

デ
ザ

イ
ン

の
領

域
拡

大
や

融
合

に
柔

軟
に

対
応

す
べ

く
「

プ
ロ

ダ
ク

ト
デ

ザ
イ

ン
」

「
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
×

デ
ザ

イ
ン

」
「

視
覚

デ
ザ

イ
ン

」
の

領
域

で
構

成
す

る
「

デ
ザ

イ
ン

学
科

（
入

学
定

員
1
5
0
人

）
」

を
新

設
し

、
既

存
の

「
美

術
・

工
芸

学
科

（
入

学
定

員
3
0
人

）
」

、
「

建
築

・
環

境
デ

ザ
イ

ン
学

科
（

入
学

定
員

5
0
人

）
」

と
合

わ
せ

３
学

科
体

制
と

す
る

。
組

織
体

制
の

変
更

に
伴

い
、

次
の

事
項

に
取

り
組

む
。

・
令

和
５

年
度

入
学

者
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

運
営

準
備 ・

学
生

募
集

活
動

及
び

入
学

試
験

の
実

施
・

人
員

配
置

・
新

校
舎

建
設

を
含

む
施

設
設

備
の

再
整

備
　

[
再

掲
]

　
令

和
５

年
度

か
ら

の
学

科
再

編
、

新
た

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

編
成

に
つ

い
て

文
部

科
学

省
へ

の
届

出
を

完
了

す
る

と
と
も

に
、

以
下

の
事

項
を

実
施

し
た

。
・

令
和

５
年

度
入

学
者

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
運

営
に
向

け
て

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

表
、

シ
ラ

バ
ス

、
モ

デ
ル

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
作
成

等
を

行
な

っ
た

。
・

学
生

募
集

活
動

、
入

学
試

験
を

実
施

し
、

令
和
５

年
度

の
入

学
者

を
決

定
し

た
。

・
３

人
の

専
任

教
員

を
採

用
し

、
う

ち
２

人
は

先
進

的
に

社
会

で
活

躍
す

る
者

を
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
×

デ
ザ

イ
ン

領
域

に
配
置

し
た

。
・

第
４

ア
ト

リ
エ

棟
（

仮
称

）
等

整
備

基
本

計
画
に

基
づ

き
、

令
和

６
年

秋
に

供
用

開
始

す
る

新
校

舎
の

基
本

設
計

及
び
実

施
設

計
を

完
了

し
、

既
存

校
舎

に
つ

い
て

は
教

室
・

備
品

を
中

心
に

段
階

的
な

整
備

を
実

施
し

た
。

[
再

掲
_
2
7
]

b
b

【
研

究
の

成
果

に
関

す
る

指
標

の
目

標
値

】

④
・

地
域

貢
献

に
関

す
る

研
究

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
数

2
5
件

：
毎

年
度

④
・

地
域

貢
献

に
関

す
る

研
究

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
数

2
5
件

・
地

域
貢

献
に

関
す

る
研

究
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

数
　

4
3
件

デ
ザ

イ
ン

研
究

開
発

受
託

研
究

・
共

同
研

究
計

14
件

、
地

域
協

創
セ

ン
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
3
件

（
原

信
コ

ラ
ボ

ラ
ト

リ
ー

、
レ

ク
サ

ス
長

岡
展

示
、

東
横

I
N
N
燕

三
条

駅
前

店
ギ

ャ
ラ

リ
ー

展
示
）

、
(
学

部
)
地

域
協

創
演

習
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

実
習

計
1
5
件

、
(
大

学
院
)
地

域
特

別
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
・

特
別

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

演
習

計
3件

、
長

岡
芸

術
工

事
中

2
0
2
2
、

い
の

プ
ロ

3
件

、
キ

ャ
ン

ド
ル

ナ
イ

ト
＠
与

板
、

中
学

校
美

術
部

作
品

展
、

ペ
ッ

ト
用

ト
イ

レ
デ

ザ
イ

ン
、

平
安

時
代

刀
再

現

1
0
0
％

超
か

つ
顕

著
な

成
果

目
標

値
を

大
幅

に
上

回
っ

て
い

る
。

年
度

計
画

を
大

幅
に

上
回

る

⑤
・

大
学

と
し

て
実

施
し

た
研

究
成

果
の

発
表

件
数

1
0
件

：
毎

年
度

⑤
・

大
学

と
し

て
実

施
し

た
研

究
成

果
の

発
表

件
数

1
0
件

・
大

学
と

し
て

実
施

し
た

研
究

成
果

の
発

表
件

数
1
3
件

研
究

紀
要

、
リ

ポ
ジ

ト
リ

（
デ

ジ
タ

ル
資

料
等

を
ま

と
め

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
)
、

地
域

協
創

セ
ン

タ
ー

・
文

化
振

興
セ
ン

タ
ー

報
告

書
、

W
e
b

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
、

燕
三

条
も

の
づ

く
り

メ
ッ

セ
、

M
a
t
c
h
i
n
g

H
U
B
　

n
a
g
a
o
k
a
、

M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
北

陸
、

建
築

・
環

境
デ

ザ
イ

ン
学

科
教

員
展

、
美

術
・

工
芸

学
科

教
員

展
、

長
岡

芸
術
工

事
中

2
0
2
2
、

卒
業

・
修

了
研

究
展

2
0
2
2
（

オ
ン

ラ
イ

ン
開

催
）

、
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

「
P
A
R
A
D
E
」

、
M
A
K
I
N
D
O
グ

ッ
ド

デ
ザ

イ
ン

賞
応

募
・

受
賞

1
0
0
％

超
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

年
度

計
画

を
上

回
る

⑥
・

外
部

研
究

資
金

の
申

請
件

数
　

1
5
件

：
毎

年
度

⑥
・

外
部

研
究

資
金

の
申

請
件

数
　

1
5
件

・
外

部
研

究
資

金
の

申
請

件
数

　
1
8
件

1
0
0
％

超
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

年
度

計
画

を
上

回
る

⑦
・

外
部

研
究

資
金

の
獲

得
件

数
　

5
件

：
毎

年
度

⑦
・

外
部

研
究

資
金

の
獲

得
件

数
　

5
件

・
外

部
研

究
資

金
の

獲
得

件
数

　
1
0
件

1
0
0
％

超
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

年
度

計
画

を
上

回
る
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自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

第
3

地
域

貢
献

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

第
3

地
域

貢
献

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

1
地

域
社

会
と

の
連

携
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
1

地
域

社
会

と
の

連
携

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

43
（

1
）

　
地

域
協

創
セ

ン
タ

ー
の

事
業

や
学

部
・

大
学

院
に

お
け

る
地

域
連

携
科

目
等

を
通

じ
て

、
地

域
の

企
業

、
高

等
教

育
機

関
、

自
治

体
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

な
ど

と
連

携
し

、
地

域
課

題
の

解
決

や
地

域
の

新
し

い
価

値
創

造
を

目
指

し
た

事
業

や
研

究
活

動
を

行
う

。

55
（

1
）

　
地

域
課

題
の

解
決

や
地

域
の

新
し

い
価

値
創

造
を

目
指

し
、

地
域

協
創

セ
ン

タ
ー

を
窓

口
に

、
地

域
社

会
や

地
域

の
企

業
等

と
連

携
し

た
受

託
研

究
と

共
同

研
究

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

N
a
D
e
C
構

想
に

よ
る

連
携

を
含

め
た

地
域

・
社

会
連

携
系

科
目

の
授

業
運

営
を

行
う

。

（
1
）

　
地

域
協

創
セ

ン
タ

ー
を

窓
口

に
企

業
等

と
連

携
を

進
め

、
受

託
研

究
８

件
、

共
同

研
究

６
件

の
契

約
を

締
結

し
た

。
地

域
課

題
解

決
に

向
け

た
研

究
や

事
業

化
を

支
援

す
る

大
学

の
シ

ー
ズ

を
教

員
や

学
生

と
と

も
に

積
極

的
に

情
報

発
信

し
た

こ
と

に
よ

り
、

今
後

の
研

究
等

に
つ

な
げ

る
こ

と
が

で
き

た
。

　
ま

た
、

燕
三

条
も

の
づ

く
り

メ
ッ

セ
、

M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B

n
a
g
a
o
k
a
、

M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
北

陸
な

ど
、

産
学

マ
ッ

チ
ン

グ
イ

ベ
ン

ト
に

積
極

的
に

出
展

し
、

大
学

の
シ

ー
ズ

を
地

域
・

企
業

に
知

っ
て

も
ら

う
こ

と
で

、
今

後
の

研
究

等
に

つ
な

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
［

再
掲

_
4
7
］

　
長

岡
工

業
高

等
専

門
学

校
の

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
演

習
と

本
学

「
地

域
協

創
演

習
」

の
合

同
授

業
を

N
a
D
e
C
 
B
A
S
E
で

実
施

し
、

異
な

る
分

野
の

学
生

が
デ

ザ
イ

ン
思

考
を

も
と

に
混

成
チ

ー
ム

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

取
り

組
ん

だ
。

［
再

掲
_
5
3
］

　
令

和
5
年

度
か

ら
開

講
す

る
「

長
岡

学
」

の
準

備
を

各
団

体
と

連
携

し
な

が
ら

進
め

た
。

a
大

学
の

シ
ー

ズ
の

積
極

的
な

情
報

発
信

や
産

学
マ

ッ
チ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

の
出

展
等

に
よ

り
、

能
動

的
な

企
業

へ
の

働
き

か
け

を
行

っ
て

い
る

。
そ

の
結

果
、

大
学

の
教

育
内

容
や

教
員

の
研

究
分

野
と

企
業

と
の

よ
り

適
切

な
マ

ッ
チ

ン
グ

を
す

す
め

、
今

後
の

研
究

等
に

つ
な

げ
て

い
る

。

a

44
(2

)
　

市
民

工
房

や
こ

ど
も

も
の

づ
く

り
大

学
校

等
を

通
じ

て
、

幅
広

い
年

齢
層

の
市

民
な

ど
に

生
涯

学
習

の
機

会
を

提
供

す
る

。

56
(2

)
　

社
会

人
の

生
涯

学
習

の
場

と
し

て
、

市
民

工
房

を
開

講
す

る
。

卒
業

生
の

活
用

や
講

座
種

別
の

見
直

し
を

図
り

、
新

た
な

企
画

を
実

施
す

る
。

(2
)

　
硝

子
・

陶
芸

（
前

期
の

み
）

・
漆

芸
・

木
工

（
前

期
の

み
）

・
染

織
の

5
講

座
を

企
画

し
、

講
座

ご
と

に
受

講
者

の
興

味
と

経
験

に
合

わ
せ

た
ク

ラ
ス

設
定

に
よ

り
開

講
し

、
延

べ
2
3
9
人

が
受

講
し

た
。

　
ま

た
、

高
校

生
以

上
を

対
象

と
し

た
ポ

ー
ト

レ
ー

ト
講

座
、

長
岡

市
内

で
デ

ザ
イ

ナ
ー

と
し

て
活

躍
す

る
卒

業
生

を
講

師
と

し
た

中
学

生
対

象
の

ポ
ス

タ
ー

デ
ザ

イ
ン

講
座

な
ど

、
新

た
な

企
画

を
実

施
し

た
。

b
b

57
(3

)
　

小
学

生
を

対
象

に
こ

ど
も

も
の

づ
く

り
大

学
校

を
開

講
し

、
中

高
校

生
を

対
象

に
美

術
・

デ
ザ

イ
ン

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

す
る

。

(3
)

 
こ

ど
も

も
の

づ
く

り
大

学
校

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
の

情
勢

を
み

な
が

ら
実

施
計

画
の

拡
大

を
図

り
、

ガ
ラ

ス
、

ク
ラ

フ
ト

、
デ

ジ
タ

ル
等

を
テ

ー
マ

に
全

８
種

類
の

講
座

を
開

講
し

た
。

大
学

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

上
に

ア
ー

カ
イ

ブ
動

画
を

掲
載

し
、

講
座

の
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

結
果

、
小

学
３

年
生

か
ら

６
年

生
の

延
べ

1
5
8
人

の
参

加
が

あ
っ

た
。

　
中

学
生

向
け

講
座

は
、

本
学

学
生

３
人

と
中

学
校

を
訪

問
し

、
最

近
の

話
題

や
興

味
関

心
を

を
中

学
生

か
ら

直
接

ヒ
ア

リ
ン

グ
し

た
上

で
講

座
を

企
画

し
た

。
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ソ

フ
ト

で
イ

ラ
ス

ト
を

組
み

合
わ

せ
て

１
枚

の
ポ

ス
タ

ー
を

作
る

講
座

を
実

現
し

、
1
3
人

が
受

講
し

た
。

a
オ

ン
ラ

イ
ン

で
１

講
座

1
5
人

程
度

の
受

講
を

計
画

し
て

い
た

も
の

を
、

感
染

対
策

を
徹

底
し

た
う

え
で

、
対

面
に

よ
り

１
講

座
2
0
人

に
拡

大
し

て
実

施
し

た
。

ま
た

、
ア

ー
カ

イ
ブ

動
画

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

こ
と

で
さ

ら
に

多
く

の
小

学
生

に
学

ぶ
機

会
を

提
供

し
て

い
る

。
中

学
生

向
け

講
座

は
、

既
存

の
講

座
を

見
直

し
、

大
学

の
幅

広
い

教
育

分
野

を
提

供
す

る
こ

と
及

び
よ

り
中

学
生

の
興

味
関

心
の

高
い

内
容

と
す

る
こ

と
を

目
的

に
、

事
前

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

基
に

１
か

ら
講

座
内

容
を

つ
く

り
あ

げ
る

工
夫

を
し

て
い

る
。

a

45
（

3
）

　
地

域
の

文
化

の
発

展
に

寄
与

す
る

た
め

、
芸

術
文

化
に

関
す

る
諸

団
体

等
と

連
携

し
、

各
種

の
文

化
活

動
の

発
表

や
市

民
の

交
流

の
場

を
提

供
す

る
。

58
(4

)
　

諸
団

体
等

と
連

携
し

、
長

岡
市

中
学

校
美

術
部

作
品

展
、

長
岡

芸
術

工
事

中
、

亀
倉

雄
策

賞
展

等
の

展
示

や
講

座
な

ど
の

企
画

を
実

施
す

る
。

(4
)

　
長

岡
市

中
学

校
美

術
部

作
品

展
は

3
年

ぶ
り

に
対

面
で

開
催

し
、

市
内

中
学

校
1
3
校

約
2
3
0
人

が
作

品
を

出
品

、
5
9
5
人

の
一

般
来

場
が

あ
っ

た
。

遠
方

か
ら

い
つ

で
も

ア
ク

セ
ス

で
き

る
W
e
b
な

ら
で

は
の

利
点

を
活

か
し

、
特

設
サ

イ
ト

上
で

も
作

品
を

公
開

し
た

。
　

長
岡

芸
術

工
事

中
は

、
本

学
と

長
岡

悠
久

ラ
イ

オ
ン

ズ
ク

ラ
ブ

が
主

催
、

長
岡

市
と

な
が

お
か

・
若

者
・

し
ご

と
機

構
が

共
催

と
な

り
、

長
岡

の
中

心
市

街
地

６
会

場
を

拠
点

に
学

生
や

卒
業

生
が

制
作

し
た

様
々

な
分

野
の

作
品

を
展

開
し

た
。

　
亀

倉
雄

策
賞

展
は

3
7
2
人

の
一

般
来

場
が

あ
り

、
開

催
を

記
念

し
た

受
賞

者
講

演
会

は
9
6
人

が
聴

講
し

た
。

b
b

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

28



自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

59
(5

)
　

教
員

や
学

生
の

活
動

、
教

育
研

究
や

地
域

連
携

の
成

果
を

発
信

す
る

場
と

し
て

展
示

館
を

活
用

す
る

。
　

ま
た

、
大

学
施

設
を

活
用

し
、

市
民

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
等

の
地

域
に

向
け

た
企

画
を

実
施

し
、

そ
の

成
果

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

利
用

し
て

積
極

的
に

公
開

す
る

。

(5
)

　
大

学
の

教
育

研
究

等
の

成
果

を
発

信
す

る
場

と
し

て
活

用
し

て
い

る
展

示
館

で
は

、
建

築
・

環
境

デ
ザ

イ
ン

学
科

教
員

展
、

美
術

・
工

芸
学

科
教

員
展

の
２

回
の

企
画

展
及

び
丸

山
正

三
氏

の
絵

画
の

作
品

展
を

１
回

開
催

し
、

延
べ

2
,
3
0
5
人

の
来

場
者

が
あ

っ
た

。
企

画
展

の
内

容
を

ア
ー

カ
イ

ブ
と

し
て

大
学

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

た
ほ

か
、

活
動

報
告

冊
子

の
制

作
を

行
っ

た
。

　
ま

た
、

地
域

に
向

け
た

企
画

と
し

て
本

学
の

専
門

的
な

設
備

・
機

器
等

を
活

用
し

、
デ

ザ
イ

ン
の

楽
し

さ
を

体
感

で
き

る
デ

ザ
イ

ン
講

座
を

開
講

し
た

。
ポ

ー
ト

レ
ー

ト
撮

影
会

と
イ

ラ
ス

ト
ポ

ス
タ

ー
デ

ザ
イ

ン
は

専
任

教
員

等
の

講
評

会
も

実
施

し
た

。
　

さ
ら

に
、

市
民

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
は

卒
業

・
修

了
研

究
展

と
の

相
乗

効
果

を
狙

い
、

企
業

を
招

待
し

、
作

品
の

解
説

や
学

科
再

編
の

紹
介

を
行

う
と

と
も

に
、

よ
り

多
く

の
市

民
や

企
業

か
ら

教
育

成
果

を
み

て
も

ら
う

機
会

を
創

出
し

た
。

b
b

60
(6

)
　

長
岡

市
、

諸
団

体
と

連
携

し
、

デ
ザ

イ
ン

を
学

ぶ
機

会
を

提
供

す
る

。
①

ま
ち

な
か

キ
ャ

ン
パ

ス
長

岡
へ

の
参

画
（

市
民

対
象

）
②

長
岡

市
熱

中
！

感
動

！
夢

づ
く

り
教

育
へ

の
参

画
（

小
学

生
対

象
）

③
デ

ザ
イ

ン
思

考
関

連
の

講
座

（
小

中
学

生
対

象
）

④
デ

ジ
タ

ル
デ

ザ
イ

ン
関

連
の

講
座

（
小

学
生

対
象

）

(6
)

①
ま

ち
な

か
キ

ャ
ン

パ
ス

長
岡

の
運

営
協

議
会

委
員

に
３

人
、

講
師

に
５

人
の

専
任

教
員

と
、

学
生

委
員

に
２

人
を

派
遣

し
、

講
座

の
運

営
に

参
画

し
た

。
②

長
岡

市
熱

中
！

感
動

！
夢

づ
く

り
教

育
へ

の
参

画
で

は
、

令
和

４
年

８
月

に
専

任
教

員
２

人
が

２
講

座
を

実
施

し
、

小
学

生
4
0
人

が
受

講
し

た
。

③
令

和
４

年
1
0
月

に
長

岡
市

米
百

俵
財

団
が

主
催

す
る

「
米

百
俵

未
来

塾
」

で
、

本
学

の
専

任
教

員
が

デ
ザ

イ
ン

思
考

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

行
い

、
小

中
学

生
2
5
人

が
受

講
し

た
。

④
地

方
創

生
に

向
け

た
産

業
創

造
連

携
協

定
を

結
ん

で
い

る
K
D
D
I
株

式
会

社
と

連
携

し
、

令
和

４
年

1
2
月

に
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

言
語

「
I
c
h
i
g
o
J
a
m
 
B
A
S
I
C
」

を
使

っ
た

オ
リ

ジ
ナ

ル
ゲ

ー
ム

づ
く

り
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
開

催
し

、
小

学
生

3
4
人

が
受

講
し

た
。

a
長

岡
市

、
諸

団
体

と
の

連
携

に
よ

り
、

幅
広

い
世

代
の

デ
ザ

イ
ン

を
学

ぶ
機

会
の

創
出

に
寄

与
し

て
い

る
。

「
米

百
俵

未
来

塾
」

の
デ

ザ
イ

ン
思

考
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
は

、
「

他
者

と
協

力
を

し
な

が
ら

解
決

す
る

」
と

い
う

内
容

が
好

評
と

な
り

、
令

和
５

年
度

も
同

内
容

で
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
開

催
が

決
ま

る
な

ど
、

デ
ザ

イ
ン

の
学

び
に

関
し

て
の

地
域

貢
献

を
継

続
し

て
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
産

業
創

造
連

携
協

定
を

結
ん

で
い

る
K
D
D
I
株

式
会

社
と

連
携

し
、

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
言

語
「

I
c
h
i
g
o
J
a
m
 
B
A
S
I
C
」

を
使

っ
た

オ
リ

ジ
ナ

ル
ゲ

ー
ム

づ
く

り
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
小

学
生

に
提

供
し

た
。

a

2
産

業
振

興
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
2

産
業

振
興

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

46
　

地
域

の
産

業
振

興
に

寄
与

す
る

た
め

、
N
a
D
e
C

構
想

に
基

づ
き

、
地

域
の

高
等

教
育

機
関

、
企

業
、

自
治

体
、

金
融

機
関

等
と

連
携

し
、

新
た

な
価

値
の

創
造

に
向

け
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

や
社

会
人

対
象

の
デ

ザ
イ

ン
教

育
を

実
施

す
る

。

61
　

N
a
D
e
C
構

想
の

も
と

、
他

大
学

等
と

連
携

し
た

共
同

授
業

や
産

学
マ

ッ
チ

ン
グ

を
促

進
す

る
イ

ベ
ン

ト
を

実
施

す
る

。
　

ま
た

、
自

治
体

職
員

や
企

業
人

を
対

象
と

し
た

デ
ザ

イ
ン

教
育

を
実

施
す

る
。

　
産

学
マ

ッ
チ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
　

n
a
g
a
o
k
a
を

初
め

て
開

催
し

、
産

学
マ

ッ
チ

ン
グ

を
促

進
し

た
。

そ
れ

に
よ

り
共

同
研

究
に

関
す

る
相

談
が

あ
っ

た
。

ま
た

、
「

M
-
B
I
P
 
N
a
g
a
o
k
a
 
2
0
2
2
」

、
「

長
岡

未
来

デ
ザ

イ
ン

コ
ン

テ
ス

ト
」

、
「

リ
ー

ン
・

ロ
ー

ン
チ

パ
ッ

ド
・

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

に
本

学
学

生
が

他
大

学
の

学
生

と
参

加
し

た
。

　
長

岡
工

業
高

等
専

門
学

校
の

ア
ン

ト
レ

プ
レ

ナ
ー

シ
ッ

プ
演

習
と

本
学

「
地

域
協

創
演

習
」

の
合

同
授

業
を

N
a
D
e
C
 
B
A
S
E
で

実
施

し
、

異
な

る
分

野
の

学
生

が
デ

ザ
イ

ン
思

考
を

も
と

に
混

成
チ

ー
ム

で
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

取
り

組
ん

だ
。

［
再

掲
_
5
3
.
5
5
］

　
デ

ザ
イ

ン
思

考
に

関
す

る
研

修
を

、
長

岡
市

職
員

を
対

象
に

1
6
回

、
一

般
の

方
を

対
象

に
４

回
（

オ
ン

ラ
イ

ン
）

、
企

業
等

を
対

象
に

５
回

実
施

し
た

。
一

般
対

象
の

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
を

き
っ

か
け

に
大

手
企

業
の

社
員

向
け

講
座

を
依

頼
さ

れ
る

な
ど

、
デ

ザ
イ

ン
思

考
に

関
す

る
講

座
の

実
施

も
増

え
て

い
る

。

a
他

大
学

、
関

係
団

体
と

連
携

し
て

産
学

マ
ッ

チ
ン

グ
イ

ベ
ン

ト
M
a
t
c
h
i
n
g
 
H
U
B
 
n
a
g
a
o
k
a
を

初
め

て
開

催
し

、
産

学
マ

ッ
チ

ン
グ

を
促

進
し

た
。

能
動

的
な

企
業

へ
の

働
き

か
け

の
結

果
、

共
同

開
発

に
関

す
る

相
談

が
４

件
あ

る
な

ど
、

今
後

に
つ

な
が

る
成

果
を

あ
げ

て
い

る
。

ま
た

、
長

岡
市

を
は

じ
め

、
企

業
や

一
般

の
方

へ
の

デ
ザ

イ
ン

思
考

講
座

を
積

極
的

に
実

施
し

、
地

域
の

人
材

育
成

に
寄

与
し

て
い

る
。

a
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自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
通

番
中

期
計

画
通

番
R

4
  

年
度

計
画

計
画

の
実

施
状

況
等

3
若

者
の

長
岡

へ
の

定
着

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

3
若

者
の

長
岡

へ
の

定
着

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

47
(1

)
62

(1
)

　
長

岡
市

内
か

ら
の

志
願

者
及

び
合

格
者

の
増

加
を

図
る

た
め

、
長

岡
市

内
高

校
内

で
の

本
学

単
独

の
学

年
別

相
談

会
を

実
施

し
、

学
年

に
応

じ
た

受
験

準
備

を
促

す
。

(1
)

 
長

岡
市

内
か

ら
の

志
願

者
及

び
合

格
者

の
増

加
を

図
る

た
め

、
長

岡
市

内
高

校
７

校
に

て
学

年
別

の
説

明
会

を
８

回
開

催
し

、
学

年
に

応
じ

た
受

験
準

備
を

促
し

た
。

b
b

63
(2

)
　

長
岡

市
及

び
近

隣
地

域
を

対
象

と
し

た
大

学
見

学
会

、
相

談
会

等
を

開
催

し
、

長
岡

地
域

定
住

自
立

圏
内

か
ら

の
志

願
者

の
増

加
に

つ
な

げ
る

。

(2
)

　
長

岡
地

域
定

住
自

立
圏

内
高

校
を

対
象

と
し

た
大

学
見

学
会

を
独

自
に

企
画

し
、

そ
の

広
報

の
た

め
対

象
高

校
を

訪
問

し
参

加
を

呼
び

掛
け

た
。

７
校

か
ら

生
徒

6
8
人

、
引

率
教

員
７

人
の

参
加

が
あ

り
、

施
設

見
学

に
加

え
て

本
学

学
生

及
び

教
員

と
の

懇
談

の
機

会
を

設
け

た
結

果
、

2
0
人

の
優

先
枠

定
員

に
対

し
て

7
5
人

の
志

願
者

確
保

に
つ

な
が

っ
た

。

b
b

48
(2

)
　

学
生

の
長

岡
へ

の
愛

着
を

育
む

た
め

、
長

岡
の

自
然

、
歴

史
・

文
化

、
暮

ら
し

、
産

業
等

の
魅

力
を

知
り

、
体

験
す

る
取

り
組

み
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

学
生

の
長

岡
市

内
企

業
に

対
す

る
理

解
を

深
め

る
た

め
、

長
岡

市
と

連
携

し
つ

つ
、

企
業

説
明

会
や

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
す

る
。

64
(3

)
　

学
生

の
長

岡
へ

の
愛

着
を

育
む

た
め

、
長

岡
の

歴
史

、
風

土
、

産
業

等
を

学
ぶ

「
長

岡
学

」
を

令
和

５
年

度
以

降
入

学
者

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

に
て

開
講

す
る

こ
と

に
合

わ
せ

、
令

和
５

年
度

か
ら

当
該

科
目

を
市

内
４

大
学

１
高

専
の

単
位

互
換

科
目

と
し

て
開

講
す

る
た

め
の

準
備

を
行

う
。

(3
)

　
N
a
D
e
C
授

業
連

携
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

で
の

検
討

を
基

に
「

長
岡

学
」

の
授

業
設

計
を

行
い

、
令

和
５

年
度

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

で
の

開
講

準
備

を
整

え
た

。
　

ま
た

、
当

該
授

業
の

概
要

を
示

し
た

チ
ラ

シ
を

制
作

し
、

市
内

４
大

学
１

高
専

の
単

位
互

換
科

目
と

し
て

開
講

す
る

こ
と

を
本

学
学

生
及

び
各

校
に

周
知

し
た

。

b
b

65
(4

)
　

長
岡

市
内

企
業

で
の

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

を
実

施
す

る
。

　
ま

た
、

長
岡

市
や

長
岡

市
内

高
等

教
育

機
関

と
連

携
し

、
学

生
の

起
業

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

す
る

。

(4
)

公
募

型
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
と

し
て

長
岡

市
内

２
社

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

施
し

、
延

べ
５

人
の

学
生

が
参

加
し

た
。

ま
た

、
長

岡
市

が
市

内
高

等
教

育
機

関
と

連
携

し
て

実
施

す
る

学
生

起
業

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
へ

の
参

加
を

促
し

た
。

b
b

49
(3

)
　

卒
業

生
に

対
し

、
校

友
会

と
連

携
し

つ
つ

、
求

人
情

報
の

提
供

や
就

職
相

談
等

の
キ

ャ
リ

ア
支

援
を

行
う

。

66
(5

)
　

校
友

会
と

連
携

し
、

校
友

会
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
か

ら
申

請
す

る
こ

と
に

よ
り

卒
業

生
の

求
人

検
索

シ
ス

テ
ム

を
利

用
可

能
と

す
る

。

(5
)

校
友

会
と

連
携

し
、

卒
業

生
に

中
途

採
用

の
求

人
情

報
を

提
供

し
た

。
卒

業
生

７
人

よ
り

転
職

に
関

す
る

相
談

を
受

け
就

職
に

結
び

つ
い

た
。

b
b

【
地

域
貢

献
の

成
果

に
関

す
る

指
標

の
目

標
値

】
【

地
域

貢
献

の
成

果
に

関
す

る
指

標
の

目
標

値
】

⑧
・

地
域

貢
献

に
関

す
る

研
究

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
数

2
5
件

：
毎

年
度

［
再

掲
］

⑧
・

地
域

貢
献

に
関

す
る

研
究

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
数

2
5
件

［
再

掲
］

・
地

域
貢

献
に

関
す

る
研

究
・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

数
　

4
3
件

デ
ザ

イ
ン

研
究

開
発

受
託

研
究

・
共

同
研

究
計

1
4
件

、
地

域
協

創
セ

ン
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
3
件

（
原

信
コ

ラ
ボ

ラ
ト

リ
ー

、
レ

ク
サ

ス
長

岡
展

示
、

東
横

I
N
N
燕

三
条

駅
前

店
ギ

ャ
ラ

リ
ー

展
示

）
、

(
学

部
)
地

域
協

創
演

習
・

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

実
習

計
1
5
件

、
(
大

学
院

)
地

域
特

別
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
・

特
別

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

研
究

演
習

計
3
件

、
長

岡
芸

術
工

事
中

2
0
2
2
、

い
の

プ
ロ

3
件

、
キ

ャ
ン

ド
ル

ナ
イ

ト
＠

与
板

、
中

学
校

美
術

部
作

品
展

、
ペ

ッ
ト

用
ト

イ
レ

デ
ザ

イ
ン

、
平

安
時

代
刀

再
現

［
再

掲
_
④

］

1
0
0
％

超
か

つ
顕

著
な

成
果

目
標

を
大

幅
に

上
回

っ
て

い
る

。
年

度
計

画
を

大
幅

に
上

回
る

⑨
・

市
民

工
房

受
講

者
数

　
延

べ
5
0
0
人

：
毎

年
度

⑨

⑩
・

小
中

高
生

を
対

象
と

す
る

本
学

主
催

の
講

座
受

講
者

数
　

延
べ

1
5
0
人

：
毎

年
度

⑩
・

小
中

高
生

を
対

象
と

す
る

本
学

主
催

の
講

座
受

講
者

数
　

延
べ

1
5
0
人

・
小

中
高

生
を

対
象

と
す

る
本

学
主

催
の

講
座

受
講

者
数

　
延

べ
1
7
1

人
1
0
0
％

超
目

標
値

を
上

回
っ

て
い

る
。

年
度

計
画

を
上

回
る

⑪
・

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

に
よ

る
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
回

数
2
0
0
件

：
毎

年
度

⑪
・

マ
ス

メ
デ

ィ
ア

に
よ

る
パ

ブ
リ

シ
テ

ィ
回

数
2
0
0
件

・
マ

ス
メ

デ
ィ

ア
に

よ
る

パ
ブ

リ
シ

テ
ィ

回
数

3
9
6
件

1
0
0
％

超
か

つ
顕

著
な

成
果

目
標

を
大

幅
に

上
回

っ
て

い
る

。
年

度
計

画
を

大
幅

に
上

回
る

　
市

内
高

校
生

を
対

象
と

す
る

大
学

説
明

会
や

個
別

相
談

会
の

開
催

等
、

き
め

細
や

か
な

広
報

活
動

を
展

開
す

る
と

と
も

に
、

市
内

在
住

の
高

校
生

及
び

市
内

高
校

出
身

者
の

入
試

優
先

枠
を

拡
大

し
、

積
極

的
な

受
入

れ
を

図
る

。
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自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

第
4

業
務

運
営

等
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
第

4
業

務
運

営
等

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

１
業

務
運

営
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

１
業

務
運

営
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
1
)

運
営

体
制

の
改

善
(
1
)

運
営

体
制

の
改

善

5
0

ア
　

民
間

的
発

想
や

第
三

者
的

視
点

を
取

り
入

れ
、

社
会

の
ニ

ー
ズ

に
的

確
に

対
応

し
た

、
効

率
的

な
大

学
運

営
を

行
う

た
め

、
理

事
会

、
経

営
審

議
会

・
教

育
研

究
審

議
会

に
外

部
有

識
者

を
登

用
す

る
。

6
7

ア
　

理
事

会
、

経
営

審
議

会
、

教
育

研
究

審
議

会
に

お
い

て
は

、
外

部
有

識
者

の
民

間
的

発
想

や
専

門
的

な
知

見
を

取
り

入
れ

る
。

ア
　

理
事

に
２

人
、

経
営

審
議

会
に

５
人

、
教

育
研

究
審

議
会

に
２

人
の

学
外

有
識

者
を

登
用

し
、

専
門

的
知

見
を

活
用
し

た
。

b
b

5
1

イ
　

問
題

を
未

然
に

防
止

し
、

適
正

か
つ

健
全

な
大

学
運

営
を

行
う

た
め

、
業

務
運

営
や

予
算

執
行

状
況

に
つ

い
て

厳
格

な
内

部
監

査
及

び
監

事
監

査
を

実
施

す
る

。

6
8

イ
　

内
部

監
査

及
び

監
事

監
査

に
よ

り
、

業
務

及
び

会
計

の
適

正
性

を
確

保
す

る
。

イ
　

適
正

な
業

務
運

営
と

改
善

の
た

め
に

内
部

監
査

及
び

監
事

監
査

を
実

施
し

た
。

内
部

監
査

で
は

就
職

支
援

に
関

す
る
業

務
監

査
と

、
支

出
（

報
酬

謝
金

、
旅

費
、

交
際

費
等

）
に

関
す

る
会
計

監
査

を
実

施
し

た
。

b
b

5
2

ウ
　

理
事

会
、

経
営

審
議

会
、

教
育

研
究

審
議

会
等

の
連

携
を

密
に

す
る

と
と

も
に

、
教

授
会

、
研

究
科

委
員

会
な

ど
に

よ
り

職
員

間
の

情
報

共
有

を
図

り
、

自
律

的
、

弾
力

的
、

効
率

的
な

大
学

運
営

を
行

う
。

6
9

ウ
　

理
事

会
を

は
じ

め
と

す
る

法
人

会
議

と
教

授
会

を
は

じ
め

と
す

る
学

内
会

議
の

連
携

を
密

に
す

る
。

　
ま

た
、

教
授

会
、

研
究

科
委

員
会

な
ど

に
よ

り
職

員
間

の
情

報
共

有
を

図
る

。

ウ
　

理
事

会
、

経
営

審
議

会
及

び
教

育
研

究
審

議
会

の
審

議
事

項
に

つ
い

て
、

教
授

会
及

び
研

究
科

委
員

会
で

報
告

を
行
っ

た
。

　
ま

た
、

教
授

会
及

び
研

究
科

委
員

会
で

は
各

種
委

員
会

の
報

告
を

行
う

こ
と

で
学

内
連

携
の

強
化

を
図

っ
た

。

b
b

(
2
)

適
正

な
人

事
の

実
施

(
2
)

適
正

な
人

事
の

実
施

5
3

ア
　

職
場

内
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
や

職
員

の
意

欲
の

向
上

に
配

慮
し

つ
つ

、
人

事
評

価
制

度
の

運
用

、
改

善
を

行
い

、
能

力
や

業
務

実
績

等
の

的
確

な
把

握
に

基
づ

く
適

正
な

人
事

を
行

う
。

7
0

ア
 
職

場
内

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
職

員
の

意
欲

の
向

上
に

配
慮

し
つ

つ
、

人
事

評
価

制
度

の
運

用
、

改
善

を
行

い
、

能
力

や
業

務
実

績
等

の
的

確
な

把
握

に
基

づ
く

適
正

な
人

事
を

行
う

。

ア
 
事

務
職

員
、

教
員

そ
れ

ぞ
れ

の
人

事
評

価
制
度

に
つ

い
て

、
被

評
価

者
研

修
の

実
施

や
記

入
様

式
の

改
正

な
ど

に
よ

り
運

用
の

改
善

を
行

い
、

能
力

や
業

務
実

績
等

の
的

確
な

把
握

に
よ

る
人

事
を

行
っ

た
。

b
b

5
4

イ
　

財
源

や
人

的
資

源
が

限
ら

れ
る

中
で

、
新

た
な

課
題

へ
の

対
応

や
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
の

確
保

に
向

け
て

、
職

員
の

適
切

な
人

事
配

置
、

既
存

の
業

務
の

徹
底

的
な

見
直

し
（

廃
止

、
統

合
、

効
率

化
等

）
を

進
め

る
。

7
1

イ
　

新
た

な
課

題
へ

の
対

応
や

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

の
確

保
に

向
け

て
、

適
切

な
人

事
配

置
を

行
う

。

イ
　

新
た

な
課

題
へ

の
対

応
や

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

の
確

保
に

向
け

て
、

教
員

役
職

者
を

再
編

し
、

事
務

局
編

成
に
お

い
て

は
課

係
の

統
廃

合
に

よ
る

ス
リ

ム
化

を
行

い
、

業
務

の
効

率
化
を

図
っ

た
。

b
b

(
3
)

事
務

の
効

率
化

及
び

合
理

化
(
3
)

事
務

の
効

率
化

及
び

合
理

化

5
5

ア
　

事
務

職
員

の
業

務
分

野
や

職
能

に
応

じ
た

能
力

開
発

や
研

修
を

積
極

的
に

推
進

す
る

。
7
2

ア
　

公
立

大
学

協
会

を
は

じ
め

学
外

主
催

の
研

修
会

等
に

積
極

的
に

職
員

を
参

加
さ

せ
る

。
ま

た
、

事
務

の
効

率
化

及
び

合
理

化
に

取
り

組
む

た
め

、
オ

ン
ラ

イ
ン

研
修

を
積

極
的

に
活

用
す

る
。

ア
　

日
時

に
捉

わ
れ

ず
、

随
時

受
講

が
可

能
な

大
学

職
員

の
育

成
に

特
化

し
た

W
E
B
研

修
講

座
を

導
入

す
る

と
と

も
に

、
対

面
の

研
修

会
等

へ
の

参
加

の
機

会
を

増
や

し
、

状
況

に
応

じ
た

効
果

的
な

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
図

っ
た

。

b
b

5
6

イ
　

事
務

処
理

の
効

率
性

や
合

理
性

を
高

め
る

た
め

、
外

部
委

託
を

有
効

に
活

用
す

る
。

7
3

イ
　

事
務

処
理

の
効

率
性

や
合

理
性

を
高

め
る

た
め

、
外

部
委

託
を

有
効

に
活

用
す

る
。

イ
　

専
門

性
の

高
い

業
務

に
関

し
て

社
会

保
険

労
務

士
、

税
理

士
、

デ
ザ

イ
ナ

ー
な

ど
と

委
託

契
約

を
締

結
し

て
業

務
に
取

り
組

ん
だ

。
b

b

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
計

画
の

実
施

状
況

等
中

期
計

画
通

番
通

番
R

4
  

年
度

計
画

31



自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
計

画
の

実
施

状
況

等
中

期
計

画
通

番
通

番
R

4
  

年
度

計
画

5
7

ウ
　

財
源

や
人

的
資

源
が

限
ら

れ
る

中
で

、
新

た
な

課
題

へ
の

対
応

や
ワ

ー
ク

ラ
イ

フ
バ

ラ
ン

ス
の

確
保

に
向

け
て

、
職

員
の

適
切

な
人

事
配

置
、

既
存

の
業

務
の

徹
底

的
な

見
直

し
（

廃
止

、
統

合
、

効
率

化
等

）
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
簡

素
・

合
理

化
を

進
め

る
。

7
4

ウ
　

新
た

な
課

題
へ

の
対

応
や

ワ
ー

ク
ラ

イ
フ

バ
ラ

ン
ス

の
確

保
に

向
け

て
、

既
存

業
務

の
見

直
し

を
行

う
。

ウ
　

文
書

管
理

シ
ス

テ
ム

及
び

規
程

管
理

シ
ス

テ
ム

を
導

入
し

、
押

印
の

省
略

や
学

外
で

の
決

裁
処

理
、

ま
た

ペ
ー

パ
ー
レ

ス
化

を
推

進
す

る
な

ど
事

務
効

率
の

向
上

を
図

っ
た

。

b
b

2
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

2
財

務
内

容
の

改
善

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
1
)

経
営

の
安

定
化

に
向

け
た

自
己

収
入

の
確

保
(
1
)

経
営

の
安

定
化

に
向

け
た

自
己

収
入

の
確

保

5
8

7
5

ア
　

外
部

機
関

に
よ

る
支

援
制

度
の

活
用

や
研

修
会

な
ど

に
積

極
的

に
参

加
す

る
こ

と
に

よ
り

、
科

学
研

究
費

補
助

金
等

の
情

報
を

収
集

し
、

よ
り

工
夫

し
た

学
内

研
修

会
等

で
活

用
す

る
。

ア
　

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

情
報

収
集

や
採

択
率

の
向

上
の

た
め

、
採

択
実

績
豊

富
な

他
大

学
が

提
供

す
る

申
請

書
類
添

削
サ

ー
ビ

ス
や

学
内

か
ら

参
加

で
き

る
オ

ン
ラ

イ
ン

セ
ミ

ナ
ー

を
広
く

教
員

へ
周

知
し

た
。

b
b

7
6

イ
　

受
託

研
究

や
共

同
研

究
へ

の
接

続
を

視
野

に
、

地
域

協
創

セ
ン

タ
ー

を
窓

口
に

し
た

企
業

等
へ

の
デ

ザ
イ

ン
研

修
を

実
施

す
る

。
　

ま
た

、
企

業
訪

問
に

よ
り

企
業

シ
ー

ズ
・

ニ
ー

ズ
を

把
握

し
、

共
同

研
究

等
の

掘
り

起
こ

し
に

努
め

る
。

イ
　

デ
ザ

イ
ン

思
考

に
関

す
る

研
修

を
、

長
岡

市
職

員
を

対
象

に
1
6

回
、

一
般

の
方

を
対

象
に

４
回

（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
、

企
業

等
を

対
象

に
5

回
実

施
し

た
。

一
般

対
象

の
オ

ン
ラ

イ
ン

講
座

を
き

っ
か

け
に

大
手

企
業

の
社

員
向

け
講

座
を

依
頼

さ
れ

る
な

ど
、

デ
ザ
イ

ン
思

考
に

関
す

る
講

座
の

実
施

も
増

え
て

い
る

。
［

再
掲

_
6
1
］

b
b

5
9

イ
　

本
学

の
特

色
を

生
か

し
た

有
料

講
座

の
実

施
や

、
大

学
施

設
の

有
料

貸
出

し
等

、
自

己
収

入
の

確
保

に
努

め
る

。

7
7

ウ
　

こ
ど

も
も

の
づ

く
り

大
学

校
な

ど
本

学
の

特
色

を
生

か
し

た
有

料
講

座
を

実
施

す
る

ほ
か

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

状
況

を
踏

ま
え

な
が

ら
大

学
施

設
の

有
料

貸
出

し
を

行
う

。

ウ
　

こ
ど

も
も

の
づ

く
り

大
学

校
、

市
民

工
房

の
ほ

か
、

幅
広

い
年

代
を

対
象

に
し

た
デ

ザ
イ

ン
講

座
を

実
施

し
た

。
　

大
学

施
設

の
有

料
貸

出
し

は
、

新
型

コ
ロ

ナ
感
染

防
止

の
た

め
前

年
度

に
続

い
て

中
止

と
し

た
。

b
b

6
0

ウ
　

学
生

納
付

金
は

、
教

育
内

容
や

社
会

情
勢

等
を

反
映

し
た

適
正

な
水

準
と

な
る

よ
う

に
適

宜
見

直
す

。

7
8

エ
　

学
生

納
付

金
は

、
教

育
内

容
、

財
務

状
況

、
他

の
国

公
立

大
学

の
動

向
等

を
勘

案
し

て
適

正
な

金
額

を
決

定
す

る
。

エ
　

収
容

定
員

の
充

足
状

況
、

運
営

費
交

付
金

の
交

付
状

況
、

他
の

公
立

大
学

の
動

向
を

総
合

的
に

判
断

し
、

学
生

納
付
金

を
前

年
同

額
と

し
た

。

b
b

(
2
)

予
算

の
効

率
的

な
執

行
(
2
)

予
算

の
効

率
的

な
執

行

6
1

契
約

方
法

や
事

務
処

理
の

見
直

し
を

通
じ

て
業

務
運

営
の

徹
底

し
た

効
率

化
・

合
理

化
を

図
り

、
経

費
を

節
減

す
る

。
ま

た
、

職
員

の
コ

ス
ト

意
識

を
向

上
し

、
日

常
的

に
節

電
・

節
水

等
を

徹
底

す
る

。

7
9

ア
　

経
費

節
減

効
果

の
あ

る
契

約
内

容
、

契
約

方
法

を
検

討
し

、
効

率
的

か
つ

適
正

な
予

算
執

行
を

行
う

。

ア
　

事
務

用
品

（
封

筒
、

コ
ピ

ー
用

紙
、

プ
リ

ン
タ

ト
ナ

ー
）

や
灯

油
は

、
年

間
の

使
用

数
量

に
基

づ
い

て
契

約
す

る
こ
と

で
、

大
量

発
注

に
よ

る
単

価
の

引
き

下
げ

を
行

っ
た

。
　

ま
た

、
法

人
名

義
の

ク
レ

ジ
ッ

ト
カ

ー
ド

決
済
で

購
入

先
の

選
択

肢
を

広
げ

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

経
費

節
減

に
努

め
た
。

b
b

8
0

イ
　

電
気

使
用

量
の

デ
マ

ン
ド

管
理

等
を

行
い

、
光

熱
水

費
の

削
減

に
努

め
る

。
ま

た
、

白
黒

コ
ピ

ー
の

標
準

設
定

、
両

面
印

刷
の

推
奨

等
に

よ
り

、
コ

ピ
ー

料
金

の
削

減
を

図
る

。

イ
　

電
気

量
の

デ
マ

ン
ド

管
理

や
下

水
メ

ー
タ

ー
に

よ
り

下
水

道
の

使
用

量
を

把
握

し
、

光
熱

水
費

の
削

減
を

行
っ

た
。

　
ま

た
、

こ
ま

め
な

消
灯

に
よ

る
節

電
や

経
済

的
な

コ
ピ

ー
機

の
利

用
法

に
つ

い
て

定
期

的
に

呼
び

か
け

を
行

い
、

学
生
や

職
員

の
コ

ス
ト

意
識

の
向

上
を

図
っ

た
。

b
b

ア
　

科
学

研
究

費
補

助
金

等
の

助
成

金
に

関
す

る
情

報
収

集
の

強
化

と
、

教
員

へ
の

情
報

提
供

・
共

有
を

一
体

的
に

進
め

る
。

そ
の

上
で

、
助

成
金

等
の

積
極

的
な

申
請

、
受

託
研

究
や

共
同

研
究

の
掘

り
起

こ
し

な
ど

、
外

部
資

金
獲

得
の

た
め

の
取

り
組

み
を

強
化

す
る

。
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自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
計

画
の

実
施

状
況

等
中

期
計

画
通

番
通

番
R

4
  

年
度

計
画

(
3
)

資
産

の
適

正
な

運
用

管
理

(
3
)

資
産

の
適

正
な

運
用

管
理

6
2

ア
　

定
期

的
に

学
内

の
施

設
設

備
を

調
査

点
検

し
、

必
要

な
修

繕
を

行
う

と
と

も
に

、
中

長
期

修
繕

計
画

に
基

づ
き

施
設

設
備

の
維

持
管

理
や

更
新

を
計

画
的

に
行

う
。

8
1

ア
 
中

長
期

修
繕

計
画

に
基

づ
き

学
内

の
施

設
設

備
の

修
繕

や
更

新
を

行
う

と
と

も
に

、
学

内
の

劣
化

状
況

等
を

確
認

し
、

状
況

に
応

じ
て

中
長

期
修

繕
計

画
の

見
直

し
と

更
新

を
行

う
。

ア
　

中
長

期
修

繕
計

画
に

基
づ

き
本

部
棟

外
壁

ほ
か

改
修

工
事

（
2
か

年
計

画
の

う
ち

1
年

目
）

を
行

い
、

施
設

設
備

の
長
寿

命
化

を
図

っ
た

。
　

ま
た

、
施

設
設

備
の

劣
化

状
況

を
確

認
し

、
そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
令

和
５

年
度

の
工

事
内

容
を

最
終

決
定

す
る

と
と
も

に
、

令
和

6
年

度
以

降
の

計
画

の
見

直
し

と
更

新
を

行
っ

た
。

b
b

6
3

イ
　

学
校

法
人

か
ら

承
継

し
た

資
金

に
つ

い
て

、
低

リ
ス

ク
金

融
商

品
の

利
用

等
に

よ
る

安
全

確
実

な
運

用
を

図
る

。

8
2

イ
　

学
校

法
人

か
ら

承
継

し
た

資
金

に
つ

い
て

、
定

期
預

金
を

第
一

に
、

低
リ

ス
ク

金
融

商
品

の
利

用
に

よ
る

安
全

確
実

な
運

用
を

行
う

。

イ
　

学
校

法
人

か
ら

承
継

し
た

資
金

に
つ

い
て

は
、

短
期

間
の

定
期

預
金

で
流

動
性

を
確

保
し

つ
つ

、
令

和
２

年
度

に
取
得

し
た

地
方

債
に

よ
る

安
全

確
実

な
運

用
収

入
を

確
保

し
た

。

b
b

3
自

己
点

検
・

評
価

及
び

情
報

公
開

の
推

進
に

関
す

る
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
措

置
3

自
己

点
検

・
評

価
及

び
情

報
公

開
の

推
進

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
1
)

自
己

点
検

･
評

価
(
1
)

自
己

点
検

･
評

価

6
4

自
己

点
検

・
評

価
を

実
施

し
た

上
で

、
各

年
度

に
お

け
る

長
岡

市
公

立
大

学
法

人
評

価
委

員
会

に
よ

る
評

価
を

受
け

る
と

と
も

に
、

令
和

4
年

度
ま

で
に

認
証

評
価

機
関

に
よ

る
評

価
を

受
審

し
、

結
果

を
公

表
す

る
。

ま
た

、
評

価
結

果
を

踏
ま

え
、

教
育

研
究

の
質

の
向

上
や

業
務

運
営

の
改

善
に

取
り

組
む

。

8
3

 
 
自

己
点

検
・

評
価

を
実

施
し

た
う

え
で

、
長

岡
市

公
立

大
学

法
人

評
価

委
員

会
及

び
大

学
教

育
質

保
証

・
評

価
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

評
価

を
受

け
、

教
育

研
究

の
質

の
向

上
や

業
務

運
営

の
改

善
を

行
う

。

　
業

務
実

績
に

関
す

る
自

己
評

価
を

行
う

と
と

も
に

、
長

岡
市

公
立

大
学

法
人

評
価

委
員

会
に

よ
る

評
価

を
受

け
た

結
果
、

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

に
基

づ
く

令
和

５
年

度
の

学
科

再
編

に
向
け

た
根

幹
的

な
事

項
の

決
定

、
第

４
ア

ト
リ

エ
棟

（
仮

称
）

等
整

備
基
本

計
画

の
策

定
、

ま
た

、
学

生
の

心
身

の
健

康
サ

ポ
ー

ト
な

ど
学

び
の
支

援
が

年
度

計
画

を
上

回
る

と
評

価
さ

れ
、

総
合

的
に

は
「

中
期

計
画
の

進
捗

は
順

調
」

と
認

め
ら

れ
た

。
　

大
学

教
育

質
保

証
・

評
価

セ
ン

タ
ー

に
よ

る
認
証

評
価

で
は

、
点

検
評

価
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
審

査
に

加
え

て
実

地
調
査

（
オ

ン
ラ

イ
ン

）
を

受
審

し
、

国
の

大
学

評
価

基
準

を
満

た
し

て
い
る

と
認

定
さ

れ
た

。
[
再

掲
_
2
6
]

b
b

(
2
)

情
報

公
開

の
推

進
(
2
)

情
報

公
開

の
推

進

6
5

ア
　

本
学

の
教

育
、

研
究

、
地

域
貢

献
等

の
活

動
に

対
す

る
理

解
の

促
進

と
支

持
の

拡
大

を
図

る
た

め
、

テ
レ

ビ
や

新
聞

な
ど

の
様

々
な

メ
デ

ィ
ア

を
活

用
し

、
積

極
的

か
つ

効
果

的
に

情
報

を
発

信
す

る
。

ま
た

、
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
充

実
を

図
る

た
め

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

改
善

等
、

広
報

活
動

の
強

化
を

す
す

め
る

。

8
4

ア
　

大
学

の
広

報
戦

略
の

展
開

と
効

果
測

定
を

実
施

し
、

教
育

、
研

究
、

地
域

貢
献

等
の

活
動

に
つ

い
て

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

S
N
S
や

新
聞

、
テ

レ
ビ

な
ど

を
活

用
し

て
広

く
情

報
を

発
信

す
る

。
　

ま
た

、
令

和
５

年
度

の
学

科
再

編
及

び
教

育
内

容
に

つ
い

て
の

広
報

を
重

点
的

に
行

う
。

ア
　

広
報

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
に

て
検

討
し

た
広

報
計

画
に

従
い

、
本

学
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

教
員

や
学

生
の

活
躍

、
学
生

作
品

、
特

色
の

あ
る

大
学

施
設

な
ど

を
紹

介
す

る
W
e
b
マ

ガ
ジ

ン
「
N
I
D
F
o
c
u
s
」

で
は

1
5
件

の
記

事
を

掲
載

し
た

ほ
か

、
1
3
8
件

の
新

着
情

報
の

発
信

、
3
4
件

の
イ

ベ
ン

ト
の

紹
介

、
1
0
1
件

の
更

新
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

S
N
S
に

4
7
9
件

の
投

稿
を

行
い

、
学

科
再

編
及

び
教

育
内

容
に

関
す

る
情

報
を

は
じ

め
、

教
員

及
び

学
生

の
研

究
や
地

域
貢

献
活

動
、

受
賞

な
ど

の
教

育
研

究
成

果
の

発
信

を
行

っ
た

。
 
７

月
か

ら
は

本
学

の
認

知
拡

大
を

目
的

に
、

広
報

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
リ

ー
ダ

ー
主

導
の

も
と

、
新

た
な

広
告

動
画

を
作

成
し

、
Y
o
u
T
u
b
e
や

T
w
i
t
t
e
r
な

ど
で

の
配

信
を

開
始

し
た
。

そ
の

結
果

、
効

果
測

定
に

お
い

て
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
ア

ク
セ

ス
数

は
前
年

よ
り

1
4
,
7
5
9
件

増
加

、
ユ

ー
ザ

ー
数

は
前

年
比

1
0
％

の
増

加
、

新
規
ユ

ー
ザ

ー
数

も
前

年
比

1
0
％

増
加

し
た

。

a
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

各
種

S
N
S
を

積
極

的
に

活
用

し
、

大
学

に
関

す
る

情
報

を
幅

広
く

発
信

し
て

い
る

。
「

N
I
D
F
o
c
u
s
」

で
は

教
員

、
学

生
や

卒
業

生
の

活
躍

の
様

子
、

学
生

の
作

品
、

大
学

施
設

な
ど

の
大

学
の

魅
力

１
つ

１
つ

に
焦

点
を

あ
て

、
写

真
や

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

な
ど

も
交

え
た

伝
わ

り
や

す
く

効
果

的
な

発
信

を
し

て
い

る
。

結
果

と
し

て
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ク

セ
ス

数
、

ユ
ー

ザ
ー

数
と

も
に

増
加

す
る

と
い

う
成

果
を

あ
げ

て
い

る
。

a

6
6

イ
　

業
務

運
営

の
透

明
性

を
高

め
る

た
め

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
通

じ
、

教
育

研
究

活
動

や
業

務
運

営
活

動
な

ど
に

関
す

る
情

報
を

積
極

的
に

公
開

す
る

。

8
5

イ
　

業
務

運
営

の
透

明
性

を
高

め
る

た
め

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

を
通

じ
、

教
育

研
究

活
動

や
業

務
運

営
活

動
な

ど
に

関
す

る
情

報
を

積
極

的
に

公
開

す
る

。

イ
　

業
務

運
営

の
透

明
性

を
確

保
す

る
た

め
、

組
織

、
計

画
・

評
価

、
財

務
、

規
程

、
会

議
録

等
の

法
人

情
報

を
ホ

ー
ム
ペ

ー
ジ

で
公

開
し

た
。

b
b

33



自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
計

画
の

実
施

状
況

等
中

期
計

画
通

番
通

番
R

4
  

年
度

計
画

4
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

4
そ

の
他

業
務

運
営

に
関

す
る

目
標

を
達

成
す

る
た

め
の

措
置

(
1
)

社
会

的
責

任
を

果
た

す
た

め
の

取
り

組
み

(
1
)

社
会

的
責

任
を

果
た

す
た

め
の

取
り

組
み

6
7

ア
　

適
正

な
業

務
の

執
行

並
び

に
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
及

び
研

究
不

正
の

防
止

を
目

的
と

す
る

研
修

会
や

啓
発

活
動

等
を

実
施

し
、

人
権

擁
護

及
び

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
徹

底
に

取
り

組
む

。

8
6

ア
　

適
正

な
業

務
の

執
行

並
び

に
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
及

び
研

究
不

正
の

防
止

を
目

的
と

す
る

研
修

会
や

啓
発

活
動

等
を

実
施

し
、

人
権

擁
護

及
び

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
徹

底
に

取
り

組
む

。

ア
　

公
的

研
究

費
の

不
正

使
用

防
止

に
係

る
啓

発
活

動
を

4
回

実
施

し
、

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
徹

底
に

取
り

組
ん

だ
。

　
ま

た
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
対

す
る

意
識

レ
ベ

ル
を

あ
げ

る
た

め
、

職
員

研
修

の
実

施
や

標
的

型
攻

撃
メ

ー
ル

訓
練

を
実

施
し

た
。

b
b

6
8

イ
　

3
R
（

リ
デ

ュ
ー

ス
、

リ
ユ

ー
ス

、
リ

サ
イ

ク
ル

）
活

動
を

実
践

す
る

と
と

も
に

、
中

長
期

修
繕

計
画

等
に

基
づ

く
施

設
設

備
の

更
新

の
機

会
な

ど
を

活
用

し
、

省
エ

ネ
に

配
慮

し
た

施
設

設
備

の
整

備
に

努
め

る
。

8
7

イ
　

3
R
（

リ
デ

ュ
ー

ス
、

リ
ユ

ー
ス

、
リ

サ
イ

ク
ル

）
活

動
の

実
践

と
し

て
再

生
品

、
エ

コ
マ

ー
ク

商
品

等
の

物
品

の
使

用
、

購
入

に
努

め
る

。
ま

た
、

環
境

へ
の

配
慮

と
経

費
節

減
等

の
面

か
ら

、
第

2
ア

ト
リ

エ
棟

の
照

明
を

L
E
D
化

す
る

。

イ
　

事
務

用
コ

ピ
ー

用
紙

は
グ

リ
ー

ン
購

入
法

総
合

評
価

値
8
5
以

上
の

も
の

、
ま

た
事

務
用

プ
リ

ン
タ

の
ト

ナ
ー

、
イ

ン
ク

カ
ー

ト
リ

ッ
ジ

は
使

用
後

の
回

収
と

再
製

品
化

が
可

能
な

も
の

の
購
入

に
努

め
た

。
事

務
用

品
等

は
グ

リ
ー

ン
購

入
法

適
合

、
エ

コ
マ

ー
ク
認

定
等

の
商

品
を

指
定

し
、

詰
め

替
え

が
可

能
な

も
の

を
優

先
し

て
購
入

し
た

。
　

ま
た

、
校

舎
共

用
部

、
第

２
ア

ト
リ

エ
棟

の
照
明

を
L
E
D
ラ

イ
ト

に
取

り
換

え
、

経
費

の
削

減
と

環
境

へ
の

配
慮

を
行

っ
た

。

b
b

(
2
)

施
設

設
備

の
整

備
、

活
用

(
2
)

施
設

設
備

の
整

備
、

活
用

6
9

ア
　

新
し

い
学

科
の

創
設

等
、

時
代

の
変

化
を

見
据

え
た

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

に
合

わ
せ

て
必

要
な

施
設

設
備

の
整

備
を

行
う

。

8
8

ア
　

令
和

５
年

度
か

ら
の

造
形

学
部

の
新

学
科

体
制

及
び

令
和

５
年

度
以

降
入

学
者

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

の
実

施
に

対
応

し
、

施
設

設
備

の
整

備
基

本
計

画
に

基
づ

き
、

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

×
デ

ザ
イ

ン
領

域
の

教
育

研
究

活
動

の
推

進
及

び
デ

ジ
タ

ル
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
を

活
用

し
た

デ
ザ

イ
ン

の
全

学
的

な
活

性
化

を
目

指
し

て
、

新
棟

の
基

本
設

計
・

実
施

設
計

を
行

う
。

ア
　

第
４

ア
ト

リ
エ

棟
（

仮
称

）
等

整
備

基
本

計
画

に
基

づ
き

、
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
と

デ
ザ

イ
ン

の
掛

け
合

わ
せ

を
誘

発
す
る

教
育

研
究

活
動

を
推

進
す

る
た

め
、

プ
ロ

ト
タ

イ
ピ

ン
グ

ル
ー

ム
、
デ

ジ
タ

ル
デ

ザ
イ

ン
ア

ト
リ

エ
、

映
像

・
オ

ー
デ

ィ
オ

に
係

る
ス

タ
ジ
オ

等
の

整
備

・
拡

充
に

向
け

、
基

本
設

計
及

び
実

施
設

計
を

完
了

し
た
。

b
b

7
0

イ
　

「
キ

ャ
ン

パ
ス

ま
る

ご
と

デ
ザ

イ
ン

の
教

材
」

と
い

う
コ

ン
セ

プ
ト

の
下

、
費

用
対

効
果

や
既

存
の

施
設

設
備

の
有

効
活

用
に

留
意

し
つ

つ
、

時
代

の
性

能
水

準
等

に
即

し
、

教
育

効
果

の
高

い
施

設
設

備
の

整
備

を
行

う
。

[
再

掲
]

8
9

イ
　

令
和

５
年

度
の

学
科

再
編

を
踏

ま
え

、
必

要
と

な
る

設
備

、
機

器
に

つ
い

て
、

時
代

の
潮

流
及

び
デ

ザ
イ

ン
を

考
慮

し
整

備
す

る
。

[
再

掲
]

イ
　

令
和

５
年

度
の

学
科

再
編

や
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
再

編
を

踏
ま

え
、

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

と
の

連
動

を
考

慮
し

、
機

能
性

と
意
匠

性
を

兼
ね

備
え

た
教

室
・

ア
ト

リ
エ

空
間

を
整

備
し

た
。

　
ま

た
、

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

に
実

施
で

き
る

デ
ザ

イ
ン

思
考

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

に
適

し
た

机
・

椅
子

の
入

替
、

多
目

的
に

使
用

で
き

る
中

規
模

人
数

を
収

容
す

る
演

習
室

へ
の

改
修

、
操

作
卓
の

機
能

を
兼

ね
備

え
た

教
卓

の
整

備
な

ど
を

行
い

、
学

生
が

日
常

的
に
触

れ
る

什
器

に
お

い
て

も
優

れ
た

デ
ザ

イ
ン

の
も

の
を

取
り

入
れ

た
。
[
再

掲
_
2
4
]

a
令

和
５

年
度

の
学

科
再

編
や

新
た

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

踏
ま

え
、

学
生

が
能

動
的

に
学

修
す

る
演

習
に

フ
レ

キ
シ

ブ
ル

に
対

応
で

き
る

よ
う

教
室

や
什

器
等

の
環

境
を

整
備

し
て

い
る

。
機

能
性

と
意

匠
性

を
考

慮
し

開
発

さ
れ

た
多

様
な

什
器

の
設

置
は

、
学

生
が

日
常

的
に

使
用

感
を

試
す

こ
と

や
新

た
な

使
い

方
を

模
索

す
る

こ
と

な
ど

、
教

材
と

し
て

も
活

用
さ

れ
、

「
キ

ャ
ン

パ
ス

ま
る

ご
と

デ
ザ

イ
ン

の
教

材
」

と
い

う
コ

ン
セ

プ
ト

を
体

現
し

て
い

る
。

a

7
1

ウ
　

工
房

、
ア

ト
リ

エ
、

ス
タ

ジ
オ

、
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
室

、
プ

ロ
ト

タ
イ

ピ
ン

グ
ル

ー
ム

、
教

員
・

学
生

・
卒

業
生

作
品

の
展

示
ス

ペ
ー

ス
等

の
施

設
設

備
、

パ
ソ

コ
ン

の
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
な

ど
の

維
持

管
理

・
更

新
・

整
備

を
適

切
に

行
う

。
[
再

掲
]

9
0

ウ
　

ア
ド

ビ
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ク
ラ

ウ
ド

等
の

教
育

、
研

究
に

必
要

と
な

る
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
を

学
生

に
提

供
す

る
。

 
 
ま

た
、

工
房

、
ア

ト
リ

エ
、

プ
ロ

ト
タ

イ
ピ

ン
グ

ル
ー

ム
等

の
施

設
設

備
の

適
切

な
維

持
更

新
を

行
う

。
［

再
掲

］

ウ
　

学
生

が
大

学
内

外
で

授
業

の
受

講
や

制
作

活
動

を
支

援
す

る
た

め
、

ア
ド

ビ
ク

リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

ク
ラ

ウ
ド

、
Z
o
om
、

3
D
C
G
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
等

を
継

続
し

て
無

料
で

提
供

し
た

。
　

ま
た

、
教

室
や

ア
ト

リ
エ

等
で

対
面

と
遠

隔
を
組

み
合

わ
せ

た
授

業
や

発
表

に
対

応
す

る
た

め
、

主
要

教
室

へ
の

大
型
モ

ニ
タ

の
配

置
を

進
め

た
。

　
さ

ら
に

、
学

生
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

「
パ

レ
ッ

ト
」

の
機

能
性

・
利

便
性

の
向

上
を

図
る

べ
く

教
務

事
務

基
幹

シ
ス

テ
ム
を

更
新

し
た

。
　

く
わ

え
て

、
プ

ロ
ト

タ
イ

ピ
ン

グ
ル

ー
ム

で
は
さ

ら
に

多
様

な
制

作
に

対
応

す
べ

く
ス

キ
ャ

ン
範

囲
の

広
い

3
D
ス

キ
ャ
ナ

を
導

入
す

る
と

と
も

に
、

多
学

年
・

学
科

で
構

成
す

る
学

生
ス

タ
ッ
フ

を
配

置
し

、
学

生
に

よ
る

自
立

的
な

機
材

や
工

房
の

管
理

・
運

営
の
実

施
及

び
他

学
生

の
制

作
サ

ポ
ー

ト
等

を
行

っ
た

結
果

、
利

用
が

拡
大
し

た
。

[
再

掲
_
2
5
]

a
ア

ド
ビ

ク
リ

エ
イ

テ
ィ

ブ
ク

ラ
ウ

ド
等

を
継

続
し

て
無

料
提

供
し

、
遠

隔
で

の
授

業
の

受
講

や
場

所
を

問
わ

な
い

制
作

活
動

で
最

大
限

活
用

で
き

る
よ

う
支

援
し

て
い

る
。

プ
ロ

ト
タ

イ
ピ

ン
グ

ル
ー

ム
で

は
3
D
ス

キ
ャ

ナ
の

導
入

に
よ

り
立

体
造

形
物

の
デ

ー
タ

化
が

容
易

と
な

り
、

出
力

表
現

す
る

工
程

ま
で

一
貫

し
て

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
こ

と
で

学
生

の
制

作
の

幅
が

広
が

っ
た

。
ま

た
、

学
生

ス
タ

ッ
フ

が
職

員
と

協
働

で
管

理
・

運
営

を
し

て
お

り
、

学
科

や
学

年
を

超
え

て
互

い
に

高
め

合
え

る
場

と
し

て
定

着
し

、
利

用
率

が
昨

年
度

の
約

２
倍

に
拡

大
し

て
い

る
。

a
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自
己

評
価

R
4

計
画

の
実

施
状

況
等

評
価

区
分

評
価

委
員

に
よ

る
評

価
結

果
計

画
の

実
施

状
況

等
中

期
計

画
通

番
通

番
R

4
  

年
度

計
画

7
2

エ
　

既
存

の
施

設
設

備
の

利
用

実
態

を
精

査
し

、
廃

止
や

転
用

も
含

め
、

稼
働

状
況

の
改

善
に

向
け

た
有

効
活

用
に

全
学

で
取

り
組

む
。

9
1

オ
　

教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

に
合

わ
せ

て
既

存
の

施
設

設
備

全
体

の
有

効
活

用
を

図
る

た
め

、
用

途
の

再
配

置
、

設
備

の
更

新
、

什
器

の
入

替
等

を
順

次
進

め
る

。

オ
　

令
和

4
年

度
は

以
下

の
改

修
や

更
新

等
を

行
っ

た
。

・
1
0
2
、

2
0
2
、

2
0
3
講

義
室

を
演

習
室

に
更

新
・

2
0
4
演

習
室

の
床

面
を

改
修

・
3
0
1
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
演

習
室

を
新

学
科

用
の

演
習

室
に

更
新

・
円

形
講

義
室

、
1
0
3
講

義
室

、
1
0
4
、

1
0
5
、

2
04
演

習
室

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

用
機

材
更

新
・

2
階

建
築

・
環

境
デ

ザ
イ

ン
ア

ト
リ

エ
の

什
器
の

全
面

入
替

と
軽

度
改

装 ・
撮

影
ス

タ
ジ

オ
A
の

機
材

更
新

・
プ

ロ
ダ

ク
ト

デ
ザ

イ
ン

工
房

の
軽

度
改

装
と

什
器

の
入

替
・

美
術

・
工

芸
ア

ト
リ

エ
の

改
装

・
第

3
ア

ト
リ

エ
棟

1
階

へ
の

共
同

研
究

室
2
室

の
設

置
（

大
学

院
用

、
造

形
学

部
用

各
１

室
）

b
b

(
3
)

安
全

管
理

9
2

(
3
)

安
全

管
理

7
3

ア
　

施
設

設
備

の
利

用
等

に
伴

う
事

故
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
、

学
生

・
職

員
に

対
す

る
安

全
講

習
の

実
施

、
設

備
・

機
器

の
定

期
的

な
点

検
、

危
険

物
の

適
正

な
取

扱
い

等
、

不
断

の
安

全
管

理
を

徹
底

す
る

。

ア
　

施
設

設
備

の
利

用
等

に
伴

う
事

故
を

未
然

に
防

止
す

る
た

め
、

学
生

・
職

員
に

対
し

て
施

設
設

備
利

用
に

お
け

る
安

全
管

理
へ

の
意

識
向

上
と

学
内

ル
ー

ル
遵

守
の

学
内

周
知

を
行

う
。

　
ま

た
、

新
入

生
及

び
新

入
職

員
に

は
別

途
安

全
講

習
会

を
実

施
す

る
。

ア
　

各
工

房
、

ス
タ

ジ
オ

等
の

利
用

に
お

け
る

安
全

管
理

へ
の

意
識

向
上

と
学

内
ル

ー
ル

の
遵

守
を

徹
底

す
る

た
め

に
、
学

生
に

は
１

年
次

に
全

学
生

を
対

象
と

し
た

安
全

講
習

会
を

実
施

し
た
。

工
房

を
管

理
す

る
新

入
職

員
に

対
し

て
は

、
各

工
房

に
て

安
全

管
理
講

習
を

行
っ

た
。

b
b

7
4

イ
　

大
規

模
災

害
に

備
え

、
災

害
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
実

効
性

を
よ

り
高

め
る

た
め

の
改

善
、

長
岡

市
と

の
連

携
強

化
等

、
危

機
管

理
体

制
を

充
実

す
る

と
と

も
に

、
学

生
・

職
員

に
対

し
防

災
訓

練
な

ど
を

定
期

的
に

行
う

。

9
3

イ
　

新
入

生
に

対
し

、
入

学
直

後
に

避
難

訓
練

を
行

う
。

ま
た

、
業

務
継

続
計

画
・

災
害

対
策

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

内
容

に
つ

い
て

、
防

災
訓

練
の

実
施

や
設

備
・

備
蓄

品
の

点
検

を
通

し
て

検
証

し
、

必
要

に
応

じ
て

更
新

す
る

。

イ
　

新
型

コ
ロ

ナ
感

染
防

止
対

策
を

踏
ま

え
た

避
難

訓
練

を
実

施
し

た
。

　
ま

た
、

業
務

継
続

計
画

（
B
C
P
）

・
災

害
対

策
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
内

容
に

つ
い

て
、

防
災

訓
練

の
実

施
を

通
し

て
検

証
し

、
一

部
更

新
を

行
っ

た
。

あ
わ

せ
て

、
設

備
・

備
蓄

品
の

点
検

を
行

い
、

一
部

更
新

を
行

っ
た

。

b
b

7
5

ウ
　

学
内

の
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

整
備

と
、

情
報

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

に
対

す
る

意
識

啓
発

を
不

断
に

行
う

。

9
4

ウ
　

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

ー
対

策
等

基
本

計
画

の
策

定
に

向
け

て
、

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

を
活

用
し

、
検

討
を

進
め

る
。

ま
た

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

整
備

と
職

員
に

対
し

意
識

啓
発

を
継

続
し

て
行

う
。

ウ
　

ア
ウ

ト
ソ

ー
シ

ン
グ

を
活

用
し

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
対

策
の

整
備

を
行

う
と

と
も

に
、

サ
イ

バ
ー

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ
ー

対
策

等
基

本
計

画
の

策
定

に
向

け
た

検
討

を
進

め
た

。
　

ま
た

、
情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

ィ
に

対
す

る
意

識
啓
発

を
継

続
し

て
行

う
と

と
も

に
、

職
員

研
修

会
を

実
施

し
た

。

b
b

7
6

エ
　

学
内

に
お

け
る

衛
生

管
理

の
向

上
を

図
る

た
め

、
学

生
・

職
員

に
対

し
、

健
康

診
断

等
を

定
期

的
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
学

校
医

・
産

業
医

、
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
、

医
務

室
職

員
を

配
置

し
、

き
め

細
や

か
な

相
談

対
応

等
の

支
援

を
行

う
。

9
5

エ
　

学
生

・
職

員
に

対
し

定
期

健
康

診
断

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

学
校

医
・

産
業

医
・

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

等
と

連
携

し
て

学
内

に
お

け
る

衛
生

管
理

を
行

う
。

と
く

に
、

感
染

症
対

策
の

動
向

を
注

視
し

、
速

や
か

な
情

報
収

集
に

努
め

適
切

な
対

応
を

図
る

。

エ
　

学
生

・
職

員
に

対
し

定
期

健
康

診
断

を
実

施
し

、
学

校
医

・
産

業
医

か
ら

適
切

な
指

導
を

受
け

た
。

学
生

相
談

で
は
、

対
面

と
オ

ン
ラ

イ
ン

を
併

用
し

た
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

を
実

施
し

、
コ
ロ

ナ
禍

に
お

い
て

柔
軟

な
対

応
を

行
っ

た
。

　
ま

た
、

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

同
時

流
行

に
備

え
、

予
防

接
種

の
費

用
支

援
及

び
学

内
で

の
接

種
の

機
会

を
設

け
た

。

b
b
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 Ⅲ
 

参
考

資
料

 

 

１
 

公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

 
第

２
期

中
期

目
標

（
令

和
２

年
度

～
令

和
７

年
度

）
 

 前
文

 

長
岡

造
形

大
学

は
、

平
成

６
年

の
開

学
以

来
、

新
し

い
時

代
・
社

会
を

担
う

人
材

の
養

成
と

、
地

域
社

会
と

協
力

し
な

が
ら

、
地

域
課

題
の

解
決

や
地

域
資

源
の

発
掘

な
ど

に
取

り
組

ん
で

き
た

。
 

人
口

減
少

を
は

じ
め

と
す

る
様

々
な

問
題

や
人

工
知

能
に

代
表

さ
れ

る
科

学
技

術
の

進
歩

に
よ

り
、

社
会

は
あ

ら
ゆ

る
分

野
で

転
換

期
を

迎
え

よ
う

と
し

て
い

る
。

こ
の

よ
う

な
な

か
、

豊
か

な
感

性
と

確
か

な
表

現
力

に
よ

っ
て

思
い

を
形

創
る

「
造

形
・表

現
」と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
と

と
も

に
、

総
合

的
な

幅
広

い
視

野
と

深
い

洞
察

力
で

社
会

が
抱

え
る

問
題

の
本

質
を

と
ら

え
、

構
想

と
試

行
検

証
を

経
て

解
決

策
を

提
示

す
る

「
問

題
発

見
・
解

決
プ

ロ
セ

ス
」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
を

探
求

し
、

人
々

の
生

活
や

産
業

に
新

た
な

価
値

を
創

り
出

す
こ

と
の

で

き
る

創
造

的
人

材
の

養
成

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
 

そ
し

て
、

「
造

形
を

通
し

て
真

の
人

間
的

豊
か

さ
を

探
求

し
、

こ
れ

を
社

会
に

還
元

す
る

こ
と

の
で

き
る

創
造

力
を

備
え

た
人

材
を

養
成

す
る

」
と

い
う

建
学

の
理

念
を

体
現

し
、

地

域
は

も
と

よ
り

、
我

が
国

及
び

世
界

の
発

展
に

貢
献

す
る

人
材

を
輩

出
し

て
い

く
こ

と
は

、

「米
百

俵
の

精
神

」を
大

切
に

す
る

長
岡

市
民

の
願

い
で

あ
る

。
 

長
岡

市
は

、
公

立
大

学
法

人
長

岡
造

形
大

学
が

、
自

律
的

、
弾

力
的

、
効

率
的

な
大

学
運

営
を

行
い

、
公

立
大

学
の

使
命

で
あ

る
地

域
貢

献
活

動
に

力
点

を
置

き
な

が
ら

、
市

民
に

支
持

さ
れ

る
魅

力
あ

る
大

学
と

し
て

成
長

し
て

い
く

た
め

に
、

次
の

点
を

基
本

に
中

期

目
標

を
定

め
る

。
 

  １
 

地
域

社
会

を
実

践
的

な
学

び
の

場
と

し
つ

つ
、

デ
ザ

イ
ン

に
関

す
る

知
識

、
感

性
、

技

術
・技

能
に

加
え

て
、

も
の

ご
と

に
対

す
る

幅
広

い
視

野
を

養
い

、
「造

形
・表

現
」と

し
て

の

デ
ザ

イ
ン

力
と

、
「
問

題
発

見
・
解

決
プ

ロ
セ

ス
」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
力

を
身

に
付

け
、

人

間
的

に
豊

か
な

社
会

の
実

現
に

貢
献

で
き

る
人

材
を

養
成

す
る

こ
と

。
 

 

２
 

時
代

や
社

会
の

要
請

に
応

え
る

実
用

的
か

つ
実

践
的

な
研

究
を

地
域

社
会

と
協

働
で

進
め

る
と

と
も

に
、

高
度

な
専

門
性

に
基

づ
く

デ
ザ

イ
ン

の
知

識
と

技
術

の
向

上
と

デ
ザ

イ

ン
の

役
割

や
対

象
領

域
の

拡
大

を
幅

広
く

探
求

す
る

こ
と

。
 

 
 

３
 

市
民

、
企

業
、

教
育

機
関

、
自

治
体

と
の

連
携

を
強

化
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

特
長

を
生

か

し
な

が
ら

協
働

し
て

、
デ

ザ
イ

ン
を

通
じ

地
域

課
題

の
解

決
や

新
た

な
地

域
価

値
の

創
造

に
貢

献
す

る
こ

と
。

さ
ら

に
、

そ
の

プ
ロ

セ
ス

や
成

果
は

地
域

に
と

ど
ま

ら
ず

、
広

く
我

が
国

及
び

世
界

に
発

信
し

波
及

さ
せ

る
こ

と
。

 

 ４
 

大
学

を
取

り
巻

く
社

会
情

勢
の

変
化

に
迅

速
か

つ
的

確
に

対
応

で
き

る
運

営
体

制
を

確
立

す
る

た
め

、
公

立
大

学
法

人
制

度
の

特
性

を
生

か
し

民
間

的
手

法
を

取
り

入
れ

な
が

ら
、

健
全

で
効

率
的

な
大

学
運

営
を

行
う

こ
と

。
 

 第
１

 
中

期
目

標
の

期
間

及
び

教
育

研
究

上
の

基
本

組
織

 

 
１

 
中
期

目
標
の

期
間
 

 
 

 
 

 
令

和
２
年

４
月

１
日

か
ら

令
和

８
年

３
月

３
１
日

ま
で

と
す

る
。

 

 
 ２

 
教

育
研

究
上
の

基
本
組
織

 

こ
の

中
期

目
標

を
達

成
す

る
た

め
、

次
の

と
お

り
教

育
研

究
上

の
基

本
組

織
を

置

く
。

 

学
部

 
造

形
学

部
 

大
学

院
研

究
科

 
造

形
研

究
科

 

研
究

機
関

 
地

域
協

創
セ

ン
タ

ー
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 第
２

 
教

育
に

関
す

る
目

標
 

 
１

 
教

育
の

成
果
、

内
容
に

関
す

る
目

標
 

（１
）学

士
課

程
に

お
け

る
教

育
 

社
会

の
要

請
を

的
確

に
認

識
し

、
様

々
な

問
題

に
対

し
て

創
造

的
な

解
決

策
を

提

示
す

る
た

め
に

必
要

な
構

想
力

と
造

形
力

を
備

え
た

人
材

を
養

成
す

る
。

 

 

（２
）大

学
院

課
程

に
お

け
る

教
育

 

デ
ザ

イ
ン

の
対

象
領

域
の

拡
大

に
対

応
し

つ
つ

、
深

く
理

論
と

応
用

を
学

び
、

新
た

な
価

値
を

創
造

す
る

た
め

に
必

要
な

高
度

な
専

門
性

や
深

い
洞

察
力

、
企

画
・
調

整

力
を

備
え

た
人

材
を

養
成

す
る

。
 

 

（３
）入

学
者

受
入

方
針

 

建
学

の
理

念
及

び
教

育
目

標
の

実
現

に
向

け
て

、
目

的
意

識
や

向
学

心
が

高
く

、

優
れ

た
資

質
を

有
す

る
人

材
を

積
極

的
に

受
け

入
れ

る
。

 

 

（
４

）
教

育
課

程
 

 
 

 
 
各

専
門

分
野

の
特

性
、

学
士

課
程

と
大

学
院

課
程

の
連

続
性

等
に

留
意

し
つ

つ
、

「
造

形
・
表

現
」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
と

「
問

題
発

見
・
解

決
プ

ロ
セ

ス
」
と

し
て

の
デ

ザ
イ

ン
を

体
系

的
に

学
ぶ

た
め

の
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
を

編
成

す
る

。
 

 
 

 
 

（
５

）
教

育
方

法
 

 
 

 
 
学

内
に

と
ど

ま
ら

ず
、

実
践

経
験

を
通

じ
て

構
想

力
、

造
形

力
を

身
に

付
け

る
地

域

社
会

と
密

着
し

た
デ

ザ
イ

ン
教

育
や

学
生

の
主

体
的

な
学

修
を

重
視

し
た

教
育

に
力

点
を

置
い

て
取

り
組

む
。

ま
た

、
よ

り
高

い
教

育
成

果
を

目
指

し
て

、
授

業
形

態
、

指
導

方
法

を
不

断
に

見
直

す
。

 

 

（
６

）
成

績
評

価
 

教
育

の
質

及
び

公
正

な
評

価
を

確
保

す
る

た
め

、
学

位
授

与
基

準
と

成
績

評
価

基

準
を

厳
格

に
運

用
す

る
。

 

 

２
 

教
育
の

実
施
体

制
に
関
す

る
目

標
 

（１
）教

員
の

適
切

な
配

置
と

教
育

力
の

向
上

 

 
 

 
質

が
高

く
、

き
め

細
や

か
な

教
育

を
実

現
す

る
た

め
、

専
門

性
や

企
画

・
調

整
力

の

高
い

教
員

を
適

切
に

配
置

す
る

。
ま

た
、

教
員

の
教

育
力

の
向

上
を

図
る

た
め

の
組

織

的
な

取
り

組
み

を
推

進
す

る
。

 

 
 （２

）教
育

環
境

の
整

備
 

 
 

 
教

育
内

容
の

変
化

や
技

術
の

進
展

に
対

応
し

、
費

用
対

効
果

に
留

意
し

つ
つ

、
施

設
設

備
な

ど
教

育
環

境
の

充
実

を
図

る
。

ま
た

、
経

年
に

よ
る

機
能

低
下

に
対

応
し

、

適
切

な
維

持
管

理
・更

新
に

取
り

組
む

。
 

  
（
３

）教
育

活
動

の
評

価
及

び
改

善
 

教
育

活
動

に
つ

い
て

、
学

生
授

業
評

価
等

を
踏

ま
え

た
内

部
検

証
を

行
う

と
と

も
に

、

外
部

に
よ

る
客

観
的

な
評

価
を

実
施

し
、

そ
れ

ら
の

結
果

を
教

育
活

動
に

反
映

さ
せ

改

善
を

図
る

。
 

 
 

  
（
４

）教
育

研
究

組
織

の
見

直
し

 

時
代

の
変

化
に

対
応

し
つ

つ
常

に
デ

ザ
イ

ン
に

対
す

る
社

会
の

要
請

や
学

修
需

要
に

的
確

に
応

え
て

い
く

と
の

観
点

か
ら

、
不

断
に

教
育

研
究

組
織

の
在

り
方

を
検

証

し
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
適

切
に

見
直

し
を

行
う

。
 

 
 

３
 

学
生
へ

の
支
援

に
関
す
る

目
標
 

 
（
１

）修
学

・生
活

支
援

 
 

学
内

外
で

の
学

生
の

活
動

状
況

に
目

配
り

し
、

学
生

が
安

心
し

て
充

実
し

た
生

活

を
送

れ
る

よ
う

、
心

身
の

健
康

管
理

、
生

活
相

談
な

ど
を

行
う

と
と

も
に

、
学

習
意

欲
の

維
持

・向
上

や
困

難
の

解
消

に
向

け
た

き
め

細
や

か
な

修
学

支
援

を
行

う
。

 

 
 

 
 

（２
）就

職
・進

学
等

支
援

 

学
生

が
適

切
に

進
路

選
択

を
行

え
る

よ
う

、
低

学
年

次
か

ら
キ

ャ
リ
ア

形
成

教
育

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

個
々

の
状

況
に

即
し

た
情

報
提

供
や

助
言

な
ど

充
実

し
た

就
職

・
進
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学
支

援
等

を
行

う
。

 

 

４
 

国
際
化

に
関
す

る
目
標
 

国
際

的
な

視
野

を
持

つ
人

材
や

海
外

で
活

躍
す

る
こ

と
の

で
き

る
人

材
の

育
成

を

図
る

た
め

、
国

際
交

流
協

定
締

結
校

と
の

間
で

の
交

換
留

学
等

の
相

互
交

流
や

、
国

際
的

な
発

表
の

場
へ

の
積

極
的

な
参

加
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

広
く

留
学

生
の

受
入

れ
を

進
め

る
。

 

  第
３

 
研

究
に

関
す

る
目

標
 

１
 

研
究
の

内
容
及

び
水
準
に

関
す

る
目

標
 

 
 

 
「
造

形
・
表

現
」
及

び
「
問

題
発

見
・
解

決
プ

ロ
セ

ス
」
の

両
面

に
お

い
て

、
デ

ザ
イ

ン

の
質

の
向

上
と

可
能

性
の

拡
大

を
幅

広
く

探
求

す
る

と
と

も
に

、
時

代
や

社
会

の
要

請

に
応

え
る

実
用

的
か

つ
実

践
的

な
研

究
を

進
め

る
。

 

 
 

 
２

 
研

究
の

成
果
に

関
す
る

目
標
 

 
 

 
 
研

究
成

果
の

有
効

活
用

を
図

る
た

め
、

蓄
積

さ
れ

た
教

員
・
学

生
の

研
究

成
果

を

体
系

的
に

整
理

し
、

幅
広

く
公

開
す

る
。

 

 

３
 

研
究
の

実
施
体

制
に
関
す

る
目

標
 

研
究

力
の

深
化

を
図

る
た

め
、

地
域

の
企

業
、

高
等

教
育

機
関

、
自

治
体

、
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
等

と
の

連
携

を
強

化
し

、
そ

の
研

究
成

果
を

発
信

す
る

こ
と

に
よ

り
、

様
々

な
研

究
課

題
に

取
り

組
む

た
め

の
体

制
や

、
外

部
か

ら
の

支
援

・
協

力
を

得
る

こ
と

が
可

能

な
研

究
実

施
体

制
を

構
築

す
る

。
ま

た
、

学
内

に
と

ど
ま

ら
ず

、
ま

ち
な

か
で

の
実

践

的
な

研
究

が
実

施
で

き
る

よ
う
、

環
境

を
整

備
す

る
。

 

 
 

 

 
４

 
教

育
研

究
組
織

の
見
直

し
に

関
す

る
目
標
 

時
代

の
変

化
に

対
応

し
つ

つ
常

に
デ

ザ
イ

ン
に

対
す

る
社

会
の

要
請

や
学

修
需

要
に

的
確

に
応

え
て

い
く

と
の

観
点

か
ら

、
不

断
に

教
育

研
究

組
織

の
在

り
方

を
検

証

し
、

そ
の

結
果

を
踏

ま
え

て
適

切
に

見
直

し
を

行
う

。
[再

掲
] 

  第
４

 
地

域
貢

献
に

関
す

る
目

標
 

１
 

地
域
社

会
と
の

連
携
に
関

す
る

目
標
 

地
域

社
会

と
協

働
し

、
デ

ザ
イ

ン
を

通
じ

た
地

域
課

題
の

解
決

や
新

た
な

地
域

価

値
の

創
造

を
目

指
す

。
ま

た
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
生

涯
に

わ
た

る
学

習
機

会
を

提
供

し
、

文
化

活
動

の
振

興
に

貢
献

す
る

。
 

 

２
 

産
業
振

興
に
関

す
る
目
標

 

企
業

、
自

治
体

、
教

育
機

関
、

金
融

機
関

等
と

連
携

し
、

研
究

成
果

や
人

的
資

源

を
生

か
し

て
事

業
支

援
を

行
う
こ

と
で

、
地

域
の

産
業

振
興

に
貢

献
す

る
。

 

 

３
 

若
者
の

長
岡
へ

の
定
着
に

関
す

る
目

標
 

市
内

在
住

の
高

校
生

及
び

市
内

高
校

出
身

者
の

積
極

的
な

受
入

れ
を

図
る

。
ま

た
、

卒
業

後
に

お
け

る
長

岡
へ

の
定

着
促

進
に

も
資

す
る

よ
う

、
市

内
企

業
及

び
自

治
体

と
連

携
し

た
学

生
及

び
卒

業
生

に
対

す
る

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

に
取

り
組

む
。

 

 
 

 第
５

 
業

務
運

営
等

に
関

す
る

目
標

 

１
 

業
務
運

営
の
改

善
に
関
す

る
目

標
 

（１
）運

営
体

制
の

改
善

 

 
 

 
 

 
公

立
大

学
法

人
制

度
の

特
性

を
生

か
し

た
自

律
的

、
弾

力
的

、
効

率
的

な
大

学

運
営

を
行

う
。

 

 

 
（
２

）適
正

な
人

事
の

実
施

 

 
 

 
 

 
職

員
の

意
欲

を
高

め
つ

つ
、

教
育

研
究

活
動

や
業

務
運

営
の

質
的

向
上

等
を

図
る

た
め

、
評

価
制

度
を

不
断

に
見

直
し

つ
つ

、
適

正
な

人
事

を
行

う
。

 

 
 

 
 

 

（３
）事

務
の

効
率

化
及

び
合

理
化

 

 
 

 
 

 
事

務
職

員
の

資
質

と
能

力
を

高
め

る
と

と
も

に
、

事
務

処
理

の
効

率
化

及
び

合
理
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化
に

取
り

組
む

。
 

  
２

 
財
務

内
容
の

改
善
に
関

す
る

目
標
 

 
 
 
（
１

）経
営

の
安

定
化

に
向

け
た

自
己

収
入

の
確

保
 

学
生

納
付

金
に

よ
る

収
入

に
つ

い
て

は
、

適
切

な
金

額
設

定
に

よ
り

、
安

定
し

た

収
入

の
確

保
に

努
め

る
。

ま
た

、
競

争
的

研
究

資
金

、
受

託
研

究
、

共
同

研
究

、
寄

付
金

、
受

講
料

等
の

外
部

資
金

の
獲

得
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。
 

 
 

 
 （２

）予
算

の
効

率
的

な
執

行
 

 
 

 
 

教
育

研
究

の
水

準
の

維
持

向
上

に
配

慮
し

な
が

ら
、

業
務

運
営

の
徹

底
し

た
効

率

化
と

合
理

化
に

よ
り

経
費

節
減

に
努

め
る

。
 

 

（３
）資

産
の

適
正

な
運

用
管

理
 

 
 

 
 

所
有

す
る

資
産

に
つ

い
て

、
常

に
正

確
に

状
況

を
把

握
す

る
と

と
も

に
、

効
果

的
な

活
用

方
法

を
検

討
し

、
適

正
な

運
用

管
理

を
行

う
。

 

 
 

 
 

 

 
３

 
自
己

点
検
・

評
価
及
び

情
報

公
開

の
推
進

に
関
す
る

目
標
 

 
（
１

）自
己

点
検

・評
価

 

教
育

研
究

及
び

業
務

運
営

の
改

善
に

資
す

る
た

め
、

自
己

点
検

・
評

価
の

定
期

的
な

実
施

と
と

も
に

、
第

三
者

機
関

に
よ

る
外

部
評

価
を

受
け

、
結

果
を

公
表

す
る

。
 

  
 
 
（
２

）情
報

公
開

の
推

進
 

 
 

 
 
 
社

会
に

対
す

る
説

明
責

任
を

果
た

す
と

と
も

に
、

広
く

大
学

へ
の

理
解

と
支

持
を

得
る

た
め

、
教

育
研

究
活

動
、

地
域

貢
献

活
動

及
び

運
営

状
況

に
つ

い
て

積
極

的

な
情

報
発

信
に

取
り

組
む

。
 

 
 

 

４
 

そ
の
他

業
務
運

営
に
関
す

る
目

標
 

（１
）社

会
的

責
任

を
果

た
す

た
め

の
取

り
組

み
 

 
 

 
公

立
大

学
法

人
と

し
て

の
社

会
的

責
任

を
果

た
す

た
め

、
法

令
遵

守
の

徹
底

や
環

境
配

慮
の

実
践

等
に

組
織

的
に

取
り

組
む

。
 

 

（２
）施

設
設

備
の

整
備

、
活

用
 

 
 

 
 
 
教

育
内

容
の

変
化

や
技

術
の

進
展

に
対

応
し

、
費

用
対

効
果

に
留

意
し

つ
つ

、

施
設

設
備

な
ど

教
育

環
境

の
充

実
を

図
る

。
ま

た
、

経
年

に
よ

る
機

能
低

下
に

対
応

し
、

適
切

な
維

持
管

理
・更

新
に

取
り

組
む

。
[再

掲
] 

ま
た

、
施

設
設

備
の

有
効

活
用

を
図

る
。

 

 

（３
）安

全
管

理
 

学
内

の
安

全
衛

生
管

理
の

向
上

に
努

め
る

と
と

も
に

、
様

々
な

リ
ス

ク
を

想
定

し
て

危
機

管
理

に
取

り
組

む
。
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 Ⅲ
 

参
考

資
料

 

 

２
 

公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

 
各

事
業

年
度

の
業

務
実

績
評

価
（年

度
評

価
）
実

施
要

領
 

 １
 

趣
旨

 

こ
の

要
領

は
、

地
方

独
立

行
政

法
人

法
第

7
8

条
の

２
の

規
定

及
び

当
該

規
定

に
基

づ
き

定
め

ら
れ

た
市

規
則

（公
立

大
学

法
人

長
岡

造
形

大
学

の
業

務
運

営
並

び
に

財

務
及

び
会

計
に

関
す

る
規

則
）
に

基
づ

き
、

長
岡

市
公

立
大

学
法

人
評

価
委

員
会

（以

下
「評

価
委

員
会

」と
い

う
。

）が
行

う
公

立
大

学
法

人
長

岡
造

形
大

学
（以

下
「法

人
」と

い
う

。
）の

各
事

業
年

度
の

業
務

実
績

に
関

す
る

評
価

（以
下

「年
度

評
価

」と
い

う
。

）を

適
切

に
行

う
た

め
、

評
価

の
実

施
に

関
し

て
必

要
な

事
項

を
定

め
る

も
の

で
あ

る
。

 

 ２
 

評
価

の
目

的
 

 
 

 
年

度
評

価
は

、
法

人
の

業
務

運
営

の
自

主
的

か
つ

継
続

的
な

見
直

し
・改

善
を

促

し
、

法
人

の
業

務
の

質
的

向
上

、
業

務
運

営
の

効
率

化
、

透
明

性
の

確
保

に
資

す
る

こ

と
を

目
的

と
し

て
行

う
。

 

 
 

３
 

評
価

の
基

本
方

針
 

 
 

 
年

度
評

価
は

、
法

人
の

中
期

目
標

の
達

成
に

向
け

た
中

期
計

画
の

進
捗

状
況

を
確

認
す

る
観

点
か

ら
行

い
、

評
価

に
当

た
っ

て
は

、
総

合
的

か
つ

効
率

的
に

行
う

こ
と

と
す

る
。

 

 
 

 
な

お
、

評
価

の
際

は
、

法
人

の
教

育
研

究
の

特
性

や
業

務
運

営
の

自
主

性
・自

律

性
に

配
慮

す
る

と
と

も
に

、
評

価
を

通
じ

て
、

法
人

の
中

期
目

標
の

達
成

に
向

け
た

取

組
状

況
を

市
民

に
分

か
り

や
す

く
示

す
よ

う
努

め
る

も
の

と
す

る
。

 

 ４
 

年
度

評
価

の
実

施
時

期
 

 
 

 
年

度
評

価
は

、
当

該
事

業
年

度
終

了
後

、
概

ね
５

月
以

内
に

実
施

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 ５
 

年
度

評
価

の
実

施
方

法
 

 
(1

) 
評

価
手

法
 

 
 

 
 
年

度
評

価
は

、
そ

の
目

的
を

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
達

成
す

る
た

め
、

法
人

が
そ

の
業

務
実

績
に

基
づ

い
て

行
う

自
己

評
価

結
果

を
踏

ま
え

、
項

目
別

に
評

価
の

う
え

、

中
期

計
画

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
総

合
的

な
評

価
（全

体
評

価
）を

行
う

。
 

  
(2

) 
評

価
項

目
 

 
 

 
 
評

価
項

目
に

つ
い

て
は

、
別

表
１

の
と

お
り

と
す

る
。

 

  
(3

) 
評

価
基

準
 

 
 

 
 
評

価
に

あ
た

っ
て

は
、

別
表

２
の

取
扱

い
を

基
本

に
、

取
組

状
況

や
計

画
の

難
易

度
、

外
的

要
因

等
、

そ
れ

ぞ
れ

の
状

況
を

総
合

的
に

勘
案

し
て

評
価

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 
(4

) 
評

価
の

手
順

 

 
 

①
 

項
目

別
評

価
 

 
 

 
ア

 
法

人
に

よ
る

実
績

報
告

・
自

己
評

価
 

 
 

 
 

 
法

人
は

、
年

度
計

画
記

載
事

項
ご

と
（事

業
単

位
）及

び
評

価
指

標
ご

と
（
指

標

単
位

）の
業

務
実

績
（年

度
計

画
に

お
け

る
各

事
業

の
実

施
状

況
及

び
事

業
の

成

果
に

関
す

る
指

標
の

達
成

度
）を

取
り

ま
と

め
、

(3
)に

定
め

る
評

価
基

準
に

沿
っ

て

自
己

評
価

を
行

っ
た

う
え

、
業

務
実

績
報

告
書

を
作

成
し

、
評

価
の

実
施

時
期

の

属
す

る
年

度
の

６
月

末
日

ま
で

に
評

価
委

員
会

に
提

出
す

る
。

 

 
 

 
 イ

 
評

価
委

員
会

に
よ

る
検

証
・評

価
 

40



 

（ア
） 

法
人

の
自

己
評

価
結

果
の

検
証

・評
価

 

 
 

 
 

 
評

価
委

員
会

は
、

法
人

か
ら

提
出

さ
れ

た
業

務
実

績
報

告
書

に
つ

い
て

、
法

人

関
係

者
か

ら
の

ヒ
ア

リ
ン

グ
等

よ
っ

て
検

証
の

う
え

、
事

業
単

位
及

び
指

標
単

位
で

(3
)に

定
め

る
評

価
基

準
に

沿
っ

て
評

価
す

る
。

 

 
 

 
 

 
な

お
、

評
価

委
員

会
は

、
検

証
・
評

価
を

行
う
う

え
で

必
要

が
あ

る
場

合
、

法
人

に

対
し

て
資

料
の

追
加

提
出

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

と
す

る
。

 

 

（イ
） 

大
項

目
別

評
価

 

 
 

 
 

 
評

価
委

員
会

は
、

事
業

単
位

及
び

指
標

単
位

評
価

の
結

果
を

踏
ま

え
、

別
表

１

に
定

め
る

大
項

目
ご

と
に

、
(3

)に
定

め
る

評
価

基
準

に
沿

っ
て

、
中

期
計

画
の

進
捗

状
況

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
評

価
す

る
。

 

  
 

②
 

全
体

評
価

 

評
価

委
員

会
は

、
項

目
別

評
価

の
結

果
を

踏
ま

え
、

中
期

目
標

の
達

成
に

向
け

た
中

期
計

画
全

体
の

進
捗

状
況

を
総

合
的

に
勘

案
し

て
評

価
す

る
。

 

 

(5
) 

評
価

書
の

作
成

 

 
 

①
 

評
価

書
原

案
の

作
成

及
び

法
人

か
ら

の
意

見
の

聴
取

 

 
 

 
 

 
評

価
委

員
会

は
、

評
価

の
透

明
性

・正
確

性
を

確
保

す
る

た
め

、
(4

)に
定

め
る

手

順
に

よ
っ

て
評

価
し

た
結

果
を

と
り

ま
と

め
、

評
価

書
原

案
を

作
成

し
、

法
人

に
提

示

す
る

。
 

 
 

 
 

 

法
人

は
、

評
価

書
原

案
に

対
す

る
意

見
を

書
面

に
よ

り
評

価
委

員
会

に
申

し
出

る

も
の

と
す

る
。

 

 

②
 

評
価

書
の

確
定

 

 
 

 
 

 
評

価
委

員
会

は
、

評
価

書
原

案
に

対
す

る
法

人
か

ら
の

意
見

を
踏

ま
え

、
必

要

に
応

じ
て

法
人

関
係

者
の

説
明

を
受

け
た

後
、

当
該

意
見

の
適

否
を

審
議

し
、

当
該

案
に

修
正

を
加

え
る

等
に

よ
り

評
価

書
を

確
定

す
る

。
 

 ６
 

評
価

結
果

の
取

扱
い

 

 
(1

) 
評

価
結

果
の

通
知

及
び

公
表

 

評
価

委
員

会
は

、
評

価
書

を
作

成
し

た
と

き
は

、
遅

滞
な

く
当

該
評

価
書

を
法

人
及

び
長

岡
市

長
に

送
付

す
る

と
と

も
に

、
長

岡
市

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

公
表

す
る

。
 

  
(2

) 
評

価
結

果
の

活
用

・反
映

 

 
 

 
 
法

人
は

、
評

価
結

果
を

自
ら

の
業

務
運

営
等

の
見

直
し

ま
た

は
改

善
に

活
用

・反

映
さ

せ
て

い
く

も
の

と
す

る
。

 

 
 
 
 
 
な

お
、

評
価

委
員

会
は

、
評

価
に

際
し

て
、

過
去

の
評

価
結

果
が

法
人

の
業

務
運

営
に

活
用

・反
映

さ
れ

て
い

る
か

確
認

す
る

も
の

と
す

る
。

 

 ７
 

評
価

方
法

の
継

続
的

な
見

直
し

 

 
 

 
こ

の
要

領
に

つ
い

て
は

、
年

度
評

価
の

実
施

状
況

等
を

踏
ま

え
、

必
要

に
応

じ
て

見

直
す

も
の

と
す

る
。

 

 ８
 

そ
の

他
 

 
 

 
 
こ

の
要

領
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
評

価
の

実
施

に
必

要
な

事
項

は
、

評
価

委
員

会
が

別
に

定
め

る
。
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 別
表

1：
年

度
評

価
に

お
け

る
評

価
項

目
 

評
価

区
分

 
評

価
の

対
象

、
内

容
等

 

項 目 別 評 価 

事
業

単
位

評
価

 

年
度

計
画

の
第

1
か

ら
第

4
の

最
小

項
目

と
し

て
記

載
さ

れ
て

い
る

各
事

項
の

達
成

状
況

 

※
第

5
か

ら
第

9
に

係
る

実
績

に
つ

い
て

は
、

全
体

評
価

の
際

に
参

考
情

報
と

し
て

用
い

る
。

 

指
標

単
位

評
価

 
年

度
計

画
の

各
数

値
目

標
の

達
成

状
況

 

大
項

目
別

評
価

 

事
業

単
位

評
価

及
び

指
標

単
位

評
価

を
踏

ま
え

た
、

中
期

計
画

に
お

け

る
4

つ
の

大
項

目
ご

と
の

進
捗

状
況

 

 第
１

 
教

育
に

関
す

る
目

標
 

第
２

 
研

究
に

関
す

る
目

標
 

第
３

 
地

域
貢

献
に

関
す

る
目

標
 

第
４

 
業

務
運

営
等

に
関

す
る

目
標

 

 

全
体

評
価

 
項

目
別

評
価

を
踏

ま
え

た
中

期
計

画
全

体
の

進
捗

状
況

 

             

別
表

2：
年

度
評

価
に

お
け

る
評

価
基

準
 

評
価

区
分

 
評

定
 

標
語

 
評

価
の

目
安

 

項 目 別 評 価 

事 業 単 位 評 価 

ｓ 
年

度
計

画
を

大
幅

に
上

回
る

 
特

に
優

れ
る

若
し

く
は

顕
著

な
成

果
 

ａ
 

年
度

計
画

を
上

回
る

 
上

回
る

 

ｂ
 

年
度

計
画

を
概

ね
実

施
 

実
施

 

ｃ
 

年
度

計
画

を
十

分
に

実
施

せ
ず

 
下

回
る

も
し

く
は

実
施

が
不

十
分

 

ｄ
 

年
度

計
画

を
大

幅
に

下
回

る
 

特
に

劣
る

も
し

く
は

実
施

せ
ず

 

指 標 単 位 評 価 

年
度

計
画

を
大

幅
に

上
回

る
 

達
成

率
1
0
0
%
超

か
つ

顕
著

な
成

果
 

年
度

計
画

を
上

回
る

 
達

成
率

1
0
0
%
超

 

年
度

計
画

を
概

ね
実

施
 

達
成

率
8
0
%
以

上
1
0
0
%
以

下
 

年
度

計
画

を
十

分
に

実
施

せ
ず

 
達

成
率

6
0
%
以

上
8
0
%
未

満
 

年
度

計
画

を
大

幅
に

下
回

る
 

達
成

率
6
0
%
未

満
 

大 項 目 別 評 価 

Ｓ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

優
れ

て
順

調
 

大
項

目
別

（
4

区
分

）
に

、
中

期
計

画

の
進

捗
状

況
に

つ
い

て
、

事
業

単
位

評
価

及
び

指
標

単
位

評
価

か
ら

総
合

的
に

勘
案

し
、

評
価

 

Ａ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

順
調

 

Ｂ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

概
ね

順
調

 

Ｃ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

や
や

遅
れ

て
い

る
 

Ｄ
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

遅
れ

て
い

る
 

全
体

評

価
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

優
れ

て
順

調
 

中
期

計
画

全
体

の
進

捗
状

況
に

つ

い
て

、
項

目
別

評
価

か
ら

総
合

的
に

勘
案

し
、

評
価

 

中
期

計
画

の
進

捗
は

順
調

 

中
期

計
画

の
進

捗
は

概
ね

順
調

 

中
期

計
画

の
進

捗
は

や
や

遅
れ

て
い

る
 

中
期

計
画

の
進

捗
は

遅
れ

て
い

る
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